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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　犬洞あん


口絵・本文デザイン　百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）




ＣＯＮＴＥＮＴＳ







プロローグ ｖｄＢ１４２




第一話　スクール水着と森ガール


第二話　プール×プリン＝天才


第三話　超水着計画


第四話　魔性系美少女の誘い


第五話　ドキ！ 水泳バトルロイヤル




エピローグ ｍｚｔｃｍｎ







　あとがき







　プロローグ ｖｄＢ１４２







　その日の放課後、俺がハーレム団の部室に顔を出すと、待っていたせしる先せん輩ぱいは爽さわやかにこう言った。


「遅おそかったじゃないか柊しゆう一いち君！　さあ、わたしを縛しばってくれ！」


「……縛って？」


　いきなりの変態発言にガクッときた俺だが、可か及きゆう的てき速すみやかに正常化したのは長い付き合いの賜たま物ものだ。この程度はよくある事──


　俺の一歳年上の幼おさな馴な染じみである涼すず風かぜせしる先輩は常人離ばなれした性格と恥はずかしい性せい癖へきの持ち主だ。夢のように清せい楚そな黒くろ髪かみロングの美少女で、おまけに変人で、天才で、変態である。斬ざん新しん奇き抜ばつにして独創的な人なのだ。


「で、今日は何の悪ふざけなんです？」


「ウフフッ、ふざけて等などいないよ柊一君。真しん剣けんも真剣……わたしの君に対する気持ちは常に一点の曇くもりも無い研とぎ澄すまされたクリスタルの宝剣さ。それはさておき、今日は君にわたしを好き放題縛らせてあげようと思ってね」


「……何な故ぜ!?」


「面おも白しろい趣しゆ向こうを用意してあるのだよ。いつもクールな君を驚おどろかせ、楽しませてあげたいんだ。今日は朝からその件で頭がいっぱいで──ウフフッ。帰りのＨＲ終しゆう了りよう後ご、今の今までずっとこの勝負服姿で待っていたんだが、躰からだが疼うずいて仕方無かったよ。ぷるるん！」


「ぷるるん言われても……」


　果くだ物ものじゃあるまいし。


　それはプルーン。


　と、自分に突つっ込む俺の眼前で機き嫌げん良さげにクルリと回り、艶つややかな髪に指を絡からめて搔かき上げるせしる先輩。今日は大だい胆たんに肩かたを出したブラックビスチェに黒薔ば薇らを思わせるミニスカートを着用、頭にミニハットを載のせたりしてマジシャンを思わせる姿だ。


　実際また何か変な事を企たくらんでいるのだろう。


　部室中央には何故か巨きよ大だいな鉄の箱──屈かがめば人がすっぽり入れる銀色のスチールボックス──が置かれているのだが、彼女はその箱の縁ふちに足をかけ、セクシー衣装にそぐわない清楚な笑え顔がおで手招きしているのだった。


　どういう事なのか仔し細さいを聞きたいが、他ほかのハーレム団員はまだ来ていない。傍そばまで行くとせしる先輩は被かぶっていたミニハットを徐おもむろに取り、


「ほら柊一君、縄なわと手て錠じようをどうぞ」


「ポッポー」


「うわ!?」


　早さつ速そく意表を突かれる。


　帽ぼう子しから顔を覗のぞかせたのは鳩はとだった──バサバサと窓から外に飛んで出て行く。


「いけないいけない、うっかり間ま違ちがえてしまったよ。はい、こっちが縄と手錠さっ」


　……絶対わざとだ、と思いながら頰ほおをピクつかせる俺にそれを握にぎらせると、先輩は両手を後ろに回し、細い腰こしを揺ゆり動かしつつ猫ねこ撫なで声でおねだりを始めた。


「早く早くっ！　今日は君に凄すごい物を見せてあげるんだぞ。本当に楽しみだろう！」


　言動は無む邪じや気きだが絵的にはエロかった。顔は清純風で可愛かわいいからギャップが……。


　ではなく、この人は絶対ふざけている。そう解かい釈しやくして小規模な立腹を装よそおっておかないと色んな意味で気まずい雰ふん囲い気きを呼ぶだろう。


「解わかりました。だったらお望み通り縛って差し上げますよ、せしる先輩！」


「むっ？　な、何だね柊一君。急にそんな荒あら々あらしい……素す敵てきな顔をして」


「だって、そうしてほしいんでしょうっ？」


「うむ。それは確かにそうなのだが」


　ま、まさか欲よく望ぼうを搔き立てられたのか？　わたしもドキドキしてしまうぞっ……。


　顔を赤らめ、プルプルと悦よろこびに戦おののく先輩の背後に回り、俺は逆ギレ気味に手錠をかけていく。些いささか手荒にガシャン！　ガシャン！　両手両足、サービスで目め隠かくしもしてあげた。


「さあ先輩！　満足して頂けましたかっ？」


「う、うううっ。何も見えないし動けないっ。こんなに無む慈じ悲ひにやられるなんて思わなかった。今のわたしは絶体絶命だよ柊一君。……ちょっと嬉うれしい。ではトドメの一いち撃げきにこの蓋ふたを閉めてくれたまえ。そして三十秒経過したらまた開けてほしいんだ。良いかね？」


「せいぜい密みつ封ぷうしまくってやりますよ！　って、通気性とかは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


　目隠しされた先輩の顔が仄ほのかに紅潮した。


「呼吸可能な作りだから大丈夫だ。ふふ、こんな時でもやはり柊一君は優やさしいな。それでこそ我が正妻──って、きみ！　蓋を閉めるのはわたしが屈むまで待ってくれたまええ！」


　蓋は相当な重さがあったので閉めると派手な音が部室内に響ひびき渡わたった。先輩の腕わん力りよくで開けるのは困難だろう。


　かくして拘こう束そくされたせしる先輩を収納し、鉄箱は完全に密閉された。


　とは言え、と俺は腕うで時計に目を落として思う。


（大方、三十秒後に蓋を開けると、まんまと自由の身になってるんだろう。いかにもマジックを披ひ露ろうしますって格好だったからな……）


　今日はこの事で頭がいっぱいだったと言っていたせしる先輩。別に物音は聞こえてこないが、今いま頃ごろ箱の中で一いつ生しよう懸けん命めい手錠を外しているに違いなく、それを想像すると心がポカポカ、生温かくなる。俺を楽しませる為ためだけにわざわざこんな……。


　十秒が経たち、二十秒が経過し、三十秒に達した。


「時間だ。開けますよ、せしる先輩」


　鉄の蓋に手をかけ、ひっくり返すように一気に開けた。俺はギョッと目を瞠みはる。


　──中にせしる先輩がいなかったからだ。


「なっ……？」


　どういう事だ。何ど処こをどう見ても箱はもぬけの殻からである。


　慌あわてて鉄箱に足を踏ふみ入れ、くまなく内ない壁へきに触ふれた。この種のマジックは壁面や底面に脱だつ出しゆつ経けい路ろがあると聞いた事がある……が、手に伝わるのはスチールの冷たい感かん触しよくばかりで本当に種も仕し掛かけもない。


（何をしたっていうんだ？　実はそもそも箱に入ってなかったとか……いや、それは無い！　中に入ったところまではこの目でしっかり確かく認にんした）


　つまり先輩はこの鉄箱に入った後、何らかの手段を用いて脱出したのだ。俺の目につかないよう音もなく、妙みような気配を感じさせる事もなく。


　だが一体どんな仕掛けを使ったのか？　心理的なミスディレクションを用いたのか？


（不思議だ──）


　が、それ以上に変なのはいつまで待っても当の先輩が姿を現さない事である。


「ちょっと、せしる先輩っ！　充じゆう分ぶん驚きましたから、そろそろ出てきて下さいよっ」


　趣向が見事に成功したのだから、この辺で揉もみ手をしながら登場しても良い筈はず。ところが出てこないのだ。いくら呼んでも捜さがしても──


　暫しばらくしてやってきたハーレム団の他のメンバーにも経けい緯いを説明し、手分けして捜したがそれでも見つからない。


　やがて下校のチャイムが鳴り響き、結局は一いつ端たん解散という運びになったのだが。


　──真に驚くべき事態はこの暫く後で起こる。




　第一話　スクール水着と森ガール







　　　　１




　玖く百ゆ合り学園高等学校は六月の第一週にプール開きが行われる。そして今日は一年Ｂ組、初めての水泳の授業だ。


　初めてだけにサービス精神旺おう盛せいな体育教師に見守られつつ、男女混合のオール自由時間となったこの祝うべき機会、俺こと日ひ野の柊しゆう一いちはプールサイドで灼やけたタイルを踏みしめ、はしゃぐクラスメイト達を傍はた目めにボリボリ頭を搔いていた。


　本日の日差しは透すき通るように眩まぶしく鮮せん烈れつで、別段肌はだ寒ざむくはないが、しかし決して暑いという程ほどでもない微び妙みような気温──当然プールは温水ではない。


　その所せ為いだろうか。クラスメイト達は体温の上じよう昇しようを促うながすように色んな遊びにトライしている。水球している者や、なんちゃってプロレスをしている者、長時間潜せん水すいを競きそっている者もいれば、友人の吉よし村むらのように水着姿の女子を見ながら放心している者もいて、一言で言えばバラエティ豊か。頗すこぶるカオスな状じよう況きようだ。


（ちょっと自由過ぎないか、この学校の体育は……）


　なんて呑のん気きに俺が思っていると、突とつ然ぜん横から誰だれかが飛び出してきて、


「柊一君の乳首にターッチ！」


「イヤーン……って、何すんだお前はあああ！」


　それは自由の範はん疇ちゆうを超こえている、と突っ込んでおこう。


　俺の胸に人差し指を突き立てたのはスク水姿の小こ柄がらな女子だ。頭の後ろで両手を組むと屈くつ託たくなく無邪気に笑い、


「にひひー。だって綺き麗れいな色してたんだもん。小豆あずきみたいで美お味いしそう！」


「だからって触さわるな！……小豆!?」


　そこまで色いろ鮮あざやかじゃないだろ、と思いつつ俺は狼ろう藉ぜき者をジロリと睨にらむ。リベンジしたいが、俺が同じ事をしたら立派なセクハラ。数秒考えて代案を思いつく。


「なあ、ところでお前、『赤巻紙青巻紙黄巻紙』って早口言葉、ちゃんと言えるか？」


「んー？　そんなの当然だよ。『あかまきギャミ、あおマキマキ、きまきマギ』！」


「……全然合っていないが一応最後まで言えたな。よし、だったら次……『この釘くぎ抜ぬき引き抜きにくい』」


「このくびぬき……」


「首を抜いてどうする、殺す気か。『この釘抜き』だ」


「このくぎぬき……」


「そうそう」


「……ひき、にゅき……」


「お、呂ろ律れつが怪あやしくなってきたぞ？」


「このくぎぬき……。ひきにくだ!!」


「挽ひき肉にくなの!?　ハンバーグでも作るの!?」


「あ、わたしハンバーグ大しゅき──って、痛っ？」


「……やっと嚙かんだか」


　と言うか、そこは別に嚙むところではないだろう、かへらへよ。


　俺の眼前で口元を押さえ、小柄な躰をプルプル震ふるわせているのは本名を愛あい須す＝カフェ・ラ・テ＝美み香か子こという日にち伊いクォーターの女の子だ。イタリア訛なまりな訳ではないが、滑かつ舌ぜつに難があり、自分の名前も上う手まく発音できないので皆みんなにかへらへと呼ばれている。トレードマークはお洒しや落れ眼帯。一時は未知のテクノロジーで変態博士に憑ひよう依いされ、非常に空気を読まない事になっていたが、もうすっかり本調子だ。最近は潑はつ剌らつ笑顔で日々ギターの練習に勤いそしんでいる頭ふわふわのバンドガールである。


「アウウゥ……」


「ったく、大丈夫か？　そこまで強く嚙む事ないだろうが」


「撫なでて……」涙なみだ目めでおねだりするかへらへ。


「舌を？」


　って、そんな訳ない。俺はかへらへの頭をサワサワと撫でまくった。


　と、不意に視線を感じる。


（ん？）


　首を向ければ、視線の先にいたのは水みず谷たに詩し緒お里りだった。


　彼女は品行方正、文武両道、完かん璧ぺき系美少女の異名も名高いクラスのアイドルだ。俺とは反対側のプールサイドに立ち、両手を胸むな元もとに添そえてこちらを見ている。


　何だろう？　実のところ俺と彼女は些か特別な関係にあるのだが──。


　……ぷいっ！


　と、出し抜けに意外な反応。俺と目が合った次の瞬しゆん間かん、彼女は尖とがった顎あごを反らせてそっぽを向いてしまった。またか、と俺は思う。


（やれやれ、これは一度しっかり話し合った方が……）
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　かへらへの頭を撫でながら彼女の様子を窺うかがう。詩緒里は両手を腰こしに当てて仁に王おう立ちしており──微妙に不自然なポーズと言えなくもない。だが傍そばにいる取り巻き連中はそれを口々に褒ほめそやすのだ。


「素敵！　詩緒里様っていつ見ても抜ばつ群ぐんのプロポーションですよね！」


「腰なんか凄すごくほっそりしているのに……」


「完全にオトナの女性って感じ！」


「肌はだも雪みたいに白くて艶つややか。羨うらやましいなあ」


　あら、そんな事はないわ、と詩緒里は完璧な笑顔を取り繕つくろい、顔の前でヒラヒラ手を振ふって賛辞を受け流す。スク水を着ていてさえ海外セレブのよう──とても絵になる人だ。


　と、そんな一部始終を見るのに気を取られ、俺の手は少々疎おろそかになっていたらしい。撫で撫での供給がストップし、かへらへがキョトンとした顔で俺を見上げていた。


「悪い。ちょっとぼんやりしてた」


「いーよいーよ。もう痛いのはすっかり飛んでいっちゃったし」


「お、そうか。良かったな」


「イエーッ！」かへらへは天に拳こぶしを突つき上げ、「ところで、柊一君は泳がないの？」何事もなかったように話題を変えてきた。


「そんなに張り切って泳ぐ柄がらでも無いからな。気が向いたらぼちぼち……」


「あ、それはロックじゃなーい!!」


　変な反応をされた。


「……ロックが何だって？」


「だってそうでしょー？　ぼちぼちとか言ってちゃダメだよ柊一君っ。ロックの魂たましいは何にでも熱く激しく飛び込んでいく事なんだからっ。プールにだってざぶーん！　ミュージシャンを目指すなら常に挑ちよう戦せん者じゃないとー！」


「……いや、俺は別にミュージシャンを目指してはいませんが」


「よーし！　それじゃお手本を見せてあげるねー！」


　俺の突っ込みなど何処吹ふく風、素すっ頓とん狂きよう少女かへらへは一人勝手に燃え上がる。見えない何かを猛もう然ぜんと搔かき鳴らし──エアギターというヤツだ──その場でぴょんこぴょんこ、地じ団だん駄だの如ごとき珍ちん妙みようなステップを踏んで歌い始めた。


　どこかで聴きいた事のあるメロディーだ。


「みんなが大好き、ニャニャラニャーラララー、ニャラララちんたい！」


　歌詞はうろ覚えらしく、猫ねこ語で適当に作っている。


　ともあれ、かへらへは己おのれの世界に耽たん溺できしつつ、あっちへぴょこぴょこ、こっちへぴょこぴょこ、不可視のギターを抱かかえて熱唱し、次し第だいにプール際ぎわに近づいていくのだった。


「大好き！　大好き！　ニャララララニャラララー」


　プール際まで辿たどり着くと意外な行動に出た。屈かがみ込むように背中をグッと丸め──


「サンキュー武道館ーっ！」


　シャウトして大ジャンプ！　全身のバネを使った凄すさまじい跳ちよう躍やくぶりだ。かへらへは両手両足を広げ、土の字の如き格好でプールへダイブし、その結果──


　バチーン！


　凄まじい衝しよう撃げき音と盛せい大だいにあがる水みず飛沫しぶき。


　それが収まったところにはうつ伏ぶせでぷかぷか、力なく浮うかんでいるかへらへの姿があった。……気絶したんじゃなかろうか？　彼女は水面に強く腹を打ち付けたのだ。


　が、意外にも意識はあったらしい。水に顔を付けたまま暫く微び動どうだにしなかったかへらへだが、やがてカエルの如くすーいすーいと水を搔いて遠くへ泳いでいった。


　彼女のロック魂だましいしかと見届けたり──。


　なんて事はさておき、俺はプールサイドを足早に歩き始める。今の騒さわぎで皆の視線がかへらへに釘くぎ付づけになっていたからだ。取り巻きが離はなれてフリーになった水谷詩緒里──彼女は俺の接近に気づきながらも気づかない振りをして水面を眺ながめている。首はこちらに向けていないが、チラチラ俺を横目で見ているのが解わかるのだ。


　ところが話しかけると、その態度は友好的とは言い難く。


「詩緒里、ちょっと話があるんだが」


「何かしら？　わたしはあなたに話なんてこれっぽっちも無いのだけれど」


「や、俺にはあってさ……」


「そんな事は関係ないわ。わたしは今忙いそがしいの。話しかけないでくれる？」


　プールサイドに突っ立って何が忙しいんだ──という突っ込みを防ごうとするように詩緒里は少し濡ぬれた栗くり色いろの髪かみに指を絡からめ、いかにもお高くとまった風に搔き上げる。


　ツンッ！


　そんな効果音が聞こえてきそうなくらい取り澄すました態度だった。俺は彼女をまじまじと見直す。


　長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた琥こ珀はく色いろに燦きらめく二ふた重えの双そう眸ぼう、整った鼻び梁りように尖り気味の顎、ぷるんと艶つやめく李すもも色の唇くちびる──非の打ち所の無いノーブルフェイスだ。しなやかに伸のびた手足は冷えたミルクのように真っ白で肌き理め細こまかく、触ふれたら吸い付いてきそう。先程賞賛されていたようにスタイルも抜群に良く、胸は水着がパツンと弾はじけ飛びそうな挑戦的迫はく力りよくだ。色んな意味で完璧系美少女の二つ名で呼ばれるのも解る話なのだが。


（とは言え、これ程の美少女が──）


（俺にキス……したんだよな。しかも自分から）


　思い出す。


　先だって水谷詩緒里とせしる先せん輩ぱいはちょっとした諍いさかいを起こした。紆う余よ曲きよく折せつを経へてその件は誤解だと解り、今は小康状態。とまあそれは良いのだが、あの日見事に先輩をやり込めた詩緒里は興奮し過ぎて、俺の頰ほおに突然──キスしたのである。


（そう。だがそれ以来なんだ……。詩緒里の様子が少しおかしくなったのは）


　あのキスは俺の中でも計りかねる出来事だったから正確な意図を訊ききたかった。ところが最近の詩緒里は話しかけても常にツンツン、今のように取り付く島がなく会話が成立しない。一体どうしたというのか。


「なあ詩緒里、何が気にくわないのか知らないが、最近お前……」


「と、ところで柊一君っ！　あなたって泳げるのかしら？」


　不意にそんな事を言う詩緒里。質問を逸そらそうという魂こん胆たんが見え見えだが、しかしここは素す直なおに答えておこう。俺は別に彼女と喧けん嘩かしたい訳じゃないのだから。


「まあまあ泳げる」


「まあまあ？」


「そこそこ泳げる」


「そこそこ？」


「得意って程ほどではないが、人並みには泳げるって事だよ。練習したんだ。小学生の頃ころ、目の前で人が溺おぼれかかってるのを見て……いや、それはどうでもいい。とりあえずこれくらいのプールなら全然大だい丈じよう夫ぶだよ。クロールで端はしから端までちゃんと泳ぎ切れる」


「まあ！」


　詩緒里は大おお仰ぎような身み振ぶりで口元に掌てのひらをあてがい、意味深にほくそ笑えむような目をした。


「……な、何だよ？」


「あなたって、それくらいで泳げるなんて言うんだ？　とっても自信家なのね」


「何い？」


　顔に浮かぶのは完璧な笑み。詩緒里は両手を腰に当てて挑ちよう発はつ的に顔を突き出してくる。


「この程度のプール、端から端まで泳げない人なんかいないわ。何よ、そこそこ泳げるですって？　飄ひよう々ひようとした顔でそんなレベルの低い事を言わないで頂ちよう戴だい。二十五メートルプールなら、せめて百往復はできないと泳げるなんて言わないわ」


「百往復!?……って、それはちょっとレベル高過ぎだろう」


「良いわ。あなた暫しばらくそこにいなさい。本当に泳げるというのがどういう事なのか教えてあげる。実力差をイヤというくらい見せ付けてやるわ！」


　言うが早いか詩緒里はプールに飛び込んだ。水面から顔を出し、伸びやかなフォームで泳ぎ始める。指先までピンと伸ばして水を搔く動作はダイナミックで流りゆう麗れいだ。


「キャー！　すごーい！」


「みんな見て見て！　詩緒里様の完璧な泳ぎ！」


　ギャラリーもこぞって彼女に注目し、悔くやしいが俺もそうだった。微び細さいな水飛沫をキラキラ舞まわせ、色んな意味で詩緒里は輝かがやいている。


（やっぱ凄いなあいつ……）


　と、俺が肩かたを竦すくめた時に事件は起こった。


「げぷっ？　ごぷうっ！」


　不意に響ひびいた奇き妙みような声。振り返れば、遠くプールの反対方向でかへらへが沈ちん没ぼつしかかっていた。──あいつうう、と俺は思う。皆みんなが詩緒里に注目しているこの時、空気を読まないにも程がある。酸素を得ようと水面に突き出されたかへらへの顔は苦く悶もんに歪ゆがんでいた。


（クソッ、学校の授業で溺れるか普ふ通つう！）


　派手な水柱があがった。


「た、たしゅけ……ごぷっ！　足つった……げぽぽっ！」


　体育教師より先に異変に気づいた詩緒里が血相を変えてクロールの進路を変へん更こう。物凄い勢いでかへらへの許もとへ向かうが──


「ぐぽっ！　がぽぴょっ……って、痛っ？」


「黙だまってろ！　こんな時に嚙かむな！」


　俺の方が速い──


　猛然と腕うでを振るって俺は泳ぎ、遺い憾かんにも詩緒里を追い越こしてしまうが、人命に関かかわる事だから許して頂こう。そう、派手な水柱があがったのは俺がダイブし、かへらへ救助に向かったからだ。本気を出せば俺は誰だれよりもパワフルに泳げる。普ふ段だん隠かくしているのは恥はずかしいからだ。小学生の頃に先輩が溺れかけた事があり、次にそうなった時は俺が助けてやれるよう、昔必死で練習した経験の賜たま物ものだなんて言えたものじゃない。


「プハアッ……！」


「大丈夫かっ？」


　俺はかへらへを抱だきあげた。


「……ふひいいい。助かったよぉー。ほんとにありがとぉ、柊一君ーっ」


　やれやれ、お騒がせな頓とん馬ま少女め、と呟つぶやきながらも内心俺はホッとしてかへらへを持ち上げ、ひょいとプールサイドに上げてやるのだった。


「さて、俺もあがるか……って、ん？」


　振ふり返ると水に浸つかったまま詩緒里がジッとこちらを見ていた。その顔は放心したように薔ば薇ら色いろに紅潮し──そうだった。かへらへを助けようと彼女もまた全速力でここへ泳いできていたのだ。感謝の言葉をかけようと思って俺が詩緒里に近づいていくと、


「あなたって凄すごい……」


　ボソッと何か言った。


「悪い。耳に水が入ったらしくてよく聞こえなかった。今近くに行くから」


　軽く耳を叩たたきながら言うと、何故か詩緒里は赤い顔のままキュッと眉まゆ根ねを寄せる。身を沈しずめ、自ら平泳ぎで近づいてきた。彼女は俺の間近で立ち上がると小さな声で、


「あなたって……確かに『まあまあ』『そこそこ』は泳げるみたいじゃないのよ……」


「え？　ああ、今のが噂うわさの火事場の馬ば鹿か力ぢからってヤツらしい」


　詩緒里は面食らったように目を瞬しばたたく。一いつ瞬しゆん悔くやしそうな顔をしたようにも見えたが、深呼吸すると意を決したような表情で、


「……ところで柊一君、こないだの事なんだけれど」


「こないだ？」


　こないだの何だ。かへらへは頻ひん繁ぱんに変な事をするから心当たりがあり過ぎて絞しぼれない。


「愛須さんの事じゃないわよ！　こ、こないだの……そのっ……キキキ、キスの事っ！」


　顔を赤らめ、魂を吐はき出すように言う詩緒里の拳こぶしは小刻みに震ふるえていた。クッ、その件か。散々切り出そうとしていた話だが、いざ持ち出されると流石さすがの俺も緊きん張ちようする。


「なあ詩緒里、あれってさ」


「言わないで！　あ、あれはその……ちょっぴり興奮し過ぎちゃっただけなんだから！」


「だよな！　って、何だ。やっぱそうなのか……」


　詩緒里によれば、あれはせしる先輩をやり込めた事による突とつ発ぱつ的行動だ。スポーツの応おう援えんで贔屓ひいきのチームが勝った際、傍そばの人と見境なく喜びを分かち合うような物だという。勿もち論ろん、頭では俺もそんな風に理解していたが──いや、俺は別に落らく胆たんしている訳じゃない。肩が落ちているのは単に先程の泳ぎで体力を消しよう耗もうしたから。……本当に只ただそれだけだ。


　詩緒里は俺の横を通り過ぎ、一人プールからあがろうとする。耳元でこう言った。


「……いい、柊一君？　あれくらいでわたしを落としたなんて思わないで」


「何？」


　詩緒里はバッと凄い勢いで振り返った。ノーブルフェイスを真っ赤に火照らせ、殆ほとんど泣き出しそうなくらい瞳ひとみを潤うるませて言う。


「デレてないから……っ。わたしは全然デレてなんかないんだから！　何よ。キ……キスさせたくらいで調子に乗らないで！　わたしは完かん璧ぺきで難しい女なのよ。あなたとの恋れん愛あい勝負、わたしはまだ負けた訳じゃないわ！」


　いい？　勝負はこれからよっ、と高こう慢まんげに尖とがった顎あごを反らして涙なみだ目めで宣戦布告する詩緒里。プールからあがると水着のお尻しりの部分を引っ張ってさりげなく直し、何事もなかったかのようにツンと澄ました表情でその場を立ち去った。





　　　　◆　◇　◆





　恋愛勝負──それは俺と詩緒里の間で密ひそかに行われている妙みようなデュエルだ。


　完璧系の誉ほまれ高き詩緒里だが、実は根っからの努力家で、悔しい時にはウサギ跳とびして己おのれを戒いましめるド根性娘むすめである事──そんな秘密を偶ぐう然ぜん知ってしまった俺は、事もあろうに恋愛で勝負を挑いどまれたのである。彼女は半はん端ぱじゃない勝負好きなのだ。


　詩緒里曰いわく、恋愛は好きになった方が負け。俺が彼女にベタ惚ぼれになってしまえば秘密を暴ばく露ろするどころか、逆に守ってくれようとする筈はずで、要はこの勝負に勝つ事で詩緒里は俺を恋こいの奴ど隷れいに落とし、思うが儘ままに操あやつれる秘密の番人に仕立て上げようとしている。勝負は今もって続行中である。


（……って事だよな？　さっきの台詞せりふから判断するに）


　有う耶や無む耶やのうちに終しゆう了りようした訳ではなかったらしい。


　チラッと横に目をやると、隣りん席せきの詩緒里は生き真ま面じ目めに黒板を見つめており、俺の視線には気づかなかった。


　今は五時間目の授業中、科目は現代文だ。四時間目の水泳ではしゃぎ、おまけに昼食後とあって相当数の生徒が舟を漕こいでいるが、優等生の完璧系女子は格が違ちがう。背筋を伸のばし、偶たまにシャープペンで手の甲こうをチクッとやって、意地でも睡すい魔まに負けまいとしていた。


（そう、詩緒里は大の負けず嫌ぎらい）


（だから最近態度がおかしかったのは悔しさの表れ。要はそういう事だよな。やっちまった系のキスで、恋愛勝負で遅おくれをとったと思い込んでるんだろう……）


　プールで浴びせられた勘かん違ちがい気味な台詞を字義通りに解かい釈しやくすればそういう事になる。


　いや、本音を言うと言葉の裏を読みたい気がしなくもないが……。先程のあの必死な顔を思い出すに、字義通りに受け取らなければいけない気もするのだ。彼女の気持ちを尊重したい。だから今はあまり深読みせずに納なつ得とくしておこう。


　授業が終わって帰りのＨＲが始まった。担任教師が一日を締しめ括くくると、皆が三々五々席を立ち、ある者は部活へ、ある者は帰き途とにつこうとする。


「なあ、詩緒里」


　俺はそそくさと生徒会室に向かおうとする詩緒里を呼び止めた。


「……何かしら」


　クルリと振り向き、しかし視線を合わせずに俯うつむいて言う詩緒里。プールでの発言を気にしているのか、少々気まずそうだ。俺はポリッと頰を搔かいて、


「あー、何か気に病やんでるみたいだが、過ぎた事は気にするなよ。こっちは全く気にしてないから安心しろって」


　詩緒里の気持ちを楽にしてあげたくて、照れ臭くさいがフォローの言葉をかけた。


「気にしてない？」意外にも彼女は眉まゆを寄せてぱっちりと目を瞠みはる。「柊一君……。あなたは全く気にしてないというの？」


　何だ何だ。俺はかける言葉を間違ったのか、と俺は沈ちん思し黙もつ考こう。そしてこちらが何も言わない事で、逆に詩緒里は変な想像を搔き立てられたらしい。


　そんな……と呻うめくように言い、艶つやめくリップに指を当てて吐と息いきじみた声で囁ささやいた。


「……気にしてほしいわ……」


「え？」迂う闊かつにも聞き逃のがした。「何だって？」


「な、何でもないわっ。本当、あなたって天性のＳの才能があるわね。何よ！　それでいて小まめに優やさしくしてくれるものだから堪たまらないわ……。飴あめと鞭むちのつもりでしょう？　わたしを変な道に目覚めさせようとしないで頂戴！」


「……飴!?　鞭!?」


　凄い事を言われた。


「……お気き遣づかいありがとうっ！」


　クルリと踵きびすを返す詩緒里。華きや奢しやな肩を高く張り、ぷりぷりしながら教室を出ていく背中を見送りつつ俺は思う。アイツ、何かこういうところあるよな……。


　とは言え、最後の台詞から察するに俺の気持ちは多少伝わったようだから、ひとまず今日はこんなものだろう。





　　　　２




　詩緒里が去った後、俺が教室を出ると、廊ろう下かの壁かべ際ぎわにせしる先せん輩ぱいが立っていた。


　今は衣ころも替がえ移行期間なので夏服と冬服の者が入り乱れているが、先輩はまだ冬服だ。理由は単に黒い色が好きだから。


「ウフフッ、待ちかねたよ柊一君！　ようやく逢おう瀬せの時が来たね！」


　目が合った途と端たん、弾はじけんばかりの笑え顔がおを浮うかべて駆かけ寄ってくる黒くろ髪かみロングの清純美少女。そのアタックを素す早ばやく回かい避ひし、俺は足早に昇しよう降こう口ぐちへ向かう。


「むむっ、柊一君？」躱かわされたせしる先輩はエメラルド色の双そう眸ぼうを瞬き、「何だね。そんなにつれない素そ振ぶりをして……」


「別に。只帰ろうとしてるだけですよ」俺は待たずに歩き続ける。


　先輩がこうして待ち伏ぶせしていた場合、大たい抵てい何か奇き矯きような事を企たくらんでいる。だから普ふ段だんなら監かん視しを兼かねて共にハーレム団の部室に向かうところなのだが、今日はそれをしたくなかった。理由は──


　いや、先輩程の頭脳の持ち主ならそれくらい洞どう察さつできる筈だ。俺が軽く一いち瞥べつすると、


「ああ成程！　そのクールな眼まな差ざし。焦じらしプレイを仕し掛かけるつもりなのだね？」


　ズルッ。


「見当違いの洞察しないで下さい！」


「ふんふん、焦らされるのは嫌きらいではない。とは言え、今日は楽しい趣しゆ向こうを用意しているんだ。君とわたしの放課後の全すべては悦えつ楽らくの為ためにある筈だぞ？　その為のハーレム団、その為の愛の城じゃないか。胸ワクワクの課外授業を組んず解ほぐれつ楽しもうよ！」


「何アホな事を言ってんですか……。俺は今日はハーレム団に顔を出しませんよ」


「エッ？　な、何な故ぜだい？」少し狼ろう狽ばいするせしる先輩。


「何故だね、じゃありませんよ。ったく、胸に手を当てて思い出して下さい。昨日自分がやらかした痴ち態たいを……」


　そう、まさしくそれは予想の斜ななめ上をいく変態行こう為いだったのだ。


　時は昨日の放課後──


　俺がハーレム団に顔を出すと、セクシービスチェに着替えた先輩が待ち構えていた。俺に両手両足を縛しばらせて鉄箱に入り、蓋ふたを閉めて三十秒後、彼女は煙けむりのように消失……そこまでは良いのだが、再登場しなかったのである。


　いくら捜さがしても見つからないので俺は仕方無く帰宅し、ところが家にも戻もどっていない。


（クソッ！　携けい帯たいも通じないぞ。警察に連れん絡らくした方がいいのか……？）


　拳を握にぎって壁を睨にらむ俺。何か変な事に巻き込まれたのかもしれない。玄げん関かんから物音が聞こえたのは、まさに俺が警察に電話しようとした瞬しゆん間かんだった。


「せしる先輩っ？」


　慌あわてて居間から玄関に走ると、意外にもそれは宅配便の業者だ。歯は嚙がみする俺の前で男二人が巨きよ大だいな段ボールを抱かかえ、えっちらおっちら、フローリングの床ゆかにドスンと置く。


　貼はり付けられた伝票には妙な事が書き付けてあった。


「品名『人形』……？」俺は目を眇すがめて、「そんなの頼たのんだ覚えないんですが」


「でも、ここの住所が書いてますし」


　業者に絡からんでも仕方無い。捺なつ印いんすると彼らは風のように去っていった。


「ったく、こんな事をしてる場合じゃないってのに……」


　だが返品前に中身は確かく認にんしておくべきだろう。箱からすると相当大きな人形だ。玄関脇わきで段ボールを開けて緩かん衝しよう材ざいを素早く毟むしっていくと──


「……あ？」


　意外な人形が入っていた。


　大きさは──等身大だ。


「て言うか……」


　せしる先輩だった。


　俺は息を吐はいて眉み間けんをグリグリ揉もみほぐした。


　先輩の格好は部室にいた時と同じ黒いビスチェだ。両手両足に手て錠じようをかけられ、ご丁てい寧ねいに目め隠かくしもされている──って、それは俺が施ほどこした物ではあるのだが、しかしどうやって縛られたまま箱の中に？　と言うか、いかなる方法で部室から脱だつ出しゆつしたのか……？


「って、そういう問題じゃないだろ、俺っ」


　せしる先輩はピクリとも動かず、未いまだ箱の中に膝ひざを曲げて横たわったままだ。とにかくこの奇矯な行為の目的が知りたい。


　ふと可愛かわいい柄がらの封ふう筒とうが入っている事に気づいた。宛あて先さきにはこう書かれている。


『我が妻、柊一君へ』


　破り捨てたかったが、俺は自重して手紙を読んだ。


『いつも溢あふれんばかりの愛情を注いでくれてありがとう。感謝の気持ちを込こめて、君にお人形さんをプレゼントしたい。どうだね、等身大で迫はく力りよくがあるだろう？　これは意思をもたない人形だから何をしても良いんだゾ！　たっぷり弄もてあそんで楽しんでくれたまえ！』


　俺は紙をグシャグシャッと丸めて部屋の隅すみに捨てた。


「……変態っ」


　その言葉は淀よどみなく口を衝ついて出た。


「変態！　せしる先輩の変態っ！」


　それ以外表現しようがない──が、箱内に横たわる先輩はあくまでも無言のまま、厚かましく等身大の人形を装よそおっているのだ。


　と、不意にせしる先輩は狙ねらい澄すましたようなタイミングで、


「ワタシハ、オ人形サンダヨ」


　棒読みでそう言った。


「……あのー、今何て？」


「ワタシハ、愛ノオ人形サンダヨ……。プリーズ！　オ人形サンゴッコ！」


「プリーズと言われても！」


　笑うところなのか何なのか判断が難しい。


　とは言え、俺は納得する。つまり先輩は人形を装い、俺を変態の道に誘さそっているのだ。ビスクドールとそれに執しゆう着ちやくを抱いだく愛好家みたいな、所謂いわゆるシチュエーションプレイというやつで、確かにこれが人形なら造形師は稀き代だいの天才だが……。


　恐おそろしいくらい整った美び貌ぼうに、絹糸のように長い黒髪、透とう明めい感かん溢あふれる白い肌はだをした清純可か憐れんな乙女おとめ。それにしてはプロポーションは随ずい分ぶん挑ちよう発はつ的てきだ。腰こしは折れそうなくらい細いのに胸はふくよかで生気充じゆう実じつ。収しゆう穫かくの機会を逃のがすと熟うれて弾け飛びそうな──そんな豊かな果実と涼すずしげな美貌のギャップは否いや応おうなく男心を揺ゆさぶる。


（……お人形さん……）


「ふあぅっ──」


　不意に先輩が切なげな声をあげ、ハッと我に返った。……何をしているんだ俺は？


　いつの間にか人形のスキンに指を這はわせていたらしい。危険だ。胸の奥が激しくモヤモヤしているのは単にこの『人形』が魅み力りよく的だからだけじゃない。




[image: ]


（俺の為……）


　そう、その為にここまでしてくれる気持ちを考えると、何故か平静でいられないのだ。きっと俺を驚おどろかせようと思い、凝こりに凝ったプランを立てたのだろう。『密閉された鉄箱から脱出し、贈おくり物として俺の許もとに届く』。……阿あ呆ほうだ。まさしく才能の無む駄だ使いだ。そして思わず笑ってしまうような言語道断の変態行為ではあるのだが、俺を楽しませようとしてくれているのは確かな訳で──


　仕方無い。


「それじゃお人形さん、俺は二階で宿題やってますから」


「え？」


　意外な発言だったらしく、せしる先輩はお人形さんではなく素の声だった。


「飽あきるまで、好きなだけそうしてて良いですよ」


「それは……放置という事かね？」


「ですね。或あるいは無視と言うか。耐たえ切れなくなったら大声で呼んで下さい。手錠を外して、食べる物でも作ってあげますよ」


「む、むううっ！　そんな甘美な誘ゆう惑わくにわたしが屈くつするとでも思うのかね……っ？」


「さあどうでしょう。とは言え、あー、二人で食べる夕飯は一人で食べるよりずっと旨うまいだろうなあ」


　その場に先輩を放置して二階へ移動した。うちは両親不在だから助ける者はいない。


　結局先輩は五分もしないうちに降参し、俺は縛いましめを解く事になる。俺は夕食を作り、ホクホク笑顔の先輩は幸せそうに料理に舌した鼓つづみを打ったのだった。





　──とまあ、そこまでが昨日起こった変態事件の回想で。


「なあ、待ってくれないか、柊一君」


「だから待たないって言ってるでしょう」


　今の俺はせしる先輩に追われつつ、足早に校門へ歩いているところだ。


　玖百合学園高等学校──校門へ続く道脇わきに植えられているのは手入れの行き届いた沢たく山さんの桜。とっくに花は散ったが、瑞みず々みずしい緑の葉を重ね合わせ、降り注ぐ陽光を気持ち良い濃のう度どに希き釈しやくしてくれている。


「今日の趣向は本当に凄すごいんだよ柊一君！　騙だまされたと思って部室に来てくれないか？」


「ったく、粘ねばりますね先輩も……。一体どんな趣向なんです？」


「お代官様ごっこ！」


「はいぃ？」


　せしる先せん輩ぱいは嬉うれしそうに両手を広げ、妙みような雰ふん囲い気きを醸かもし出しつつ語り出した。


「ああっ、お代官様！　どうかお許し下さいませ！　ぐふふ、良いではないか良いではないか──という伝説のあれだよ！　徐おもむろに着物の帯を引っ張ってだね、あーれー！　クルクルクルクル……お代官様ご無体なぁ！　とまあ、どうだね柊一君、途と轍てつもなくムラムラしてきただろう？　今日はハーレム団の全員が着物姿で待っているのだ。皆みんなが回りながら脱ぬがされるのを心待ちにしている。悪代官の気分にたっぷり浸ひたらせてあげるぞ！」


　ア、アホだ。


「……じゃ俺、帰りますんで」


「柊一君っ？」


　歩くペースを早める俺──せしる先輩の変態行為は日々進化しているから何ど処こかで突つき放しておかねば。俺は自他共に認めるマイペースな人間だが、別に木石ではないのだ。


　益やく体たいも無い事をギャースカ言い合いながら、校門をくぐる俺とせしる先輩。


　と、そこで意外な人に声をかけられた。


「やあ、二人とも相変わらず仲が良さそうだな」


　校門を出てすぐの煉れん瓦がの壁を背にスーツ姿の男が立っていた。俺は思わず目を瞠みはり、


「糸いと川かわさん？　何でこんな所に」


「久しぶりだね、柊一君」


　気さくな笑え顔がおで俺に手を掲かかげたのは糸川斑まだら──


　警視庁捜そう査さ第九課の刑けい事じである。


　二十代後半、髪かみが中ちゆう途と半はん端ぱに長く、刑事には見えないルックスだが、一応キャリアだ。


　キャリアとはよくＴＶドラマに登場する例のあれで──要は幹部候補として警察入りする者の事らしい。本来はハイスピードでの昇しよう進しんが約束されている。


　ところが糸川氏はかつて奇き妙みようにして奇き怪かいな、とある事件に巻き込まれた。その事後処理の為ために左さ遷せんされ、今は警視庁捜査第九課──特異技術犯罪係という公おおやけには存在しない肩かた書がきで、色んな面めん倒どう事に携たずさわっている。出世街道を逸それに逸れまくっている状態だ。


　そんな訳ありの刑事と俺が何な故ぜ親しげに口を利きいているのかといえば、これはもう単純に昔から付き合いがあるからで、糸川斑はせしる先輩の父の親友──手土産みやげ片手に涼すず風かぜ家を訪おとずれてはよく先輩に助言を貰もらっている。だから俺とも自然に仲良くなったのだ。


「やばい事件でも起こったんですか？」俺は訊きいた。


「そう。だから是ぜ非ひとも天才少女のアドバイスを貰いたくてね」


「うむむ、またかね」せしる先輩は渋じゆう面めんだ。「正直今のわたしはお代官様ごっこの件で頭がいっぱいなのだが」


「……お代官様ごっこ？」


「何でもないっす！」俺は素早く話題を逸らし、そういえば今年になってからは初めてだと思う。


　去年もせしる先輩は糸川氏の要よう請せいで幾いくつかの事件を解決していた。


《特異技術犯罪》──特とく殊しゆテクノロジーの関かん与よが予想される、まともじゃない事件だ。


　せしる先輩は俺の前では一いつ介かいの変態美少女だが、天才でもある。生まれつき中ちゆう枢すう神経系が異常に発達していたらしい。高度神経系特質者──通つう称しようエイリアンブレイン。彼女の瞳ひとみが神秘的なエメラルド色で、変態である事もそれに由来する。エイリアンブレインは全員変態なのだ。だから彼女は悪くない……と擁よう護ごする気は別に無いが。


　ともあれ、先天的な神経系特質者は天から贈り物を授けられたという意味で《ギフテッド》と呼ばれる事が多く、それに対して《エイリアンブレイン》は贈り物を与あたえる側だとされる。異星から新技術をもたらすように未知の技術を創造する者として認知されているのだ。


　九歳の時に先輩は世界最さい高こう峰ほうの民間シンクタンクＩＩＰＳにスカウトされ、以後様々な技術を開発していた。この辺り、科学に興味の無い俺はいつも聞き流しているが、聞く人が聞けばそれは最高峰の科学的叡えい智ち。プロパーの者には垂すい涎ぜん物らしい。研究途と中ちゆうのエイリアンブレインテクノロジーが強ごう奪だつされ、半はん端ぱな状態で悪用される事も多いと聞く。そういったもの全ぜん般ぱんが糸川氏の担当する事件であり、通称《特異技術犯罪》なのだ。


「話だけでも聞いてくれないかな？」


　片手で拝むような仕草をする糸川氏。勝負に勝った力士が手刀を切っているようだ。


「なっ？　頼たのむよ」


「うむむ……糸川刑事、今のわたしの本分は高校生活を満まん喫きつする事なんだぞ。恋こいと青春。尽つくすべき務めはそれなのだが、君は解わかってくれているのかい？」


　せしる先輩は黒くろ髪かみに指を絡からめてグズグズと渋しぶっている。この件に関かかわると自分が異い端たんの存在だと思わされるからだろう。──そんな事ないのに、と俺は思う。


「ったく、こういうのも立派な青春でしょうが……」俺はボリボリ頭を搔かいて言う。


「柊一君？」


「誰だれかが困ってるなら助けてあげれば良いじゃないですか。ボランティア活動とか学校でも奨しよう励れいしてますし。既き存そんの青春のイメージに拘こだわる事はないと思いますよ」


　むしろ学校側が望む青春行こう為いとはそういったものじゃないのか──的な、それはかなり無理矢理な励はげましだったが、せしる先輩の顔は意外にもパアアッと綻ほころぶのだった。


「うむ、そうだな！　言われてみれば確かにこれも青春だ。ウフフッ。だって人助けは若者の特権だもの！　もともとわたしはそういう美しい行為が好きなのさ。青春万ばん歳ざい！」


　この人は俺の言葉で割とあっさり納なつ得とくしがちだ。


「けっこう。で、糸川刑事。どんな事件が起こったというのだね？」


「ありがたい。実は近くに車を停とめてある」


　俺達は糸川氏の後について歩き始めた──非日常系青春イベント、ここに開始だ。





「さて、何から説明したものか」


　駅の傍そばに停めてあったセダンの後部座席に俺とせしる先輩はいた。糸川氏は運転席で煙草たばこの箱を弄もてあそんでいる──当初の予定では周辺をドライブしながら話す予定だったようだが、エンジンをかけようとした途と端たん、せしる先輩が「運転しなくてけっこう。だって柊一君と一いつ緒しよに電車で帰りたいからね！」と空気を読まずにのたまった為、停まった車の中で話すという締しまらない状じよう況きようになったのだ……。


　さておき、肝かん心じんの用件。


　脱だつ獄ごくがあった──それがあまりに異常な手口なので、Ｔ特別拘こう置ち所しよは現在大おお騒さわぎになっている、と糸川氏は言った。


「ふんふん、それは大変だね。一体誰が難なん攻こう不ふ落らくのあそこから脱獄に成功したんだい？」


「フィーバーフュー博士だ。《エイリアンブレインの弟で子し》と呼ばれる男なのだが……」


　すると突とつ然ぜんせしる先輩は元気良く言った。


「成なる程ほど！　それで謎なぞは解けたぞっ。事件はもうお終しまいだ！」


　──凄すさまじいばかりの沈ちん黙もくが立ちこめた。


　糸川氏は顎あごが外れそうな程あんぐりと口を開け、


「……え……？」


「ふんふん、心配しなくてもこの件は可か及きゆう的てき速すみやかに収しゆう斂れんする！　しかも君達が何の関与もする必要は無いとくるから重ちよう畳じようだ。黙だまって待っていればよろしい！　事件は自発的かつ自動的に解決するから、彼の事は何もせずに放ほうっておきたまえ！」


「……え……？」


「逆に手を出すと危険な事になる可能性が高いのだよ」


　危険──つまりはわたしの言う通りに放っておくのがベターなのだ、とせしる先輩は念を押すが、糸川氏はまだ啞あ然ぜんとしており、俺が突っ込まなければ話が進まないようだ。


「や、ちょっとせしる先輩。謎解きするにはタイミングが早過ぎますよ。まだ謎自体が提示されてません！」


　と言うか、どういう事件なのかも説明されていない。


「え？　どういう事件って、きみ。博士が消えたんだろう？　違ちがうのかい？」


　不思議そうに目を瞬しばたたくせしる先輩。悪気が無いのが逆に腹立たしい。


　仕方無く俺は糸川氏から詳くわしい話を訊きだした。それによるとこうだ──。


　六月一日。つまり昨日の事だが、収しゆう監かんされている園その村むら・纏苅マトリカリア・フィーバーフュー博士が房ぼうから姿を消した。朝いつものように点検に来た看守が博士の失しつ踪そうに気づいた。


　奇妙なのは脱獄した痕こん跡せきが無い事だ。博士がいた独どく房ぼうは窓のない密室で周囲の鉄てつ壁かべは厚さが一メートル以上あるのだが、そこには傷一つ無い。


　博士は《エイリアンブレインの弟子》の異名通り彼らの一人に師事した事もある。何か特異な技術を使ったのでは？　看守達は第一にそれを疑ったが、壁に短時間で穴を開け、外に出てから元に戻もどすようなテクノロジーは現状存在しない。とは言え、博士は事実として失踪した。


　どうやって外に出たのか、何の為に外に出たのか？


　謎だ──。


　と、俺に説明しているうちに糸川氏も普ふ段だんのペースを取り戻したらしい。そうか、この件は自発的かつ自動的に解決するのか、と低い声で呟つぶやき、神しん妙みような顔で先輩に訊たずねる。


「つまりそれは……フィーバーフュー博士が自ら拘置所に戻ってくるという事だな？　何もせずに待っていれば良いというのは、つまりはそういう意味なんだな？」


「うむ、その通りだ。彼が再び独房に戻るまで、正味二週間というところだろう」


「二週間？」目を丸くする糸川氏。


「二週間だ」


　せしる先輩は確信ありげにそう繰くり返すのだった。





　それから五分後。


　脱獄事件が二週間以内に解決すると予言された糸川氏は既すでに車で走り去った。残された俺と先輩は駅へ歩き出す事もなく、ぼんやりと立っている。


　否いな、ぼんやりしているのは俺だけか。あまりにも先程の話が意味不明だったからだ。


（先輩は心配要いらないと言っていたが……）


「気になるかい、柊一君？」不意に先輩が言う。


「気になると言うか、突とつ拍ぴよう子しも無い話だったな、と」


「そうだね」


　と、先輩は華きや奢しやな肩かたを不意に落とした。シュンと気落ちした顔になり、


「確かにこれは一介の高校生が瞬しゆん時じに見通すような事ではない。君の言う通り突拍子も無い話だ。こんな事にかかずらっていては、わたしは普通の女の子らしい恋と青春の学園ラブコメ生活からますます遠ざかってしまう……」


　何だ、まだ気にしていたのか、と俺は思う。仕方無くフォローを入れようとすると、


「このままではわたしと柊一君の愛と官能の物語が──ああ！　ああっ！」


「こらこら」


「ああ！　そんな、いけない！　こんな所で！　ああん！」


「こらこらこらこら！」


　何か勝手な事を言って一人悶もだえ始めたので放置する事に。


　とりあえず駅に向かう。何気なく辺りを見回すと、歩道の向こうから友人の吉村が歩いてくるのが見えた。


　スポーツマン風の爽さわやか系男子である吉村は輝かがやくような白い歯を光らせ、


「よう柊一！　お前も相変わらずマイペースな奴やつだな！」


　片手を上げて微笑ほほえみかける。──俺の何が相変わらずなのか？


「いくらせしる先せん輩ぱいがお前の嫁よめだからって往来でエロい事しまくってんじゃねえよ。そんなに見せ付けられたら、こっちまでムラッときちゃうだろうが」


「……お前、頭大だい丈じよう夫ぶか？」


　外見こそ爽やかだが、吉村の脳内は割と破は綻たんしている。


　ともあれ、闖ちん入にゆう者が現れた事でせしる先輩は一歩下がった。常に飛ばしに飛ばしているイメージがあるが、普段の先輩は実は意外と大人しい。先輩が百パーセントの自分を見せるのは俺やハーレム団メンバーの前だけである。


　俺と先輩と吉村は駅に向かって歩き始めた。


「ところで柊一、今日のあれって凄すごくなかった？」吉村が何気なく言う。


「凄かったって何が？」


「またまた。キョトンとした顔で惚とぼけなさんなよ。最高だったじゃん！」


「今日ってそんなに最高な事あったっけ？」


「あったよ、ホラ。水泳の授業っ！」


　それか、と俺は思った。


「良かったよな、女子達の水着姿！　やっぱ水泳最高だよ！　て言うか、むしろスク水が最高？　みたいな。ああもう、水着ギャルって何であんなに可愛かわいいんだろう……」


　感激を思い出すように熱っぽく語る吉村。俺は肩を竦すくめてやり過ごそうとしたが、


「なあ、柊一」


「どうした？　突然真ま面じ目めな顔して」


「詩緒里様の水着姿なんだけど……ぶっちゃけ凄くなかった？」


　一瞬ドキッ──吉村の言葉で思い浮うかべてしまう。濃のう紺こんのスクール水着に包まれた透すき通るように白い躰からだと曲線美。はち切れそうだった豊かな胸。


「確かに凄かった」


　と、気づけばボソッと呟いていた。その瞬間ピクンと先輩の肩が釣つり上げた川魚のように跳はねて（ちいっ！）俺は舌打ちしかけるが、しかし吉村はお構いなしに続ける。


「だよな。マジでやばかったよな！　詩緒里様の悩のう殺さつボディ！」


　あれが水泳の授業の度たびに見られるんだから俺達Ｂ組の男子は幸せ者だよっ、と小こ躍おどりしながら語る吉村。とても幸せそうだ。言っている内容はあれだが、顔と口調がさっぱりしている所せ為いで可愛げすら漂ただようという──爽やか系男子の面めん目もく躍やく如じよである。


　そして俺はと言えば、さっきのは失言だった、と歯は嚙がみして歩いていた。横顔に曰いわくありげな視線を感じるのだ──口に出しては何も言わないが、隣となりを歩くせしる先輩がじっとこちらを見ている。駅に到とう着ちやくし、吉村が反対側のホームへと去るまでそれは続いた。


　俺は先輩に向き直った。


「ったく、何なんですか。俺の頰ほおには飯めし粒つぶなんか付いてませんよ。言いたい事があるならはっきり言ったらどうです？」


「……ふんふん、言っても良いのかい？」長い黒髪に指を絡めて言う先輩。


「遠えん慮りよは結構」


「それは重畳」チラッと上うわ目め遣づかいで俺を見て、「それでは言わせてもらうよ」


　そして先輩は突とつ如じよ予想もしない爆ばく弾だん発言をするのだった。あのね、柊一君──


「わたしは今、ノーブラだよ！」


　俺は駅構内で転んだ。


「あ、あいたたた。……何をいきなり変態発言かましてるんですか、せしる先輩！」


「更さらにノーパンでもある」


　より衝しよう撃げき的な発言をされた。


「……ノ、ノーブラでノーパン……だと？」


　ハードルが上がり過ぎて転ぶどころではない──それ程の防ぼう御ぎよ値ちゼロ状態だ。


　要するに今の彼女に不測の事態があった際、俺は男として責任を取る必要が……結けつ婚こんか？　やはり結婚なのかっ？　なんて焦あせり過ぎて意味不明な事を考えてしまうが、しかし冷静に考えるとこれは些いささか解せない発言。


　そもそも放課後の今になって何な故ぜそれを言い出す？　下着ゼロは極きわめてリスキーな状態なのだから、やるならもっと早めにアピールしてきても良さそうだが──


「って、ちょっとぉ!?」


　俺が思わず叫さけんだのは先輩がスカートの端はしを両手で摘つまんでめくろうとしていたからだ。頰を紅潮させて俯うつむきがちに──しかし大だい胆たん極まりない行こう為いをしようとしている。


「やめて下さいよせしる先輩っ！　何考えてるんですか!?」鼓こ動どうが更に速くなる。


「ウフフッ……」


「や、マジでやめて下さい！　何なんですか本当に！　あ、詩緒里の水着姿を褒ほめたからヤキモチ焼いてるとか……？　あ、あっ、駄だ目めだっ。それ以上めくるのは……よせ！　やめろ！　俺以外の誰だれにも見せるなああっ！」


　飛び掛かかろうとしたその刹せつ那な、せしる先輩は摘んだスカートを持ち上げ──


　ピラッ。


「ああああー！」


　……と思いきや、ギリギリで見えなかった。先輩はスカートを摘んで貴婦人のようにお辞じ儀ぎする。ふわりっ。一見淑しゆく女じよの嗜たしなみ風の上品な礼だが、それはもう少しで見えてしまいそうな正直ギリギリのギリギリで……おかげで俺も歯は軋ぎしりギリギリ状態だ。


　ともあれ彼女の気は済んだらしい。


「ウフフッ、柊一君。本当に穿はいてないと思ったかい？」


「ど、どういう事です？」実際は穿いているのか？


「まあ聞きたまえ。シュレディンガーの猫ねこという言葉がある。これはネコ耳を付けた萌もえ系美少女の事なのだが、それと似た概がい念ねんにシュレディンガーのパンツという言葉もあってだね。これはスカートの下にパンツを穿いている確率が五十パーセント、穿いてない確率が五十パーセントという思考実験なのだよ。スカートをめくってみなければ穿いているのかノーパンなのか解わからない。拡散状態だ。めくった瞬間に波動関数が収しゆう斂れんする」


「……や、何を言っているのか全く解りません」


　色んな意味で。


「ウフフッ、つまり穿いているかいないかはその人次し第だいという事さ」


「その人次第ぃ……？」


　だから実際のところどうなんだと変態先輩を問い詰つめたいが、


「なんてね。そんな風に考えると楽しくないか、柊一君？」


　テヘッ、と先輩は悪戯いたずらっぽくピンク色の舌を出す。


　……何故だろう。変態のくせに可愛いなんて思ってしまった。


「ふふ。まあお代官様ごっこの件はもういいさ」不意にそう言うせしる先輩。


「いいんですか？」


　語っているうちに飽あきたのか？　無論違ちがう。先輩は双そう眸ぼうをキラーンと輝かせて、


「だって今のわたしは、それより遥はるかに面おも白しろい事を思いついてしまったんだからね！」


「えええっ……？」


　次から次へと飛び出す不ふ穏おん発言に眉まゆを顰ひそめる俺。流石さすがは天才、今日はインスピレーションが湧わきまくっているらしい。だがこの天才の思いつきは大たい概がいろくでもない事なのだ。


「柊一君は気にしなくても大丈夫。どーんと構えて先の展開を楽しみにしていたまえ。高校生活といえば水泳！　青春といえば水着！　要はそういう事だよ」


「や、そういう事ってどういう事ですかっ？」


「わたしだって脱ぬいだら凄いという事さ。水着比べは望むところなのだよ！」


　……例によって意図の汲くめない発言で俺を煙けむに巻くせしる先輩。一いつ緒しよに泳ぎたいという意味か？　でも俺はＢ組で先輩はＡ組だから、体育の授業はいつも別々なのだが。


　その考えがいかに常識的な物であったか、後に俺は思い知らされる──
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「ちょっと、柊一君っ！」


　俺の机にバシンッと両手を突ついて詩緒里が言ったのは翌日の昼休みだった。


　ここは一年Ｂ組の教室、今は食後の丁度眠ねむくなる心ここ地ち良い時間帯である。


「一体どうしたんだ？」俺はあくび混じりに訊きいた。


「あなた、何か知っているかしら？　今たまたまＣ組の前を通ったら凄い騒さわぎになっていたのだけれどっ」


「Ｃ組？」俺は目を瞬しばたたき、「Ｃ組がどうしたんだよ？」


「夥おびただしい人数が集まってお喋しやべりをしていたの。輪になって、きゃあきゃあきゃあきゃあ盛り上がっちゃって……。ちょっと普通じゃない雰ふん囲い気きだったわ！」


　水谷詩緒里は完かん璧ぺき系の二つ名が示すように真面目な人だ。俺は僅わずかに肩を竦め、


「別に良いだろ。昼休みなんだから多少騒ぐくらい大目に見てやれよ。大体、他ほかのクラスの事をどうして俺に訊くんだ？　頭を冷やせって」


「で、でも……。輪の中心に涼風さんがいたんだもの」


「マジか!?」


　一気に頭が熱くなった。


「せしる先輩は何の話をしてたっ？」


　先せん輩ぱいの所属は一年Ａ組だ。わざわざＣ組に遠えん征せいして一いつ般ぱん生徒に妙みような煽せん動どうでも──。


「えっと、何の話だったかしら。騒ぎでよく聞き取れなかったけれど……お菓か子しの話？」


　頭が冷えた。


　詩緒里は桜おう桃とうの唇くちびるに指をあてがい、小首を傾かしげてこう続ける。


「プリンがどうとか、ええ、そんな事を言っていたわ。でもそれであんなに盛り上がるなんて変よ。何か卑ひ猥わいな……エッチなお菓子のレシピでも教えていたんじゃないかしら？」


「や、それは無い」


　て言うか、どんなお菓子なのだそれは。


「そ、そうよねっ！　わたしったら何を言っているのかしら……。もぉっ、柊一君ったら！　エ、エッチな事をわざと女の子の口から言わせないでくれるっ？」


「お前が自分で言ったんだろ！」


　それにしても……うーむ、プリンか。微び妙みように気にならなくもない。


「とりあえず行ってみるか。情報サンキュー、詩緒里っ！」


　俺は席を立つとＣ組に向かった。


　ところが些かタイミングが遅おそく──俺が廊ろう下かに出た直後、Ｃ組方向からせしる先輩が歩いてくるところだった。


「やあ柊一君、そんなに急いで何ど処こに行くんだい？　まさかわたしと駆かけ落ちしたくなって、居ても立ってもいられなくなったとか？」


　うむうむ、それは実に良い事だぞっ！　と、もぎたて果実の唇を綻ほころばせる先輩を前に俺はガクッと脱だつ力りよくする。何しに来たのか一瞬忘れかけた。


「……や、何だかせしる先輩がＣ組でやらかしてる的な話を聞いたもんで。その調子だと何事も無かったようですがね」


　俺はせしる先輩に何をしていたのか訊いてみた。


「ウフフッ、お菓子の作り方を教えていたんだ」


「何だ。まともじゃないですか」


　先輩はこう見えて実は料理上手だ。発明が得意な人だから当然かもしれないが、よく色んな物を作っては俺に食べさせ、稀まれに度ど肝ぎもを抜ぬくような驚おどろきを与あたえてくれる。


　そう、以前俺が何気なくプリンが好きだと言った時には常じよう軌きを逸いつした騒ぎに──


「あ、ところで柊一君！」不意にせしる先輩がお茶目に人差し指を立てて、「今日の放課後はハーレム団に乱れに来てくれるのかい？」


「乱れに!?　いや、どうでしょう。まだ決めちゃいませんが」


「ふんふん、そうか。実はだね……わたしの考えが正しければ、今日は部室にとても興味深い事象が出しゆつ来たいする筈はずなのだ。だから是ぜ非ひとも見届けてほしい。ウフフッ、お代官様ごっこは諦あきらめたから心配無用さ。詳くわしい事は秘密だが、とにかく来てほしい」


　期待していてくれたまえ！　と細ほそ腰ごしに手を当てて得意げに言うせしる先輩。また何か良からぬ事を考えているらしい。或あるいはこれは昨日から続く悪だくみの一いつ環かんか──？


　いずれにしても今日は部室の監かん視しを怠おこたる訳にはいかないだろう。
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　さて、奇き妙みような事が起こると先輩が予告したその日の放課後──ハーレム団の部室にはいつもの面子メンツが集まっていた。俺と先輩とかへらへとみつけちゃんの四名である。


　今はちょっとした会話ゲームをしているところだ。


「泳ぐ為ために着る！」


　と、かへらへが挙手して言う。


「プールとか海とか、おっきい湯船とかでー！」


「加工して、自作の衣装を作ります」と言ったのはみつけちゃん「コスプレ用です」


「商品として、店で売る」と俺。


「にゅーむ。他ほかには何があるかなー」


「大体それくらいじゃないか？　他に使い道と言われても……」


　俺達はハーレム団の本ほん拠きよ地ち、通つう称しよう『愛の城』でいつものように駄だ弁べっていた。


　愛の城と言いつつも、ぱっと見は普ふ通つうだ。窓まど際ぎわに机を向かい合わせに並べ、その上には各自持ち寄ったお菓子が沢たく山さん。そしてこんな風に放課後のティータイムを楽しみつつ、俺達はいつも駄弁ったり変なゲームをして暇ひまを潰つぶしているのだ。


　せしる先輩の言によれば、今日は何かが起こるという話だったが、別段そんな気配もなく──要はまんまと策略に引っ掛かったという事だろう。構わない。まったりするのは嫌きらいではないし、美お味いしいお菓子も食べられるから、素す直なおに遊ぶ事にする。


　今日やっているのはちょっとした発想ゲームだ。創造性を計る為にアメリカで考案されたものらしい。変態で天才の先輩はどうでもいい事を本当によく知っている。


　例えばこんな風に遊ぶ──。








　思いついた使い道を挙げよう。


　お題は「マフラー」。





　そして順番に発言していくのだ。


「首に巻いて寒さを防ぐ」「お洒しや落れするのに使う」「擦こすって静電気を発生させる」「ふかふかして感かん触しよくを楽しむ」「カップル巻きしてイチャつく」「そういうカップルを絞しめ殺す」「他にはえーっと」……答えに詰まったらその人の負け。


　ちなみに俺達が今トライしているのはこんな問題だ。





　思いついた使い道を挙げよう。


　お題は「水着」。





　とまあそういう訳で、俺達はお菓子をぱくつきながら、先さき程ほどから水着の用よう途とについて『泳ぐ為に着る』だの『自作の衣装を作る』だの喧けん々けん囂ごう々ごう言い合っていたのだった。


「ほぐっほぐっ……他にはちょっと無さそうだねー」かへらへがケーキを頰ほお張ばって言う。


「ボクもそう思います」とみつけちゃん。


「だな。せしる先輩、他に何か水着の使い道を思いつきますか？」


「え？　まだまだ沢山あると思うが」


「……沢山？」


　着たり売ったりする他に何があるんだと思いつつ俺は先輩に訊いてみる。


「ふんふん、例えばだね……。男に女の水着を着せて倒とう錯さく感を演出する。見せたい箇か所しよをハサミでくり抜いて破は廉れん恥ち衣装を作る。変態をおびき寄せるエサとしてトラップに使う。パンチする前に手に巻いて拳こぶしを痛めないようにする。怪け我がした時に包帯の代わりにする。店の暖簾のれんにする。犬に着せてコンテストに出す。部活を作る時の口実──水着部とか。マスクの代わりに口に付けて花か粉ふん症しよう対策。畑のカカシに着せてカラスを驚かせる。新しん撰せん組ぐみごっこをする時の錦にしきの御み旗はた。バンジージャンプする前にマントのように纏まとう。予あらかじめ口に頰張っておき、チャンスを見計らってペッと物もの凄すごい勢いで吐はき出し、ラスボスを倒たおす！」


　……自由だ。


　どうしようもない変態発言が多々混じっていた気がするが、それを差し引いても発想が自由奔ほん放ぽう──ＩＱだけでは計測できない発明者の資質を垣かい間ま見た気がする。


　さておき、先輩の発言で場の一同が啞あ然ぜんとし、小休止がもたらされた。


「でも、水着ってあれですよね……」


　不意にみつけちゃんがポツリと呟つぶやいた。


「こうして使い道を挙げていくと素敵な物に感じますけど、何だかんだで良い事ばかりじゃありませんよね……」


　みつけちゃんはカップを置いて浮うかない顔をしている。……何だろう？


　紹しよう介かいが遅おくれたが、この子は浅あさ笠かさみつけといい、内面はともかく外見だけは抜ばつ群ぐんに可愛かわいいハーレム団員の中でも特に華きや奢しやで可か憐れんな美形さんだ。コスプレが趣しゆ味みなので今もせしる先輩の指令に従い、白を基調としたメイド服を着ている。


　長い睫まつ毛げに潤うるんだ瞳ひとみ。しっとりしたセミロングの髪かみにチューリップの髪留めをしているのが印象的だ。全体的に色素薄うすめで、摩ま周しゆう湖こに立ちこめる水みず霧ぎりさながら儚はかなげ系の雰囲気を醸かもし出している美少女──ではなく、男の娘こである。


「浮かない顔してどうしたんだ？」俺は訊いた。


「ボク、貧乳ですから……」


「……はい!?」


　予想もしない発言をされた。


「水着って、躰からだのラインがしっかり出ちゃうじゃないですか。だからボクみたいに貧乳だと、やっぱり恥はずかしいんです。スク水を着てもぺったんこですし、水泳の授業も正直苦手で……」


　みつけちゃんってスク水なんだあ、と思いつつ俺は無表情でティーを飲んだ。元気づけてあげたいが、こういう時に何をどう言えば良いのか。


「あー、そうだな……。世間にはそういうのが好きなヤツだっていると思うよ。自分の躰に自信を持たないと自分が可哀かわい想そうじゃないか。胸を張れって」


「し、柊一さん、そんな風に言ってくださるなんて……」


　パアアッ！


　俺らしくもない変な助言をしてしまったが、みつけちゃんが四つ葉のクローバーを見つけたような笑え顔がおになったから良しとしよう。頰ほおをピンク色に染め、俺を見る目が妙に熱っぽいが、多分気のせい。そう、気のせいに違ちがいない。


「でもさー、水着はともかく、プール嫌ぎらいな子って意外と多いよねーっ」


　と、空気を読まない事には定評のある女、かへらへが妙なテンションで言った。


「そうか？」俺が首を傾げると、


「そうだよ、にひひ！　だって水ってヤバいもん！」


　……何言ってんだこいつは、と俺は思った。


「やー、ほんと。わたし、昨日プールで溺おぼれかけて初めて気づいたんだよねー。水、ヤバい。水、かふぇらふぇヤバいって！　柊一君が助けてくれなきゃ絶対に逝いってた！　いつも見学してる人の気持ちが、今いま頃ごろになって解わかっちゃったよーっ」


　……かふぇらふぇヤバいって何だ。ヤバいのはお前の言語感覚だろう、と常時思考がぶっとび気味の彼女に俺はヒイていたが、みつけちゃんは心が優やさしい。


「そういう方っていますよね」微び妙みような笑顔で話を合わせている。「うちのＣ組にもプールが大だい嫌きらいっていう女子がいますよ。水泳の授業は全部さぼるって言ってました」


「へー？」


「ボクも水泳が苦手なので、それが縁えんで最近仲良くなったんですけどね。でもちょっぴり釈しやく然ぜんとしないんです。だってその子のお家って、泳ぐにはうってつけの場所で……」


「あー、ひょっとしてその話って有名っ？　わたしも聞いた事あるかもー！」


　と、部室のドアが叩たたかれたのは丁度その時だった。──こんこんっ。


「何処のどなただね？」鷹おう揚ように問うせしる先輩。


　静かにドアが開き、おずおずと入ってきたのは少し変わった女子だった。


「あれ？　苺いちごさん」


　と、みつけちゃんが目を瞠みはって言う。


「どうしてここに……？」


　悩なやみ相談じゃないのか、と俺は思う。そういう者が稀まれにやってくるのだ。





　もともとせしる先せん輩ぱいがこの部を起たち上げたのは、美少女、美少年、美幼女といった学園中の美しい者を集めて侍はべらせる為だ。目標は百人。それだけ集まったら日本初のハーレム高校を作れる！　と嬉うれしげに嘯うそぶいているが、突つっ込む気にもなれない。何せ現状は俺と先輩とみつけちゃんとかへらへの四名のみで、百名までは遥はるかに遠く、一応他ほかにも変態三兄弟というのがいるのだが、彼らはまだ美を身に付ける為の修行中で、正規メンバーに加わるにはもう暫しばらくかかりそうなのだ──。が、


　何はともあれ、先輩は美しい物が大好きだ。そして見た目の美は勿もち論ろんの事、人助けみたいな美しい行こう為いにも価値を見み出いだし、何か相談されたらよく助けてあげている。助け方が非常識だから恐おそれられてもいるが……意外とハーレム団って良い連中だよ、と解る人は解ってくれて口コミで静かに伝でん播ぱ。困り事を抱かかえた人が時折ドアを叩くのだ。





「で、俺達に何の用なんだ？」


　訊きいたはいいが返事がなく、俺はそいつの姿をまじまじと見直す。


　少しと言うか相当変わった──自由な校風がウリの玖百合学園高等学校でも、かなり我が道を行っているムードの女の子だ。


　かへらへよりも小こ柄がらで一見幼女のよう。ライトブラウンのふわふわウェイブの髪をセンター分けにして胸まで垂らし、瞳はどこを見ているのかよく解らない。とは言え、制服の着き崩くずしぶりは過激だ。ゆるゆる柔やわらかなワンピース風──と言うより、正直原型をとどめておらず、片手には籠かご付きのピクニックバスケットを持っていたりして、間違って学園に迷い込んだ森ガールのようなのだ。


「なあみつけちゃん、この人とはどういう関係なんだ？」


「あっ、同じクラスの友達です。ホラ、さっき言ってたあの子……同じ水泳嫌いという事で、最近喋しやべるようになったんですけど」


「ふうん、Ｃ組の友達か」


　プール苦手仲間──プール開きはつい先日だったから、本当に最近親しくなった友達という事だ。


「彼女は瀧たき川がわ苺さんって言います。慣れると色々話してくれるんですけど」


「あーあーあー！　わたしも知ってるー！」唐とう突とつに横から素すっ頓とん狂きような大声で、「例のプールのあの子だよね、有名な……」


「や、お前ちょっと黙だまってろ！」


　頓狂娘の口を噤つぐませたのは、森ガールが露ろ骨こつに怯おびえてガクガク震ふるえ始めたからだ。あと一押しで回れ右して逃にげ出すだろう。


「落ち着いて苺さん、ここにいるのは良い人ばっかりですからっ」


　みつけちゃんのそんな言葉に俺もすかさずフォローを入れる。


「そうそう。良い人かどうかはともかく、取って食いはしないから心配するな。大した事はできないかもしれないけど、良かったら相談に乗るよ？」


　すると瀧川苺はポケットから紙切れを取り出し、鉛えん筆ぴつでガリガリ何か書き付けるのだった。そしてピクニックバスケットに手を突っ込み──次の瞬しゆん間かん、俺はぶったまげた。籠から白い鳥がぴょこんと顔を覗のぞかせたからだ。


「クルックー」


「鳩はと!?」


「鳩出てきた！」


「森ガール鳩出した！」


　みつけちゃんを除く全員が騒そう然ぜんと突っ込みを入れる中、不意にバサッバサッバサッ！　鳩は迫はく力りよくの飛行を敢かん行こうし、お菓か子しだらけの机上にボトンと着地。……おいおい、マジで何なんだ？　冷ひや汗あせダラダラの俺達だが、鳩の瞳は無む垢くそのもので何の感情も窺うかがえない。


「柊一さん、ちょっと鳩の足首を見てください」


　一人だけ落ち着いているみつけちゃんがそんな事を言う。


　見れば、鳩の足には折り畳たたんだ紙が括くくり付けられていた。怪け訝げんに思いつつ、俺が紙切れを鳩から外して開いてみると──


『わたしの事は苺でいい。苺って呼んで』


　と、書かれていた。


「伝書鳩か！」


　紙をグシャッと握にぎった。


「て言うか、これくらいなら喋れよ!?　わざわざ書く程ほどの文章量じゃないだろ……って、いや待て、逃げるな苺。大声出してすまなかった」


　ガクガク震え出した臆おく病びよう少女を宥なだめ、俺は仕方無く鞄かばんからシャープペンを取り出し、


『この鳩は何……？』


　と、紙に書き付けて鳩の足に括りバサバサと飛ばした。苺は腕うでを前に出し、そこにパシッと留まる鳩。……見事だ。て言うか、こいつは鷹たか匠じようか。


　苺は再び伝書鳩を俺へ放ち、今度の手紙にはこう書かれていた。
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『名前は《サブレ》』


「そんな事は聞いてねえ！……て言うか、サブレなの？　その名前でいいの!?」


　コクンと頷うなずく森ガール。いいんだって。


　せいぜい七、八メートルの距きよ離りで伝書鳩を行き来させる事暫く──情報を簡潔にまとめると次のようになる。


　一年Ｃ組の瀧川苺。彼女は植物や森を愛していて、特に鳥類が好きだ。今日はせしる先輩に頼たのみ事があって来た。とある武勇伝を耳にしたからである。


『プリンが食べたい』


　それが苺の要求だ。


『大きなプリンを作ってほしい。特製の、プールいっぱいのプリン！』


（うーむ、何を夢見ているんだ森ガールよ……）


　俺はジト目で考える。多分、苺がここに来たのはせしる伝説を耳にしたからに違いない。


　せしる先輩は天才で変態で変人だから当然奇き行こうも多々やらかす。《プリン騒そう動どう》もその伝説の一つで、あれは中学時代だ──夏休みの学校に忍しのび込み、先輩はプールいっぱいのプリンを作ったのである。


「高位バイオテクノロジーを使用したから、味は勿論、衛生面も問題ない。さあ柊一君！　泳ぎながら思う存分食べまくってくれ！」


　裸はだかで一いつ緒しよにプリンまみれだぞっ、と幸せそうに目を細める変態先輩に当時の俺は本気で頭を抱えたものである。確かにプリンを食べたいと言ったは言ったが、それはあくまでも食後のデザートに少しあれば嬉しい程度のニュアンスで……。あの時は暫くプールが使えなくなり、水泳部から大変な顰ひん蹙しゆくを買ってしまった。


　いや、話が逸それたようだ。


　俺は現状を整理する。今日の昼休み、詩緒里の話によれば、せしる先輩はＣ組に遠えん征せいしてお菓子作りの話をしていたという。


　──あなた、何か知っているかしら？　今たまたまＣ組の前を通ったら凄すごい騒さわぎになっていたんだけれどっ──


　先輩はサービス精神旺おう盛せいだから、盛り上がって話題が多た岐きに及および、例の伝説を開かい陳ちんするに至ったのだろう。プールプリン騒動。だから苺が作成の依い頼らいにやってきた訳だ。


　だが動機が今一つ解せない。


『何な故ぜそんな馬ば鹿かげたサイズのプリンが食いたいんだ？』と書いて俺は鳩を飛ばした。


　余程の甘党なのだろうが、普ふ通つうに考えればスイーツバイキングにでも繰くり出して食べまくれば済む話だ。ところが返ってきた苺の手紙にはこう書かれている。


『食べたいから』


「……や、理由になってないだろ」


『凄く食べたいから』


「理由になってないものをいくら強めても駄だ目め！」


　と、古式ゆかしくない文通を繰り返す。苺は同じニュアンスの事を書き付けるばかりで一向に埒らちが明かず、やがて俺は痺しびれを切らした。


「あーもう、いい加減にしてくれ。真しん剣けんな悩みなら相談に乗ってもいいが、そんなアホな話題には付き合っていられない。こっちは暇ひまじゃないんだぞ」実際は暇なのだが。


　ムスッと頰ほおを膨ふくらませる瀧川苺──どんぐりを頰張り過ぎたシマリスのようである。


「さっさと帰れ」少し厳しく言う。


　すると変人ながらも本当は優やさしいせしる先輩が俺の背中をツンと指で突つつき、


「柊一君、何もそこまで言わなくても良いのじゃないか？　プリンくらいわたしが」


「先輩は黙ってて下さい」


　俺がぴしゃりと言うと彼女は素直に口を噤む。


　……この相談を請うけ負えば各方面から最終的に糾きゆう弾だんされるのはせしる先輩だ。前のプリン騒動で既すでにその事は解っているからこそ、森ガールの依頼は断らせて頂く。


「い、いいもんっ！」


　不意に苺が丸まっちい手をムギュッと握って大声を出した。


「だったら自分でやってやるんだからっ！」


　そう叫さけぶと身を翻ひるがえし、苺は瞬またたく間に部室から走り去った。脱だつ兎との如ごとくという言葉がふさわしい勢いに、俺達は思わず啞あ然ぜん呆ぼう然ぜん。みつけちゃんも何だか思い詰つめたような顔で黙りこくっている。友達の奇行に心を痛めているのだろうか？





　──第二次プールプリン騒動が起こったのはその翌日の事だった。
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「だから言ってるじゃないですか。俺もせしる先せん輩ぱいも何もしてませんって」


「噓うそを吐つくな日ひ野のっ。正直に白状した方が身の為ためだぞっ。俺だって辛つらいんだ！」


「辛いのかね？　ならば撫なでてあげよう剛ごう田だ君。よしよしよし、君はいい子だ」


「……すー、ずー、かー、ぜー……！」


「君はとっても偉えらいぞ剛田君。いい子いい子」


「……なー、ぜー、るー、なー……！」


　と、眉み間けんの青筋をピュクピュクさせている剛田隆りゆう介すけ。久々に会ったが、やはりユニークなキャラをしている。


　俺とせしる先輩は校門脇わきの桜並木の陰かげ──木こ漏もれ日の下で生徒会の要人三名に尋じん問もんされていた。その日の朝、いつものように校門をくぐった途と端たん、待ち受けていた彼らに呼び止められ、登校する他ほかの生徒の目につかないよう、ここへ連れてこられたのである。


「何にせよ、涼すず風かぜには前科があるからな！　日野、お前も知っていよう。中学時代のプリン騒動！　あれは今も尚なお、俺の心の深部に鮮あざやかな印象をもって刻み込まれている！」


「や、そんなに詩的な言い回ししなくていいっす」


「何だとっ？　お、俺は別に詩人などでは……」


　赤くなった顔をサッと背そむける剛田隆介。萌もえる反応してくれるじゃないか……というのは冗じよう談だんだが、彼はこの玖く百ゆ合り学園高等学校の生徒会長だ。獅し子しの如き鬣たてがみをした大男で、成績優ゆう秀しゆう、身体強健、威い風ふう堂どう々どう、そして小心者の魂たましいを持つ憎にくめない人である。


「はは、確かに涼風さんがやったという証しよう拠こはありませんけれどもね。一応、過去に経験があるのなら、参考までに少々話を聞きたいと思いまして……」


　と、笑えみを浮うかべて正論を述べたのは副会長の藤ふじ枝えだ潤じゆん平ぺいだ。


「先生方もてんやわんやの大おお騒さわぎなんですよ、だから生徒会としても可能な限りの尽じん力りよくをしない訳にはいきません」


　藤枝は少し癖くせ毛げで日に焼けた、何となく遊んでる雰ふん囲い気きの青年だ。発言内容はまともで理に適かなっているのだが……腹に一物抱かかえていそうなのは俺の気のせいか。ジロッと睨ねめ付けると彼は腹部を摩さすり、狸たぬきのようにポンと叩たたいて愛あい嬌きようを醸かもす。


「もう、涼風さん！　あなたって心底常識を弁わきまえない人なのね！」


　そして最後に出てきたのは言わずと知れた完かん璧ぺき系、水みず谷たに詩し緒お里りだ。彼女はまだ正式には生徒会入りしていないが、皆みんなの役に立つなら……と手伝いを申し出ているうちに実質的な中ちゆう核かくメンバーと化した。本当は有能さをアピールしたいという見栄っ張りな部分もあるのだが、それ以上に純じゆん粋すいな奉ほう仕し精神に溢あふれた良い心根の持ち主なのである。


「ライバルだと思っていたのに……見み損そこなったわっ。やっぱり変態って変なのね！」


　言い方はきついが。


（それにしても──）


　俺はいつの間にか後ろにかばうようにしていたせしる先輩を振ふり返り、表情を窺うかがう。そこに浮かぶのは困こん惑わくと興味……。罪悪感は欠片かけらもなく、つまり先輩は無実。こないだの一件以来、感知力を磨みがいた今の俺の判断は絶対だ。この件は完全に言いがかりである。


「ふんふん、何はともあれ」せしる先輩はタイを締しめ直すと、「この目で見ない事には何とも言えないよ。剛田君、ひとまず現場に連れていってくれないか？」


「がっはっは！　勿もち論ろん言われんでもそうするつもりだっ！」


　ビクビクしつつも威い厳げんのある大声で言う剛田会長。彼に率いられ、俺達は件くだんのプールへ向かう──





「ほほう！　これは……確かに黄色い！」ぱっちり目を瞠みはって言う先輩。


「それ以外コメントしようがありませんね」仕方無く相あい槌づちを打つ俺。





　トラブルの概がい要ようは剛田会長曰いわくこうだ。


　本日朝、警備員がいつも通り見回りしていると、プールで異様な光景に遭そう遇ぐう──水面が黄色に染まっていた。何じゃこりゃああ！　と彼は大声を張り上げ、すると朝練をしていた運動部員もゾロゾロとやってくる。その後の展開は言わずもがなだろう。


「すごーい、何かプリンみたい……」


「プリン？」


「プリンと言えば、聞いた事ない？　何だっけ」


「もしかしてあれ？　夏休みのプールでプリンを作ったっていう……」


「「「「せしる伝説！」」」」





　と、そういう流れなら先輩が疑われるのも当然か、と思いつつ俺は変わり果てたプールの周辺をそぞろ歩いていた。水面はまろやかな黄色に染まっている。


　せしる先輩は興味深そうに水に指を差し入れ、クンクン匂においを嗅かいでいた。


「ふむふむ、成なる程ほど」


　と意味ありげに呟つぶやき、それを剛田、藤枝、詩緒里の三人が訝いぶかしげな顔で見ている。


　俺はそれを傍はた目めに考えた。


（ったく、プリンねえ。遠目にはそう見えなくもないだろうが……）


　近くで見ると全然違ちがう。これには牛乳も卵もバイオ技術も使われていない──つまり、単なる塗と料りようなのだった。規模こそ大おお仰ぎようだが、内容的にはプールの水に色を付けただけ。水すい溶よう性せい塗料というやつだ。ホームセンターで普通に売っている。


　そう、第二次プールプリン騒そう動どうは偽にせプールプリン騒動だったのだ。


　とは言え、こんなチープな方法を選せん択たくした時点でせしる先輩の関かん与よは有り得ない。この騒動を起こしたのは間違いなくヤツだろう、と俺が臍ほぞを嚙かんでいると、不意に足元でキラッと光る物があり──


「……何だ？」


　拾い上げれば見覚えのあるブツだった。髪かみ留どめ。


　だがこれは一体……。


　何を意味するのだ？


　困惑しつつも俺はそれをポケットにしまった──と、その時である。


（ちょっと柊しゆう一いち君っ。涼風さんってこの件に関与してるの？　実際どうなのよっ？）


　皆に気づかれないように詩緒里が俺の腕うでに触ふれてきた。その不意打ち気味の感かん触しよくが滑なめらかで──今は衣ころも替がえ移行期間で俺は既に半はん袖そでだから敏びん感かんに反応してしまう。


「アッ？　やだっ──」


　詩緒里は弾はじかれたようにビクッと手を引いた。


「ご、ごめんなさい……」


「あ、謝るなよ、これくらいで」


　思考に集中し過ぎていたからだ。変な感じに顔を赤くしてドギマギする俺と詩緒里。まるでラブコメ漫まん画がのワンシーンじゃないか。ったく、何だっていうんだ……。


　とは言え、このプリン騒動を誰だれが引き起こしたのかは既に解わかった。


「とにかく、これはせしる先輩の仕し業わざじゃないよ」俺が照れ隠かくしに言うと、


「……そんな事がどうしてあなたに解るわけっ？」


「はい？」


　何故か詩緒里は怒おこったようにプリッと唇くちびるを尖とがらせる。


「何よっ。柊一君ったら自信満々に断言しちゃって……。わたしみたいに完璧で難しい女を相手に、あまり調子に乗らない方が良いんじゃなくてっ？」


　詩緒里は組み合わせた両りよう掌てのひらを胸に当てて、何か意地を張っているようだ。いや、そんな風にも見えるというだけだが、しかし何の意地なのかは不明だ。


「誰も調子には乗ってないだろ……。事実を事実として言ったまでだ。先輩はこの件に関かん与よしてない。て言うか、お前何を突とつ然ぜん怒おこってるんだよ？」


「お、怒ってなんかいないわ！」


「ぷりぷりしてるじゃないか」


「わ、わたしの躰からだが!?」


「誰がそんな事言った!?」


　次し第だいにヒートアップしていく俺と詩緒里の残念な口論。それに冷ややかに水を差したのは、いつの間にか背後に躙にじり寄っていたせしる先輩だった。


「いい加減にしたまえ」先輩は黒くろ髪かみを撫で付けるとムスッとした声で、「全く、本当に油断も隙すきもない。わたしの目の届かない場所ならいざ知らず、目の前でいちゃいちゃするだなんて……。それだけしおりん君も自信をつけたという事なのか──」


「その呼び方やめて！」


「じゃあ、しおりーな君」


「もっとやめて！」


　すると先輩はエメラルド色の瞳ひとみを不敵に輝かがやかせ、詩緒里は一いつ瞬しゆん下がり眉まゆになるが──


「て言うか、涼風さん！」


　すぐに好戦的な表情と化してずんずんずんっと猛もう烈れつに前に出た。


「あなたってそんなにプリンが好きなわけっ？　少しは自重しないと頭おかしいと思われるわよ。何が目的なのかは知らないけれど、こんなレベルの低い事で世間の耳じ目もくを引くのはやめて頂ちよう戴だい！」


　筋金入りの負けず嫌ぎらいである詩緒里と、彼女にだけは妙みように突つっかかりがちな先輩は、お互たがい一歩も譲ゆずらぬという風に対たい峙じする。視殺戦──格かく闘とう技ぎの選手が顔がくっつきそうなくらい接近して睨にらみ合う事があるが、まさにあれだ。


　二人は両手を腰こしに当ててグッと前に乗り出すように視線をぶつけ合う。


　修しゆ羅ら場ばだった。


「しおりん君！」


「何よっ？　だからその呼び方を……」


　両者の間に凄すさまじい緊きん迫ぱく感かんが凝ぎよう縮しゆくしていく。危険だ──俺は仲裁するべく走ったが、


「しおりん君の胸、ちょっと大きくなったね！」


　こけた。


「ふふ、もう少しでピトッと接せつ触しよくしちゃいそうじゃないか。わたし達の女の武器が！」


　ウフフッ！　ふくよかふくよか！


　……そんな予想外過ぎるせしる先輩の変態発言に俺も詩緒里もつい白目になった。


「君の自信がついたのはそのせいかい？　ふんふん、気持ちは解らなくもないがね。我々女の子の胸には愛する人を想おもう気持ちが宇宙よりいっぱい詰つまっているからな。人を強くするのはやはり愛のエネルギーなのだよ！　とは言え、君の事だから努力も重ねたのだろう。胸を大きくする為ために乳製品やキャベツや大豆を食べまくったり」


「な、ななな、何でそんな事まで解るのよぉ……っ？」


「これらの食物に含ふくまれる成分は女性ホルモンの分ぶん泌ぴつを高めるのだ！」


　得意げに講こう釈しやくを垂れるせしる先輩。まるで空気を読んでいないが──


　思い起こせば先輩と詩緒里のファーストコンタクトがこうだった。詩緒里の胸のサイズに興味を覚えた先輩は突とつ然ぜんむんずと揉もみしだき、わたしの方が大きいと断言。それでメラメラと敵意の炎ほのおが燃え盛さかる事になったのだ。


　負けず嫌いの詩緒里は地道に胸の戦せん闘とう力を上げ続けていたらしい。


「そうそう。自分で揉んで刺し激げきするのも良いらしいぞ。好きな人を思い浮うかべ、妄もう想そうに浸ひたりながら揉むと効果が高いという。これも煎せんじ詰めれば女性ホルモンの影えい響きようで……」


「や、やめてよぉ、もおおぉっ!?」


　詩緒里は真っ赤な顔で怒ど鳴なり、先輩の変態アドバイスを中断させた。


「そんな恥はずかしい事を柊一君の前で言わないで頂戴！　ほんとにもう、あなたという人は……エッチ！　変態！　淫みだら少女！　涼風さんの淫いん乱らん娘むすめ！」


　激げき昂こうのあまり凄すごい事を言っていた。


　キーッ！　キイイーッ！　と今にも摑つかみ掛かかりそうな勢いの詩緒里を俺と剛田と藤枝が必死に止めて宥なだめすかし、その間せしる先輩だけは涼すずしげに黒髪に指を絡からめたりなんかしていたが、奮ふん闘とうする事数十秒──どうにか場をクールダウンさせる事に成功した。


「コホン。それで涼風」剛田会長が襟えり元もとを正し、「誰がやったか解ったか？」


「無論だ」


「一体誰がやった事なんです？」藤枝が訊きいた。


　偉えらそうに腕うで組ぐみをし、せしる先輩は予想だにしない驚おどろくべき発言をした。


「それは……わたしだ！」


「はいいいいいい？」


　処分は受けるから好きに取り計らってくれたまえっ、と堂々と言うせしる先輩。


　……何な故ぜだ？　やってもいない事をどうして？


　俺は啞あ然ぜんとしていたが、それは他ほかの者も同様だ。彼らも内心どんでん返しがあると思っていたのだろう。濡ぬれ衣ぎぬを着せられたせしる先輩がその慧けい眼がんで真犯人を当てる──そんな展開を望んでいたのに見事すかされたという様相だ。完全に虚きよを衝つかれていた。
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　その後、俺とせしる先輩は職員室に呼び出されて大目玉をくらった。結果としては当然だが、教師陣じんに延々と説教され──しかし、口答え一つしない先輩にならい、俺も頑かたくなに口を噤つぐむ。


「罰ばつとして、放課後はプール掃そう除じをする事っ！」


　長い説教の果てにようやく俺達は解放された。廊ろう下かに出るとせしる先輩は静かに呟く。


「柊一君」己おのれの細い顎あご先を摘つまんで何か内省しているようだ。


「何ですか？」


「これで良い。今回は──これで良いんだ」


　俺の心の内を見み透すかしたような先輩の言葉に、しかし俺は素す直なおに頷うなずけない。一体どういう事なんだ？


「決して人を操あやつろうとした訳ではないのだよ。わたしは只ただ、知り合うきっかけになればと思って……。だが結果としては想定外の方向に作用したらしい。これは相手を尊重する姿勢を見誤ったわたしのミスだ。己を戒いましめる必要がある。だから今回はこれで良いんだ」


（……あ、そうか）


　そういう事だったのか──と、この時初めて俺は一連の出来事の謎なぞが解けた。誰がどういう考えの基もとに何をしたのかという、見えない事態の流れだ。


　だが、この終わり方では俺はやっぱり満足できない。何故なら……


（何故なら……何故だろう？　解らない。だが今はとにかくお節せつ介かいを焼かせてもらおう）


　先輩が得意げな笑え顔がおじゃないのは何故か居い心ごこ地ちが良くないのだ──


　そして俺は放課後を待ち、とある人物を中庭に呼び出した。
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「よう、何だか顔色が良くないな。昼に変な物でも食べたのか？」


　するとそいつの許もとから伝でん書しよ鳩ばとが飛んできて俺の手に手紙を落とした。読む。


『別に。昼ご飯は食べてないから』


「そうか。でも心配するなよ。一食抜ぬいて今は空腹かもしれないが、トラブルが片付いた後にさっぱりした気分で食べる次の食事は凄く美お味いしい筈はずだ」


　その日の放課後──。


　中庭の花か壇だんの傍そばにあるベンチに座っているのは俺に呼び出された瀧たき川がわ苺いちごだった。


　青い顔でバスケットを抱かかえている苺。俺の呼び出しに素直に応じたのはそれなりに言いたい事があるからだろうが……主導権はこちらが取る。その理由が俺にはあるのだ。


「お前、有名なお嬢じよう様さまらしいな」


　俺はベンチに近づくと苺の隣となりに腰こし掛かけた。この近きん距きよ離りなら鳩も飛ばせまい。


「俺は他人の情報とかに疎うとい方だから、今まで知らなくてさ。『アクアドリーム瀧川』だっけ？　お前の親父おやじさん、でっかいプールを経営してるんだってな。今日色んな奴やつに聞いて初めて知ったよ。お前は言うなれば社長令嬢って訳だ」


　俺の隣で黙だまっている苺の呼吸が少し速くなっているのが解った。


「にも拘かかわらず」


　俺は続けた。


「お前は水泳が大だい嫌きらい──絶対に泳がないなんて公言していたから有名だった、と」


　言うなればモデルなのに視線恐きよう怖ふ症しよう、みたいなギャップが耳目を集めていたのだ。せしる先輩は当然の事、みつけちゃんやかへらへもその辺の事情は知っていたらしい。思い返せば色々と言っていた。


　──うちのＣ組にもプールが嫌いって女子がいます。水泳は全部さぼるって言ってました。でも釈しやく然ぜんとしません。その子のお家って泳ぐにはうってつけの場所で──。


　──あーあーあー！　例のプールのあの子だよね、有名な──。


　俺があの時二人の話にもっと真しん剣けんに耳を傾かたむけていれば……と思わなくもないが、それはあくまで結果論。人間そんなに何でもかんでも覚えておけない。


「わ、わたし……。やってない……っ！」


　突とつ然ぜん叫さけぶように言う苺。ちょっと驚いた。


「わたし、プールに悪戯いたずらなんかしてない！　わたし……わたし、やってないもん！」


　俺を睨む苺の瞳には涙なみだがいっぱい溜たまっている。小こ柄がらな躰が微び弱じやくに振しん動どう中──犯人だと疑われ、怯おびえていた。


　やれやれ、人に頼たのんでおいて、いざ自分に容疑がかかるとその有様なのだ。


「ったく、誰だれもお前がやったなんて言ってないだろう」


　俺は肩かたを竦すくめる。


「知ってるよ」


「エッ？」


「お前はプールに悪戯なんかしてない。それは解ってるから心配するなって」


　ビクつくなってば、と言う俺を口を半開きにして見ている瀧川苺。ならば何故ここに呼び出した？　と問いたげだ。


「お前を安心させてやろうと思ってさ」俺は中庭の遠方に目をやり、「プールに悪戯したのはせしる先輩と俺。そういう結論で事態は決着したんだよ。まあこの後プールを掃除しなくちゃだが……全すべては綺き麗れいさっぱり終わったって教えてやりたかった。お前がビクビクする必要は無い。昼食が喉のどを通らなくなるまで怯えなくても良いんだよ」


　暫しばらく苺は何を言われたのか解らないという風につぶらな瞳をしきりに瞬しばたたいていた。


「……あ、あれはやっぱり涼風せしるさんがやったの？」


「そんな訳あるか」言下に否定する。


「じ、じゃあどういう事なのっ？　ほんとに訳解んない……」


「解らないか？」


　だったら説明してやろう。


「せしる先輩はお前が誰からも疑われないようにしてあげたかったんだよ。その為に身に覚えの無い罪をひっかぶったんだ」


　つまりこうだ──。


　昨日、瀧川苺がハーレム団の許にプールでプリンを作ってほしいと依い頼らいしに来たが、あれは食べるのが目的ではない。苺は水泳の授業を潰したかったのだ。前にも言ったが、せしる先せん輩ぱいが中学時代やらかしたプリン騒そう動どうの後、暫くプールは使えなくなった。それを知った苺は事件を再現する事で水泳の中止を目もく論ろんだのだろう。


　ところがプリンを作ってという依頼を俺が強きよう硬こうに断ったから苺は逆ギレし、


　──だったら自分でやってやるんだからっ！


　と言い捨てて去った訳だが──あの台詞せりふはまずかった。『自分でやる』。いくら逆ギレしていたとは言え、そのものズバリの犯行予告だ。ハーレム団の皆みんながそれを聞いたと気づき、苺は後で青ざめただろう。言げん質ちを取られたと考えて……。


　苺の発言を生徒会ないし教師陣に伝えていれば、せしる先輩への疑いはすぐ晴れたかもしれない。ところが先輩はそれをしなかった。何故か？


　小動物みたいに内気な森ガールを騒さわぎに巻き込むのは可哀かわい想そう──そんな風に考えたからだ。変態で変人で天才だが、心優やさしいせしる先輩ならきっとそう考える。


「そ、そっか……。涼風さんはわたしの事をかばってくれたのね……」


「酔すい狂きようなだけとも言うけどな」


「うう、そんな良い人に、わたし……」


　苺は俯うつむいてプルプル震ふるえていたが、ふと思いついたようにパッと顔を上げた。


「んっ。でも……それって何か悔くやしいよね？　本物さえ解れば……プールに悪戯した張本人さえ解れば、涼風さんの汚お名めいも晴らせるのに！」


「おいおい」


　俺は思わず頰ほおを緩ゆるめた。


「天才せしるがそんなの解らない筈ないだろう？　お前と同様、そっちもかばってるに決まってる。て言うか、張本人には携けい帯たいでメールを送ったから、もうすぐここに来るぞ」


　目を丸くする苺。抱えたバスケット内の伝書鳩と同様、豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔だ。


「……かばってる？」


「ああ」


「あなた、その人が解ったのっ？」


「まあな。とは言え、ここまで俺の話を聞いていれば想像つくかもしれないけど」


「つかないよおおお！　ほんとに誰なのっ？　勿もつ体たい振ぶらないで教えて！」


「あ、来た」


　枝葉の間から降り注ぐ陽光を浴び、トボトボと決まり悪そうに歩いてくるのは──浅あさ笠かさみつけちゃんだった。俯きがちに俺達の前に立って言う。


「……ご、ごめんなさいですっ」


「ど、どうして？　浅笠さんがした事だったなんて」


　みつけちゃんは悄しよう然ぜんとした面おも持もちで語り始めた。


「涼風さんには絶対見破られると思ってました。だから言われるのをドキドキしながら待ってたんですけど……。いつになっても音おと沙さ汰たが無いですし、何だか変だなと思って」


　さっき柊一さんからメールを貰もらって事態がどうなってるのか知ったんです、とみつけちゃんは申し訳無さそうに言う。


「ごめんなさい！　ボクのした事で涼風さんに迷めい惑わくがかかってしまうなんてっ！」


　みつけちゃんの話によればこうだった。


　発ほつ端たんはやはり部室で聞かされた苺の捨て台詞ぜりふ──『自分でやる！』である。


　みつけちゃんはプール嫌い仲間の苺が、本当にプールでプリンを作るんじゃないかと考えた。瀧川家は富ふ豪ごうで、苺は社長令嬢だ。何らかの方法で実行してしまうかも……。


　仮に実行したらどうなるか、みつけちゃんは考えた。


　１・せしる先輩が疑われる。前にもやった事があるらしいから多分そうなるだろう。


　２・疑われたせしる先輩が、それをやったのは苺だと看破するだろう。


　結果どうなるか……？


　騒ぎになり、苺は全校生徒の噂うわさになる。我わが儘ままながらも気弱な森ガールはそれに耐たえられるのか？　参ってしまうのでは？　実際さっきまで小動物顔負けのビクビクぶりだった。ならばどちらのケースも望ましくない──そう思い、だからみつけちゃんは無人のプールに忍しのび込んだのだ。


　友達の為ために。


「外部の誰かがやったイタズラに見せようとしたんです。単にプリンっぽく見えるだけで良いと思って……。実際に目にすれば、『こういう事になるんだな』って苺さんも解わかるだろうし、水すい溶よう性せい塗と料りようを使うような中ちゆう途と半はん端ぱな方法なら、涼風さんが疑われる筈ないと思ったんですけど……」


　残念ながらそうはならなかった。


（甘いなみつけちゃん。外部の仕し業わざに見せたかったら、フェンスを乗り越こえた跡あとくらい作っておかないと……って、そういう問題じゃない）


　今朝の生徒会の態度を見るに、どんな方法であろうが、多分せしる先輩は疑われてしまうのだろう。


「ごめんなさい。こんな事になるなんて思いませんでした」


「こっちこそごめんなさい。浅笠さん、わたしの為に……」


　苺の言葉にみつけちゃんは気まずげに手て櫛ぐしで髪かみを梳すきつつ、


「ううん、苺さんの為だけじゃないんです。だってボクも水泳の授業、苦手ですから。これは自分の為でもあったんです。ボクの場合は水泳って言うより、単に水着姿が恥はずかしいからなんですけど──」


　でも苺さんの気持ちはよく解るんです、とみつけちゃんは言う。だから感情移入しちゃったんです、と。


「その所せ為いでこんな、自分でもびっくりするくらい大だい胆たんな事をしてしまって」


「浅笠さん……」しんみりした口調の苺。


　俺は思う。みつけちゃんは自分の為にここまで能動的に動く人ではない。だからこれは純じゆん粋すいに友達の為にした事だろう。自分の為でもある、みたいな発言は苺を思い遣やってのフェイクだ。


　そして、それが解らない程ほど、苺も鈍にぶい人ではなかったらしい。


「ありがとう……浅笠さん」


　苺は素す直なおに礼を言い、みつけちゃんは照れ臭くさそうに微笑ほほえんだ。


　プールが苦手という親しくなった契けい機きはさておき──こんなに優しい友達が自分を案じてくれていた。それは苺にとってとても嬉うれしい事に違ちがいない。


「さて」


　俺が咳せき払ばらいすると二人は我に返った。


「こうして真相も解った事だし、二人には手伝ってもらうか」


「何を？」キョトンとする苺とみつけちゃん。


「あのなー。プール掃そう除じに決まってるだろ。俺と先輩にだけやらせるつもりか？」


　そう、柄がらにもなく節せつ介かいじみた事をしたが俺の目的はそれだけだ。事態の全てを洞どう察さつした先輩だけが割の合わない目を見るのは何かが違う。みつけちゃんをかばいたいならその気持ちは尊重しよう。でも先輩だけが損をするのはこの俺が納なつ得とくできないのだ──


　そして。


　苺もみつけちゃんも喜んでプール掃除の手伝いを買って出たのだった。


「あの、ところで柊一さん。何な故ぜボクがした事だって解ったんですか？」


「……この人って案外頭良いのよね。全然そうは見えないのに」


「うるさいよ！」苺に突つっ込む俺。


「一体どんな推理をなさったんです？」


「別に推理みたいな事はしてないよ」


　事態の引き金となった苺の発言を聞いたのはあの場にいた面子メンツだけ。俺、先輩、苺、みつけちゃん、かへらへ。そこから消去法で絞しぼれば帰き趨すうするところは明確だ。


「決め手になったのはこれさ」


　俺はポケットから例のブツを取り出してみつけちゃんに見せた。


「プールサイドに落ちてたんだ。返すよ」


　ハッとして髪に触ふれるみつけちゃん。愛用のチューリップの髪留めが無い事に今気づいたらしい──落とした事にも気づかないくらい内心では動どう揺ようしまくっていたようだ。





　俺達がプールに着くと掃除は始まっていた。水は抜ぬかれて足首までしかなく、プールの底を裸足はだしで歩きながらモップをかけているのは、せしる先輩と──


「詩緒里？　お前どうしてこんな所にいるんだ」


「何よ。……いけないかしらっ？」


　澄すました顔でツンと顎あごを反らす完かん璧ぺき系美少女──その仕草と握にぎったモップがミスマッチだが、何故かせしる先輩と共に詩緒里までもがプール掃除をしていたのだった。


「だって、あなた達二人で掃除させておくのは不安だもの。何だか良い雰ふん囲い気きになっちゃいそうで……って、変な事を言わせないでくれるっ？　もう！　あなた達は変態だから、プールでエッチな事をしないように監かん視しが必要なのよ！」


「誰だれが変態だ……。て言うか、そんなに顔赤くして怒ど鳴なるなよ」


「あ、赤くなんてしてないでしょうっ。わたしをインモラルな人みたいに言わないで！」


「インモラル？」


「猥わい褻せつって意味よ！」


「ふうん、初めて知った。お前って色んな言葉を知ってて凄すごいな」


「……ハッ」


　詩緒里は恥ずかしそうに顔を赤くして黙だまり込んだ。


　さておき、監視なんて言っている詩緒里だが、それは単なる建前で、実際はせしる先輩との確かく執しつより皆が早くプールを使えるようになる事が重要だと判断したのだろう。志が高い人だから──詩緒里のそういう愛他精神は立派だし、素直に良いと思わされる。


　という訳で、俺とみつけちゃんと苺はいつも一いつ生しよう懸けん命めいな完璧系美少女に仕切られつつ、プール掃除に勤いそしむのだった。


　作業しながら俺がこの件の真相を教えると、詩緒里は小鼻を蠢うごめかせてほくそ笑えんだ。


「やっぱりね！　わたしはそう信じてたわっ」


「信じてたんだ？」俺が言うと、


「……こ、言葉の綾あやよ！」


　例によってぷりぷりし始める。詩緒里は俺の前では凄く感情豊かだ。


　一方のせしる先輩はというと、嬉しげに俺の方を幾いく度どもチラチラ見て──俺がみつけちゃんと苺を連れてきた事から全すべてを洞察したのだろう。そして苺と話していた。


「すまなかったな、苺君。わたしがＣ組でプールプリンの話をしたのは君の興味を引きたかったからだ。君の水泳嫌いはもともと知っていたのでね。ハーレム団に相談に来てくれれば、それを癒いやす手助けができるのではないかと思ったのだ」


「……あれってわたしの為にやってくれてたんだ!?」


「解らなかったかい？」


「まったく！」


　びっくり顔で頷うなずく森ガール。それはそうだろう。せしる先輩の考えは普ふ通つうの人にはなかなか読み解けない。だがしかし──


　突とつ如じよ背後で何かが羽ばたいた。プールサイドに置かれたバスケットの蓋ふたが開いている。


「ほほう！　鳩はとが飛び出したね！」


「……嬉しい時にどうしても出ちゃう！」


　そんな馬ば鹿かな！


　でも以心伝心というやつかもしれない。伝書鳩は周辺を元気良く飛び回っている。


「はっはっ、嬉しいならば何よりだな！」


　先せん輩ぱいも満足げに笑っている。色々あったが、二人が仲良くなれたなら結果はハッピーエンドだ。


　苺は夢見るように言う。


「……ハーレム団。そこにはきっとあなたみたいに素敵な人が沢たく山さん集まってるのね。何か森の日ひ溜だまりみたい。並んだ切り株に腰こし掛かけて、皆みんなが持ち寄ったティーを楽しむ……」


　おいおい、そんなポエムみたいな妄もう想そうを披ひ露ろうするなよ森ガール、と俺は遠くから突っ込んだが、せしる先輩は猫ねこみたいな瞳ひとみをパチパチと瞬しばたたき、


「それは面おも白しろい表現だ。とても興味深い！」実に彼女らしい反応をしていた。


「……わたし、ハーレム団が気になってきたみたい」


「けっこう。面白い人は大好きだ。おまけに美幼女とくれば文句のつけようがない。まずは仮入部し、気に入ったら居座れば良いだろう。我々は君を歓かん迎げいするぞ。共に活動してこの世を愛で満たし、溢あふれさせよう！　はーっはっはっはっはっはっ！」


「……美幼女？　わたし？」


　と、そんな風変わりな騒そう動どうを経へてハーレム団には森ガールが一名加わったのだった。




　第三話　超水着計画
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　新しい服を買った日は部屋の全身鏡の前でファッションショーをする。クラスメイトの話だとそういう女子は結構いるらしい。せしる先せん輩ぱいも時々やっている。


「柊しゆう一いち君、見てくれ！　今度のは夏色で爽さわやかにキメてみたぞ！」


　振ふり返ると──


「……ぶっ!?」


　レースクイーンがいた。


　突っ込みどころが多過ぎて何から指し摘てきしようか……ひとまず俺は教科書を閉じる。


　ここは俺の部屋で、今は夜九時を回ったところ。俺は自室で宿題をやっていたのだが、隣りん家かからウキウキ笑顔で遊びに来たせしる先輩のショーが勝手に始まってしまった。明日あしたのお出かけの為ために色々買ったから試ためしに着てみたいという。


　お披ひ露ろ目めは次し第だいにエスカレートしていき──まさかレースクイーン（以下ＲＱ）が出てくるとは。


「つくづく予想の斜ななめ上を行く人ですね、せしる先輩」


「そうだろう？　女の中の女であるわたしのボディラインが斜め上に強調され、むしゃぶりつきたくなるだろう？　エロ可愛かわいいと言うか、エロ格好良いと言うか。ウフフッ、こんなに悩なやましげな服を着ちゃって、この子は絶対誘さそっているよな！」


「……何を他ひ人と事ごとみたいに言ってるんです？」


　理解不能の変態先輩ではあるが、見た目は抜ばつ群ぐんなのが厄やつ介かいだ。躰からだにフィットする白と青を基調としたＲＱ衣装はスタイルの良い彼女に凄く似合っているし、また純粋にこういう服を着るのが好きなのだろう──パラソルをクルクル回して先輩はご満まん悦えつだ。


「ウフフッ」


　と、不意に俺のいる勉強机に向かって近づいてきた。教科書とノートを脇わきに寄せ、悪戯いたずらっぽく机に腰こしをおろす。ぽむんっ！　さながらボンネットにお尻しりを載のせる不届き娘むすめだ。


　せしる先輩はそのまま誘ゆう惑わくげに脚あしを組み替かえたりなんかして──


「先輩……」俺は僅わずかに歯は嚙がみした。


「サービスさ。何故なら君がいつも優やさしくしてくれるから」


「要いりませんよ、そんなサービス！」


「そうなのかい？」


「なのですよ！」思わず萌もえキャラのような口調になってしまう俺。


「むむっ？」


　しまった──案の定そこに食い付かれてしまう。


「これはまた新しん鮮せんじゃないか！　萌えキャラ口調の柊一君！　そのギャップに一段とそそられるよ！　うむむむ、何だかわたしもテンションが上がってきたぞっ」


「今までは上がってなかったんですか!?」


「ふふふふーんふーん」


　レース風のＢＧＭをハミングする先輩。……更さらにエンジンがかかるらしい。先輩は前まえ屈かがみになり激しくワキワキしながら発奮する。


「さあ柊一君、イメージしてくれ。今からここはサーキットだ。陽炎かげろうゆらめく灼しやく熱ねつのアスファルトだ。速い。速いぞっ。そこでは色んな物が光の速度で飛び交かっているんだ！　戦う男、それがレーサー！　癒す女、それがレースクイーン！　二人合わせてサーキットの狼おおかみと娘だ！　娘のパラソルが車体に翳かざされる時、火照りに火照った狼の渇かわきは癒され、溢れ出した愛の泉が二人を飲み込む！　いざ、娘めがけて飛び込んできてくれ、柊一君！」


「……そ、そんなに急に一人で盛り上がられてもっ」


　ついて行けませんよ、と冷ひや汗あせ混じりに突つっ込む俺。


　もう夜なのに──近きん所じよ迷めい惑わくである。


「大体何でレースクイーンなんです？　明日出で掛かけるのはサーキットじゃないでしょう。割と意味不明なんですが」


「うむ、それはそうなのだがね……。ノリで！」


　一発食らわしてやろうかと思った。


「冗じよう談だんだよ」


「や、冗談は格好だけにしてください」


「そうだね。正直に言うと明日のお出掛けが楽しみなのさ。気分が浮うき立ち、そのせいで居ても立ってもいられなくなってしまったんだ」


　……それなら微び妙みように解わからなくもない。口を噤つぐんだ俺を見て先輩はニヤッと笑えみ、


「よし、ならば次はあれを着てみよう！　今着ているこれよりも遥はるかにボディラインを強調するやつだから絶対ムラムラする筈はずだ。そして欲よく情じようした君は有う無むを言わさずわたしをベッドに押し倒たおし……」


「もういいっす！」





　さて、何な故ぜせしる先輩がこんなにもはしゃいでいるかと言うと理由があり、それは明日土曜、皆でプールに遊びに行くからだ。俺は経けい緯いを回想する──。


　昨日の休み時間の事である。廊ろう下かの窓から俺がぼんやり雲を眺ながめていると、


　バサッバサッバサッバサッ！


「うおおおっ？」


　……驚おどろいた。いきなり鳩が飛んできて窓の桟さんに留まったのだ。


「て言うか、こいつは苺いちごの伝書鳩じゃないか。確か名前は鳩サブレー……」


「クルックー」


　違ちがうと言いたげな目をされた。


　さておき、何か喫きつ緊きんの用だろうか。モフモフした鳩を抱かかえ上げ、脚に括くくり付けられた紙切れを外してみると──チケットだ。この界かい隈わいで一番大きなプール施し設せつ、『アクアドリーム瀧たき川がわ』の年間フリーパスである。


「これって買うと意外に高いんだよな……。苺のヤツどういうつもりだ？」


　と、困こん惑わくげにフリーパスを陽ひに透すかしていると携けい帯たいに着信があり、


「もしもし」俺は電話に出た。


「わたし。瀧川苺だけど」


「あー、一つ言わせてくれ……」俺は眉み間けんをグリグリ揉もみ、「お前、携帯持ってるならわざわざ伝書鳩を使うなよ！　飛ばす意味が無いだろっ？」


「え？　だけど電波にチケットは添てん付ぷできないし」


「それは確かに……って、納なつ得とくできるか！　普通に手て渡わたせばいい。そもそもお前が携帯を使う事自体どうなんだ。森ガールの事には詳くわしくないが、もっとこう、オーガニックな生き方を目指してるんじゃないのか？」


「でもわたし、デジガジェ好きだし」


「……何だと？」


　意外なカミングアウトをされる。


「森にお散歩に行くでしょ？　小鳥達の囀さえずりを聴ききながら、スマートフォンでぱしゃぱしゃ写真を撮とるのね。で、その場でブログにアップして、更こう新しんした事をツイートして」


　呟つぶやきは若じやつ干かんポエム風にね、と付け加える苺。


　……変な森ガールである。


「とにかくこれだけは言わせて。ブルートゥース通信機能がある携帯って、超便利！」


「言わなくていいよそんな事は！」


　という俺の突っ込みもどこ吹ふく風、電話だと妙みように雄ゆう弁べんな瀧川苺は、多機能携帯の現状について喋しやべる喋る……とりあえずフリーパスに関する話はその場では聞けず終じまいで。


　そして放課後。


　ハーレム団の部室──。


「ふんふん、つまりはそういう事か！」


　せしる先輩が瞳をパッと見開き、元気良く指を二本立てた。指の間には俺が貰もらったのと同じフリーパスが挟はさまれており、言葉少なの森ガールの意図を瞬しゆん時じに洞どう察さつしたらしい。


「おー、ぱちぱちぱちぱち」


　と、彼女を囲んでお茶とケーキをぱくついている俺、みつけちゃん、かへらへ、苺の四名が拍はく手しゆする。先輩は見ていて本当に飽あきない人なのだ……。が、


「何か今日のお菓か子し、すっごい美お味いしくなーい？」


　と、脳天気娘かへらへが口の周りをケーキの食べ滓かすだらけにし、ホクホク顔で横よこ槍やりを入れてきた。この人、空気を読まない事には定評がある。


「とっても美味しいです」相あい槌づちを打つみつけちゃん。それに味を占しめたかへらへは、


「美味しくない？　美味しくない？　美味しくなくなくなくなくなーい？」


「うざっ！」


　俺は楽しげに舞まい上がるかへらへを見やり、こいつは小学生か、と汗を拭ぬぐうが、


「……うん、今日は銀座の老舗しにせのやつを持ってきたし」


　苺は苦く笑しよう混じりにサラリとやり過ごし、精神年ねん齢れいはかへらへより高そうなのだった。


「美味しくなくなくなくなくなくなくなくなくなくなくなくなくなくなくなくなーい？」


　だが、本当に自重しない女かへらへは未まだ陽気に続けている。将来大物になりそうだ。


「十五回」不意に先輩が言う。「かへらへ君、それではまずいという意味になる！」


「あー！　間違えたー！」


「『なく』が奇き数すうだと否定。偶ぐう数すうだと肯こう定ていになるからね」


「……流石さすが涼すず風かぜさん。スルーせずに受け止めたっ」


　と、感心げに言う瀧川苺。そこは別に褒ほめるところではない気がするが──


　ともあれ、先日の騒そう動どうの後ハーレム団に入った苺はもうすっかり場に馴な染じんでいた。


　若干ボソボソした喋り方は相変わらずだが、醸かもし出す雰ふん囲い気きは緩ゆるやかで表情も和なごんでいる。お嬢じよう様さまなので持参するお菓子のレベルも高く、そういう意味でも貴重な人材だ。


「さておき、せしる先輩。一体何が解ったんですか？」俺は話を本筋に戻もどす。さっきはこれ見よがしにフリーパスを指に挟み、得意の洞察を得たような仕草をしていた。


　すると、


「苺君の気持ちだよ」


　そんな意外な事を言う。


「プールが嫌きらいな訳ではなかったんだね。君は……そう、泳ぎたかった。本当は泳げるようになりたかったんだろう？」


　瞬間、苺は瞠どう目もくしてビクンと躰を強こわ張ばらせた。先輩に心の内奥を言い当てられた者特有の仕草だ──とは言え、穏おだやかに光る先輩の双そう眸ぼうを見て安心したらしく、


「実はわたし、子供の頃ころから金かな槌づちで……」


　小声で語り始めた。


　泳げないの、と。


「だけど、お家がプールやってるのに泳げないなんて変でしょ？　そんな風に周りの子達にからかわれるうちに、段々プール自体がイヤになっちゃって……」


　それで《森》の道に足を踏ふみ入れたという。


　そう、彼女が森ガールになったのは一種の反動みたいなものだったのだ。つまりは海やプール等の水要素から距きよ離りを取ろうとした結果であり、他者の目を気にして自分を過か剰じように演出していた。ちょっと演出過多な気もするが、きっと感受性が豊かなのだろう。


　ともかく、自分の気持ちを誤ご魔ま化かすのはもうやめたい！　と苺は強く思い、そして自分でそう決めたのなら、それは何より尊重するべき事だ。


「……お家プールなんだもん。わたし、ホントは泳げるようになりたい」


「そうか、よくぞ打ち明けてくれた！」先輩は力強く頷うなずき、「きみがやりたいと思うなら、誰だれの目も気にする事はないんだよ。自分というものに目覚めた君の前ぜん途とにはきっと栄光が待っている。好きな事を好きなようにやりたまえ。我々は全力でそれに協力しよう！」


「……とりあえずわたし、泳げるようになってみせる！」苺はグッと拳こぶしを握にぎった。


「ボク、お手伝いします！」


「わたしもー！」


　皆みんながプールフリーパスを掲かかげて賛同の意を示し、俺も指に挟んだそれを振ふってみせる。泳ぎの基本くらいは教えられるだろう。かくして明日あしたの土曜、全員で大型プール『アクアドリーム瀧川』に繰くり出そう！　という運びになったのだが──


「ん？」


　ふと見ると部室のドアが僅わずかに開いていて、思わずギョッ。隙すき間まから水みず谷たに詩し緒お里りがこちらの様子を窺うかがっていた。


　……例によって監かん視しか？　俺の視線に気づいた詩緒里はサッと身を引いて姿を隠かくす。


「待てよ、詩緒里！」


「ま、待つわ！　ここから充じゆう分ぶん離はなれたらそこで待っているわ！」


「じゃあ待てない！」


　また妙な悶もん着ちやくが起きたら堪たまらないので、俺は詩緒里を追って部室を飛び出した。


　部室棟とうの狭せまい廊下は全力疾しつ走そうには向かない。そのうえ焦あせっていたから詩緒里は角を曲がった瞬間、足を滑すべらせて前のめりに転び、素す早ばやく反転して起きようとするが──


「キャアアアァッ？　柊一君、危ないっ！」


「危ないのはお前だろっ!?」


　勢いが付きすぎて止まれないのだ。このままだと詩緒里を踏みつける──思い切りジャンプすれば飛び越こす事は可能か？　否いな、失敗したら大だい惨さん事じになるだろう。という訳で、


「うおおおっ！」


　手前で転ぶ事に。……威い勢せい良く雄お叫たけびをあげているが転んだだけだ。そして痛い。


「きゃっ？　ふゃああぁっ!?」


　と、何か変な声が聞こえたが問題ない──彼女に怪け我がをさせないよう、入念に気を配ったからだ。俺の膝ひざ頭がしらは床ゆかに激しく打ち付けられてズキズキ痛んでいるが、逆に言うとそれは彼女にダメージが無い事を意味する。


「痛ううう……。怪我ないか、詩緒里っ？」掌てのひらがビリビリ痺しびれた。


「え、ええ、わたしは平気よ。ありがとう柊一君。あなたこそ怪我しなかった？」


「この程度でするかよ」


　本当はしているかもしれないが構わない。詩緒里が無傷で何よりだ。


「ン、それはそうと柊一君」


　と、不意に彼女の声が冷れい徹てつなトーンに変へん貌ぼうし、


「こんな所で、わたしを組み敷しかないでもらえる？」


「何？」


　痛みに顰ひそめていた顔を元に戻せば──俺の躰からだの下には床に仰あお向むけの詩緒里がいた。


　長く豊かな栗くり色いろの髪かみが部室棟の床に乱れ広がり、瞳ひとみは半ば潤うるんで、頰ほおは林りん檎ごのように紅潮している。降こう伏ふくのポーズさながら無防備に両手を広げて俺を受け入れており──組み敷く──そう、確かにそんな風に表現できなくもなかった。


「ふ、ふん。……こんな風にいやらしい事を明日のプールでもするのでしょう？」


　俺の躰の下で、ついっと黒目だけ逸そらして詩緒里が言う。


「あなたって、変態ね！」


「はあ？　何でそんな事を言うんだよ。これはアクシデントだろうが。わざとやった訳じゃねーんだよ」むしろ守ってあげようとしたのに。


「わ、解ってるけれど」詩緒里は拗すねたような小声で、「あなた最近、涼風さんの事ばっかりなんだもの。もっと構ってほしいわ……。って、な、何でもない！　大体こないだのプリン騒動の時だってそうよ。らしくもなく、あんなに積極的に動き回っちゃって。普ふ段だんは何でもクールにこなすくせに！」


「お前、何を言ってるんだ？」俺はマイペースなだけでクールではない。「頭でも打ったのなら病院に連れていくが……マジで大だい丈じよう夫ぶか？」


「へ、平気よっ！　それよりあなた！　恋れん愛あい勝負の件はどうなってるのかしらっ？」


「……はい？」


　話題が思わぬところに飛び火し、不ふ穏おんなムードが一気に高まった。


「いいこと？　忘れないでほしいのだけれど、あなたとわたしは敵同士なのよ？　恋愛勝負というリングでボコボコに叩たたきのめすべき恋こいのサンドバッグなんだから、馴なれ合いはやめてほしいわね。もっと積極的に勝負を仕し掛かけてきてくれるっ？」


「はいはい、勝負……ね」正直忘れかけていた。が、


　何だかんだでその語感は男の闘とう争そう本能を刺し激げきする。俺の手にグッと力がこもり──すると突とつ然ぜん詩緒里が、


「──ひゃああうっ？」


　と、凄すごい声をあげた。


「おい、どうしたっ？」


　思わず目を瞠みはる俺だが、ふと自分の左手を見て慄りつ然ぜんとする。いつの間にか詩緒里の胸を鷲わし摑づかみにしていたからだ。


　成なる程ほど、そういう事か。床にしたたかに打ち付けた右の掌と異なり、左は何だか柔やわらかいと思っていたのだが、道理で──


（って、納得してる場合か！　クソッ、詩緒里の……揉もんでしまった！）


　いくらマイペースな俺でも動転する事はある。慌あわてて手を離はなしたが後の祭りだ。


「許さないわ……」


　詩緒里は柳りゆう眉びを吊つり上げ、瞳に涙なみだをいっぱい溜ためて言う。


「わたしなんか今年の水着、まだ買ってもいないのに……！」


「は？」


　意外な台詞せりふだった。


　と言うか、状じよう況きように合った発言ではないと思うのだが、ひとまず俺は話を合わせる。


「水着ってお前、体育で着てたじゃないか。あるだろ、ちゃんと」


「ふんだ、あれはスクール水着でしょうっ？　わたしが言ってるのは遊びに行く時に着ていくやつの事よ！」


「どこかに遊びに行くのか？」


「べ、別にそういう予定はないけれどっ……」


「何だそりゃ？」


　詩緒里はキュッと口を噤つぐみ、意固地な沈ちん黙もくが立ちこめる。さっきから何か様子が変だ。唐とう突とつに恋愛勝負の話を持ち出してきたり、水着がどうとか言い出してみたり。


　ふと胸に伝わってくるものがある──もしかしてこいつ、俺達と一いつ緒しよにプールに行きたいんじゃないのか？


「あー……だったらこれから買いに行くか、水着？」俺は鎌かまを掛けてみた。「行くのは明日だからな。急いで準備しないと」


　詩緒里はこくんと無言で頷いた。


「やっぱそうだったか……。よし、だったらお前も一緒に行けるように俺から苺に頼たのんでおいてやるよ。一人や二人増えたところでどうって事ないと思うしな」


「や、やったあ……！」


　詩緒里は嬉うれしげに顔を綻ほころばせ、俺も釣つられて笑顔になる。良かった良かった。


　が、彼女はすぐに凜り々りしくキッと唇くちびるを引き結び、


「で、でも勘かん違ちがいしないで頂ちよう戴だいっ？　わたしがあなた達とプールに行きたいのはいやらしい事をしないように監視する為ためなんですからねっ？　酒池肉林の破は廉れん恥ちパーティを未然に防ぐ為なんだから！」


「何パーティだって……？　聞き取れなかった。お前ってほんと語ご彙いが豊富だな」


「う、うるさいわね！」


　ともあれ。


　それから俺と詩緒里は二人でデパートの水着売り場をあちこち回ったのだった。今日中に選んで買わないといけないのだから、ウカウカしている暇ひまはない。


　とは言え、女性用水着売り場に制服姿の男子がいたら当然それなりに目立つ訳で──


「なあ詩緒里、早く決めてもらえると助かるんだが」女性客の視線が痛かった。


「ダーメ！　わたしはね、何にでも腰こしを据すえて取り組むタイプなの」


「そう言われてもな……。ん、あれなんかどうだ？　白くて凄い綺き麗れいなんだけど」


「どれどれ？　って、ちょっと！　あんな大だい胆たんビキニ、着れる訳ないじゃないっ！」


　あれじゃ殆ほとんど裸はだかだわっ、とぷりぷりする完かん璧ぺき系美少女。俺がその場しのぎに指差した白の三角ビキニを冷ややかに一いち瞥べつし、それとは百八十度テイストの違う花はな柄がらのワンピース水着を持って試着室に向かう。


　着き替がえるのを待つ事しばし──やがて試着室のカーテンがゆっくりと開き、


「ど、どうかしら柊一君？　いかが……？」


　花柄ワンピース水着の詩緒里が現れ、モジモジしながら俺を上うわ目め遣づかいで見た。


「似合ってるよ。それで良いんじゃね？」可愛かわいかったので素直に褒ほめた。


「……何だか淡たん泊ぱくね」


　やっぱりもっと大胆なやつにするわ、とツンと唇を尖とがらせて言う詩緒里。俺の返答の何が気に入らないのだ。


　と、いきなり隣となりの試着室のカーテンがシャッと開き、意外な人物が飛び出しきた。


「ならば、わたしの水着はどうだね！」


「……はいいいい？」


　驚おどろいた事にせしる先せん輩ぱいだ。詩緒里のと同じ水着を身に付けて不敵に笑んでいる。


「せしる先輩っ？　何な故ぜここにいるんですかっ？」


「ふっふっ、何故だと思うね？」


　先輩が横の試着室に向かってパチンと指を鳴らすと、


「にひひー、わたしのはー？」シャッ！


「ボクのはどうでしょうかっ？」シャッ！
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「……わたしのもっ」シャッ！


　かへらへ、みつけちゃん、苺の三名が隣となり合った試着室から順番に登場し、俺と詩緒里はタラッと汗あせをかく。何だよ、みんなも水着を買いに来ていたのか……。


「もうっ！　いつもいつも何なのよ、あなた達はーっ！」


　案の定、詩緒里がせしる先輩にヒステリックに嚙かみ付いてその場はドタバタ騒さわぎに。


　詩緒里は何とか水着を買えたようだが、例によって怒おこってしまい、結局どれを買ったのか教えてくれなかったのだった。





「ねえ柊一君、どうしたんだ？　そんなにぼうっとして？」


　ハッ──と、そこで俺はようやく我に返る。


　ここは俺の自室だった。些いささか長い回想だったらしい。眼前の勉強机に腰をおろして所在なくパラソルを回しているのはレースクイーン姿のせしる先輩である。


「や、少し昼間の事を想い出してました」


「わたしとしては物思いに耽ふける柊一君の姿を存分に見れて、甘美な時間だったがね。ウフフッ！　くねくねと悶もだえてしまいそうになったよ！」


　またそんな変態発言を……と思った矢先、先輩の携けい帯たいから着信音がした。


「む、メールが来たようだ。ちょっと失礼」


　携帯を取り出して一読する先輩。俄にわかに表情がシリアスになった。


「どうかしたんですか？」


「いや、大した事ではないのだがね、フィーバーフュー博士の件で少々」


　一いつ瞬しゆん何の話題か解わからなかったが、「ああ、例の脱だつ獄ごく事件の……」


　そう言えばそんな事もあったっけ。もうすっかり解決した気分になり忘れていたが。


　……何か動きがあったのだろうか？


　俺は訊きいたが、先輩は不思議なくらい煮にえ切らない態度だ。


「大した事ではないんだよ。ただ、ｖｄＢ１４２のバグ探査アプリがちょっとだけ妙みような動きを……。って、ううん、もうやめよう。ここで心配していても埒らちが明かない。大切なのは過去より未来さ。今は明日あしたのお出で掛かけの事だけを考えていようじゃないか！」


　微び妙みように良い台詞で話を逸らされた。


「ともかく、明日のわたしの水着姿、期待していてくれ！」


　今夜はベッドの中でたっぷり艶あで姿すがたを妄もう想そうしてくれると嬉しい！　と最後は極きわめつけの変態台詞をかまし、先輩は屋根伝いに隣の涼風家へ帰っていったのだった。
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　そこに続く道路沿いにはエキゾチックな椰や子しの木が野放図なくらい並びに並び、陽気な常とこ夏なつの世界へと誘いざなうようである。


　常夏──そう、アクアドリーム瀧川は春夏秋冬、雨天炎えん天てん、いつ来ても南国気分を味わえる、近辺最大の三階建て屋内温水プールだ。俺もいつかは来たいと思っていた。


「でも良いのか？」俺は苺に訊いた。


「……良い」


「質問の中身を訊く前に答えるな！　いや、でも本当に構わないのか？　わざわざ貸し切りで使わせてくれるなんて」


「……今、レストランの改修工事中だから」


　とまあ、そういう事らしい。


　少し前から休館中だったが、工事の大掛かりな部分が一区切りついた事と、苺を溺でき愛あいする父親の計らいで、特別に１Ｆと２Ｆだけ開放してもらったのだ。レストランがある３Ｆは立ち入り禁止だが、それでもこの広さをこの人数で独どく占せんできるのは僥ぎよう倖こうだ。


　本日土曜──。


　現在時刻はもうすぐ十一時になるかならないかというところ。


　俺は既すでに水着に着替え終わり、プールサイドで皆みんなが来るのを待っていた。


　女子連中は今いま頃ごろガヤガヤお喋しやべりしながら楽しげに着替えているに違いなく、一方の俺は既にのんびり気分でデッキチェアに腰こし掛かけ、脚あしなんか組んでたりして──


　眼前に広がるのは未いまだ手つかず、波一つ生じていない貸し切りプールの水面だ。建物はフロストガラス張りの自然光を多く取り入れる設計で、天てん井じようが高く、隣のエリアには巨きよ大だいなウォータースライダーがある。所々に南国風の観葉植物が置かれ、リゾートムードを促そく進しんする良い眺ながめだ。すっかり優ゆう雅がな気分になってしまう俺だが──


「ばっびゅうううーん！」


　物もの凄すごい飛沫しぶきがあがり、俺のところまで水が飛んできた。……優雅な気分台無し。


「イェーッ！　一番乗りーっ！」


　ぷはっ、と水面から顔を覗のぞかせたのはかへらへだ。飛び上がるように水からあがると俺の前で独こ楽まのようにクルクル回って、


「見て見て柊一君っ、わたしの水着姿ーっ！　スク水だよ、スク水ーっ！」


「……見れば解るよ。て言うか、知ってるよ。体育の時間に学校で着てただろうが」


「あう？　そう言えばそうだっけー」


　かへらへの頭は常時ふわふわタイムである。


　とは言え、こういう時でも地味にお洒しや落れ眼帯を欠かさないのは流石さすがなんちゃってパンクロッカー──と俺がふわっとしたフォローを入れようとした時、やっと皆が姿を現した。


「柊一さぁん！　お待たせしましたーっ」


　俺に向かい、ぱたぱた手を振ふっているのはみつけちゃんだ。思わず目を瞠みはったのはみつけちゃんがパレオの付いた可愛いツーピース水着姿だったから──だけじゃない。


「あ、あれ……？　何だろう。俺の目の錯さつ覚かくか？」


　目元を手の甲こうで擦こすり、やってきたみつけちゃんをまじまじと見る……。


　おかしい。


　みつけちゃんに胸がある。


　とても慎つつましいサイズではあるが──しかしこれではどこからどう見ても女の子だ。いや待て。元々みつけちゃんって女の子じゃなかったか？　女の子が男の娘こを演じている設定だったのでは……と俺が頭を押さえて惑わく乱らんしていると、


「入れちゃいました、パッド！」


　そう言ってみつけちゃんは明るく微笑ほほえむのだった。ああ！　成程！　と俺は切せつ羽ぱ詰つまった顔で得心するが、どうコメントすべきか解らない。


「夢だったんです。ずっとこれ入れるの」


「そ、そうなのか……」


「柊一さんのおかげで、また一つ、夢が叶かなっちゃいました！」


　そんな幸せそうな笑え顔がおを見せられると思わず惚ほれそうに……って、だからみつけちゃんは男の娘だと言っているだろう。俺は頰ほおを張って正気を奪だつ還かんし、思い出す──。


　みつけちゃんは水泳の授業が苦手だと言っていた。だから苺に共感してプリン騒そう動どうを引き起こしたのだが、水泳嫌ぎらいの理由は苺と異なる。貧乳を見られるのが嫌いやだったのだ。


（……って事だったよな、確か？）


　だが今日は誰だれに気き兼がねする必要も無いだろう。何故ならここにいるのは変人揃ぞろいのハーレム団。俺も含ふくめて常識人もいる事はいるが、基本的には多様な価値観を持っている。


「自由にやればいいよ」


「はい！」


　みつけちゃんは飛び切りのピカピカ笑顔で俺に頷うなずき、かへらへとハイタッチ！　その様を隣で瀧川苺がおしゃまに微笑んで見ている──俺と目が合うとボソッと訊いてきた。


「……柊一君。わたしの水着、どう？」


　苺はフリル付き子供水着を爽さわやかに着こなしていた。幼児体型ぶりはかへらへと良い勝負だが、腰に巻いた浮うき輪わが茸きのこを思わせるデザインでお洒落だ。


「悪くないんじゃね？　俺は可愛いと思うけど」率直に言うと、


「……ッ！」


　途と端たん、何故か苺はぽわっと顔を赤くした。林りん檎ご色いろの唇くちびるに指を差し入れてピイーッと笛を吹ふくと、屋内プールの高い天井を影かげがよぎり──


　バサッバサッバサッバサッ！


「やめろ！　鳩はとをけしかけるな！」


　ツンツクツンツクと頭を啄ついばんでくる鳩。……俺が何をした。


「……お、女の子に面と向かって、そんな事を言っちゃダメッ」


「はあ？　何でだよ!?」


「だってそんな事……解ってるもん！」


　デコピンしてやりたくなった。


　さておき、苺に鳩を追い払はらってもらうと、俺は自身に二対の視線が向けられている事に気づく。せしる先輩と水谷詩緒里だ。


「柊一君っ!!」


「何ですか!?」


　せしる先輩の声に思わず大声で返したのは動どう揺ようの表れだ。俺ともあろう者が──クッ、何て事だ。今年初めて見る先輩の水着姿はいつにも増して眩まばゆい。


　黒の三角ビキニだった。デザイン自体は普ふ通つうだが、彼女は高校生離ばなれした胸の持ち主だから色々と凄すごい事になっている。半はん端ぱじゃなく……エロ可愛い。


「どうだね柊一君、わたしの水着は似合っているだろうか？　君に見せたくて、迷って迷って迷いまくって選んだのだが……。うむ、黒い色は自分でも好きなんだ。この水着、自分なりにポイントが高いのはギリギリの節度を保っている点だと思う。その辺り、柊一君好みだろう？　君の目を存分に楽しませつつ、それでいて男の一番の愉たのしみである妄想の余地を残すよう、恥はじらいながらも大だい胆たんに心配りしたつもりなのだが」


「要いりませんよ、そんな重い心配り！」


「そんなに重くないよ。あの、抱だいてみるかい……？」


「遠えん慮りよします！」


　それにしても今日のせしる先輩は本当に可愛い。理由はやはり恥じらいか？　そう、普段なら腕うで組ぐみして仁に王おう立ちしていそうな場面だが、流石にこの格好は大胆過ぎてそうもいかないらしい。


　俯うつむきがちの顔を火照らせ、黒くろ髪かみをサラリと後ろに流し──その照れ隠かくし的な仕草が俺の心を搔かき立てる。生白い肢し体たいにまとわりつく黒水着はゾクッとするくらい魅み力りよく的で……。


　だが目を奪うばわれている暇ひまはない。


「ちょっと柊一君！　わたしの方も見てくれないかしらっ？」


　と、今度は詩緒里が飛び出してくる。心臓がドクンと打ったのは彼女が訳ありの水着を着ていたからだ。


「お、お前それ……！」


「な、何よ柊一君っ。変な目で見ないでくれるっ？」


　詩緒里が着ていたのは白ビキニ──それは昨日、俺が水着売り場で選んだやつだった。


（大胆過ぎて着れないとかあの時は言っていたのに……！）


　詩緒里の水着はせしる先輩に匹ひつ敵てきするセクシーぶりで、一瞬生まれたままの姿に見える程ほどだ。真っ白な肢体に白水着は肌はだに溶とけ込むようで生々しく、室内光が肌を陶とう器きのように照り輝かがやかせる。


　クソッ、何だろう。俺の選んだ水着を着てきてくれたというこの高こう揚よう感かん。


　俺の為ために恥ずかしいのを我が慢まんして──


　胸が激しくザワザワした。


「べ、別にあなたの為に頑がん張ばってセクシーな水着にした訳じゃないわ！　もう高校生なんだから、少しは挑ちよう戦せんしなくちゃいけないと思っただけよっ。本当なんだから！」


「そう……なのか」


　沸わいていた頭が冷える。ちょっと自じ意い識しき過か剰じようだったかもしれない。


「よーし！　それじゃ早さつ速そく泳ごーっ！」


　かへらへが天に拳こぶしを突つき上げてジャンプした。
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「まずは水に顔を付ける練習だ。三秒耐たえてみろ苺。一、二、三で、プハッだ」


「一、二……ぶぼっ!?」


「ぶぼっ！　じゃない。あと一秒頑張れ」


「……ヒイ、ヒイ、ヒイ、ヒイ」


「え？　今のでそんな怖こわかったの？」


　筋金入りの水嫌ぎらい瀧川苺──小動物みたいに浅い呼吸を繰くり返して早くも涙なみだ目めである。


　俺は苺と一いつ緒しよにプールに浸つかっていた。今日の目的であるところの泳ぎの練習だ。


　ここの水みず嵩かさは俺の臍へその辺りまでしかなく、溺おぼれる危険は微み塵じんも無いのだが、とにかく苺は水がダメ。今日はひとまず慣れるのが目標だと思いつつ、俺はレクチャーを続ける。


「……わ、わたし絶対頑張るんだもん！」


「おう、その意気だ」


　俺の周りでは先せん輩ぱいとみつけちゃんとかへらへの三人が苺を応おう援えんしていた。


「頑張って下さい、苺さんっ」ぽむぽむと手を慣らして励はげますみつけちゃん。


「イエーッ！」かへらへは無む駄だにテンションが高い。「ウォーッ！」何がウォーだ。


「柊一君に教えてもらえるなんて、君は幸せ者だぞ苺君！」


　せしる先輩は巨大な浮き輪に仰あお向むけに乗っかり、優雅にプカプカ浮かんでいる。


「怖い物から遠ざかる行動は逆に恐きよう怖ふ感かんを強める。これは心理学の定石なんだ。心を開いて受け入れたまえ。さすれば水は心ここ地ち良い物に変わるだろう」


「一、二……ぶへっ!?」


　耳に入ってなさそうだった。


　その後バタ足の練習に移行した。俺が苺の両手を握にぎってプールを右往左往──ライン引きでグラウンドに白線を引くように苺で水面に飛沫の軌き跡せきを描えがく。


　泳いでる感を味わえているのだろうか、これには苺もご機き嫌げんだ。つぶらな瞳ひとみを興奮に燦きらめかせて水を蹴けっている。


「ばっしゃんばっしゃんばっしゃん！」


「うむ、柊一君に手を繫つないでもらえるなんて、本当に幸せ者だぞ、苺君は！」


　巨大浮うき輪に今度はうつ伏ぶせに乗り、せしる先輩がプカプカ俺の横を流れていく。


「優やさしい柊一君と、それを見守る優しいわたし。ふふ、とても幸せな気分になる」


「何を言ってんだか……」


　相変わらず独自の世界に浸ひたっているようだが、幸せならばそのままにしておこう。


　さて、遠くに目をやれば、こちらとは打って変わって躍おどり上がる水みず飛沫しぶき──泳ぎ上手の完かん璧ぺき系美少女が得意のクロールでプールを往復していた。


　そう、詩緒里は俺達の変態行こう為いを監かん視しするという名目で遠くにいる。遮しや二に無む二に泳ぎながら時折チラッとこちらを見ているが──


「ふんふん、しおりん君の事だ。恐おそらく挑ちよう発はつしているのだろう」


「挑発？」


　詩緒里の動作から心を読んだらしい。先輩の洞どう察さつ力の鋭するどさは折り紙つきなのだ。


「ふふ、何事にも抜ぬかりのない彼女の事だからね。ああやって一いつ生しよう懸けん命めい泳ぐ様を装よそおい、君の気を惹ひこうとしているのだろう。具体的には脇わきを見せている！」


　とても変態的な洞察だった。


「だって普通のクロールではあれ程ダイナミックに水を搔かないよ。きっと君を脇フェチの道に引き摺ずり込もうとしているに違ちがいなく──グラビアなんかでも女性が脇を見せ付けるポーズはよく見かけるものだからね！　だがしかし、何な故ぜ世の男の方々は女の脇に惹かれるのか？　これはやはり普段は隠されていて見えないという点がポイント高いだろう！　お臍やうなじや舌なんかもそうだが、いずれもフェティシズムの対象となっている！　何にせよ、しおりん君はやり手だな。男を惑まどわす術を知っているよ！」


「……あ、あのーっ」


　突とつ然ぜん怒ど濤とうの如ごとく飛び出してきた変態分ぶん析せきに流石さすがの俺も圧あつ倒とうされた。


「いやはや、意図せずやっているとしたら、しおりん君はまさに天然の男殺しさ！」


「や、もういいですって」


　類たぐい稀まれな洞察力を持つせしる先輩だが、俺達の事となると変態方向へ傾けい倒とうしがちだ。


「ふっ。だがまあ、後で彼女のところにも行ってくればいい」


「先輩？」


　肩かたを竦すくめて意外な事を言うせしる先輩。少し憂ゆう鬱うつげに可愛かわいくウインクしながら、


「わたしはそんなに器うつわは小さくないつもりだぞ柊一君？　女の中の女……何せハーレムを作る程の女だからな！　少々のつまみ食いには目をつぶるというものさ。そもそも君みたいな最高の男をわたしだけが独どく占せんしているのは地球資源の面から見てもフェアではないだろう。酔よわせてくれば良い──。君の魅力で、しおりん君を」


　……いつもの事ながら何を言っているんだろう。


「でも、ちょっとだけだぞ？　食前のアペリティフ程度にして、主菜にはわたしを……」


　顔を赤らめてモジモジし始めたので、この辺で放置した方が良さそうだ。


　さておき──今の発言からも解わかる通り、先輩は詩緒里を嫌きらっている訳ではない。詩緒里は先輩を目の敵にしているが、先輩はむしろ対立を面おも白しろがっている節がある。プールに詩緒里の同行を申し出た時もあっさり承しよう諾だくし、挙げ句こんな事を言っていた程だ。


「ふんふん、想定通り！」


「……突とつ然ぜん何を？」


　俺は面食らう。


「また何か変な事を想定してたんですか？」


「変な事ではないさ。些いささか上う手まく運び過ぎた感はあるが、わたしの目もく論ろ見みは達成されたという事だよ。偶ぐう然ぜんも作用したが、望みは叶かなったと言って良いだろう！」


「や、話が全く見えてこないんですが……」


「端は折しよりすぎたらしいね。要はこういう事だ」


　黒髪をサラリと搔き上げて先輩は語る。


　隙すきあらばハーレム団にちょっかいを出してくる彼女の事だから、この手のイベントには必ず絡からんでくると思った。だから多方面に働きかけた。大規模プールを経営する瀧川家のお嬢じよう様さま・苺を助けてあげたり、泳ぎの特訓に協力したり……。


　勿もち論ろん偶然も作用した。こうして貸し切りプールで遊べるようになったのは想定外の幸運だったが、そこに詩緒里が食い付いてきたのは当初の想定通り！　という事らしかった。


　俺は眉まゆを顰ひそめて思う。


（例によって独特の思考を巡めぐらせていたらしいが……でも何だってわざわざ詩緒里を食い付かせる必要があるんだ？　詩緒里は生徒会の一員だぞ。俺はともかくハーレム団にとっては歓かん迎げいすべき人じゃない筈はずだが──）


　すると先輩はお茶目顔でこんな事を言うのだった。


「だって、水着ギャルは最高だからね！」


「……はい？」


　って、うむむ。その台詞せりふは最近どこかで聞いたような？


「高校生活といえば水泳！　青春といえば水着！　要はそういう事さ。しおりん君の水着姿も悪くはないが、やはりわたしの方が良いだろう？　わたしの方が悩のう殺さつボディだ！」


　またそんな淫いん蕩とう台詞をしゃあしゃあと……と呆あきれ半分の突っ込みを入れようとした俺だが、突とつ如じよ脳のう裏りに閃ひらめく物がある。


「……あっ！」


　思い出した。


　あれは学校からの帰り道、吉よし村むらと一緒になった日の事だ。体育の水泳の話になり、吉村はこんな事を言ったのだった。


　──詩緒里様の水着姿、ぶっちゃけ凄すごかったな。マジでやばかった。悩殺ボディ！


　それに対して先輩は何かよく解らない事をしていた。あの時は例によって理解不能だったが、確かこんな事を言っていた筈だ。


　──わたしだって脱ぬいだら凄いという事だよ、きみ。水着比べは望むところなのさ！


（おいおいおいおい、何てこったよ！）


　どうやら先輩は詩緒里と自分のどちらの水着姿が凄いか、俺に見せようと企くわだてていたらしい。悩殺比べ──と言葉に出すと阿あ呆ほらしいが、結果から鑑かんがみれば何だかんだで全すべてが計画通り運んだ事になる。あの時から全てを計算して……？


　俺が呆あつ気けに取られていると、先輩はクスッと淑しとやかに笑んだ。


「わたしは只ただ、君に悦よろこんでほしかっただけだよ」


　そんな事を言う。


「水着の女は多ければ多い程良いものだろう？　水着ハーレム！　そしてしおりん君も間違いなく、学園最高の美少女の一人だからね」


　そこは公平に認めているらしい。意外と詩緒里を気に入っているのかもしれない。


「つまりだね、柊一君。わたしは君に最高のプールで、最高の水着イベントを体験して欲しかったのさ！」


　……そういう事か。


　今の発言でこれまでの全てが明らかになった。天才の思考──アーモンド型の瞳でウインクしながら可愛らしく結論付けていたが、内容はかなり途と轍てつもない。


　最高の舞ぶ台たいで、最高の水着ハーレム──


（ったく、何でそんな見当違いの変態計画をわざわざ俺の為ためにっ）


　彼女は天才で変態だから、仕方無いと言えば仕方無いが……。


　深呼吸して冷静さを取り戻もどした。


　ふと目に入る光景がある。


　苺の練習に付き合う俺達から離はなれた場所では水谷詩緒里が尚なおもクロールしつつ、チラチラこちらを見ていた。その表情は少し切なげで、水着ハーレムには些かそぐわない。このまま一人で泳がせておくのはいかにも冷たいだろう──詩緒里も何かきっかけが欲ほしいのかもしれない。


「先輩、俺ちょっと行ってきます」


「では苺君の特訓はわたしが代わろう」


　摑つかんでいた苺の両手をせしる先輩に託たくした。


「……良いんだ、柊一君。思う存分、楽しんできたまえ」


「や、そんなに潤うるんだ目で見ないでくださいよ……。詩緒里を呼んでくるだけですから。監視なんて言ってますけど、あいつも多分こっちに混ざりたい筈なんで」


　さっさと連れてこようと思い、俺は詩緒里の許もとへ向かう。





「ふんだ！　ようやくお出ましね柊一君っ。待ちくたびれたわ！」


　詩緒里は一いつ瞬しゆんパアッと飛び切りの笑みを見せたが、すぐに両手を腰こしに当てて好戦的な態度に早変わり。さっきのスマイルは幻げん覚かくだったのか。


「それじゃ、今からが恋れん愛あい勝負インザプールの第二ラウンドよ！　学校では追い抜かれちゃったけれど、今度は絶対に負けないわっ。圧あつ倒とう的てきなスピードを見せ付けて、わたしの魅み力りよくをイヤっていうくらいアピールしてあげる！」


「うーむ……」


「うーむって何よ？」


　一いつ緒しよに苺の特訓に混ざりたいのでは？　そんな俺の予想は物の見事に外れていた。


　清く正しい性格の人だから苺に泳ぎを教えたくない訳ではないのだろうが、それ以上に闘とう争そう本能が勝まさるようだ。面めん倒どうな事になったな、と俺が頰ほおを搔かいていると、


「二度と勝てるなんて思わないでね、柊一君。わたし凄く沢たく山さん練習したんだから！」


　高こう慢まんげにクンッと顎あごを反らしてそんな事を言ってくる。


「練習したのか。あれ？　でも学校のプールって水泳部しか使えない筈だろ？」


「家で練習したに決まってるじゃない」


「家？　風ふ呂ろ場ばで？」


「そんな訳ないでしょう。フローリングの床ゆかの上でよ。うちのお風呂はそんなに広くないわ。何時間も練習したからおなかが擦こすれて、今朝は跡あとを消すのが大変だったの……って何を言わせるわけっ？　ホラ、さっさと泳ぐわよ！」





　俺は詩緒里にせつかれるが儘ままに競泳で対決した。


　それも一度や二度じゃない。泳ぐのを止めると死ぬマグロさながら俺達は二十五メートルプールをひたすら往復。元々勝負に乗り気でなかった俺は本気を出せず、詩緒里についていくのがやっとだ。


　とは言え、勝負好きの彼女は一向に満足しない。水飛沫をキラキラ撒まき散らし、物もの凄すごく嬉うれしそうな笑え顔がおを浮うかべ、このまま永遠に泳ぎ続ける気か？　俺は疲つかれてきたのだが。


「ふんふん、柊一君。メロンソーダを飲まないかい？」


　俺がなかなか戻らなかった所せ為いだろう。飲み物片手にせしる先せん輩ぱいが様子を見に来た。


「わたしの作った絶ぜつ倫りんメロンソーダだ。冷たくてとっても美お味いしいんだぞっ」


「涼風さんっ！　わたしと柊一君は今勝負をしているの。邪じや魔ましないでくれるっ？」


　いきなり水からザバンと上がって先輩に食ってかかる完かん璧ぺき系美少女。だがせしる先輩は余よ裕ゆうだ。サラリと黒くろ髪かみを搔き上げると気き障ざな仕草でメロンソーダのグラスを掲かかげ、


「ふっ、邪魔なんかしていないさ。わたしは単に美味しい飲み物を持って、柊一君を誘ゆう惑わくしに来ただけだよ」


「それが邪魔以外の何なのっ!?」


「愛、だね。しおりん君の瞳ひとみに映った柊一君に乾かん杯ぱい──」


「しないで！」


　あと、しおりんって呼ばないで！　と詩緒里は律りち儀ぎに付け加える。


　そして顔を近づけてムーッと睨にらみ合う二人の水着美少女。


　修しゆ羅ら場ば……。


　もはや日常茶飯事となりつつある二人の修羅場がプールサイドで展開し、俺は慌あわてて間に入るのだった。するとせしる先輩は大人しく引き下がる。微び妙みようにしょんぼりした顔でメロンソーダを片手に引き返していき、そんな一幕を経へて──


「なあ詩緒里、いい加減気は済んだだろ？　そろそろこっち来いよ。どうせ一人で泳いでても詰つまんねーんだから、お前も俺達と苺の特訓を……」


「け、結構よ！」


　修羅場を過ぎても詩緒里の態度は頑かたくなだった。そして俺は嫌がる人の手を無理矢理引っ張っていくようなタイプでもない。


「そうか。じゃ、俺は苺の特訓に付き合ってあげたいから」


　飲み物を持ってきてくれた先輩にも礼を言いたいし──俺はクルリと踵きびすを返した。


「ま、待って……。待ちなさい！」


「何だよ？」振ふり返った。


「最後にあれで勝負よっ」


　詩緒里が指差した方向にあったのは──





　アクアドリーム瀧川のウォータースライダー。それは長閑のどかなリゾート風のプールには似合わないスリル過か剰じようの代しろ物ものだ。高低差およそ十五メートルと言えば、校舎の高さと殆ほとんど変わらず、右へ左へ蛇だ行こうするコースはジェットコースターさながらである。


「へえ、結構ワクワクする眺ながめだな」


「す、凄いでしょうこの高さ。噂うわさだと気絶しちゃった人もいるらしいわよ……？」


「お前の事だったりして」


　軽く冗じよう談だんを言うと、詩緒里はギクッと身を強こわ張ばらせ、


「な、何言ってるのよぉっ！」凄い剣けん幕まくで食ってかかる。


「……ここってそんなに目くじら立てるところ？」


　心なしか詩緒里の膝ひざが震ふるえている気がするが、泳ぎ疲れたのだろうか。


　俺と詩緒里はスライダー乗り場から下を見下ろしていた。これで今日の勝負は最後だというから仕方無く来たのだが、意外に気持ち良さそうで──スリルと爽そう快かい感かんが味わえそうな絶ぜつ妙みようのコースデザイン。俺はこういうのが得意だし、好きだ。


「じゃ、楽しんでくるか」


　と、乗りかけてふと気づく。……そう言えばこれって勝負なんだっけ。


「なあ。すっかり忘れてたんだが、ウォータースライダーでどうやって勝負するんだ？」


　詩緒里は意外な事でも言われたように大きな瞳をぱっちりと丸くした。


「そ、それは、その……」


　俯うつむき、口くち籠ごもってしまう詩緒里。


「おいおい、まさか考えてなかったのか？」


「そ、そんな訳ないでしょうっ！　考えてるわよ！」


「今？」


　すると詩緒里はグッと息を呑のみ、真っ赤な顔で唇くちびるを嚙かんだ。


　……図星らしい。


「だったら俺、先に一滑すべりして楽しんでくるからさ。それまでに考えてればいいよ」


　早く乗りたくてウズウズしていたのでそう言うと、詩緒里は突とつ如じよ声を荒あららげる。


「ダメよ！　絶対ダメッ！　わたしが先に楽しませてもらうわ！」


「お、おう？」俺はキョトンとして頷うなずく。「別に構わないけど」


「見てなさいよぉ……っ！」


　俺を乱暴に押しのけると、詩緒里はガクガクと覚おぼ束つかない足取りで乗り場へ近づいていく。何故か物凄い内うち股またで腰が思い切り引けているが、どうにかスタート台に辿たどり着くと、力ちから尽つきたようにペタンとお尻しりを落とした。──そのままのポーズで動かない。


　一分経過。


（何やってんだアイツ……？）


　いつまで経たってもスタートしないので俺は彼女の許もとに近づく。どうしたんだよ、と声をかけ、振り向いた彼女の顔を見て初めて気づいた。


　半べそをかいている。


「し、柊一君……」詩緒里は華きや奢しやな肩かたをカタカタ震わせて、「わたし、こういうの昔からダメなの。遊園地でも高い所から落ちるやつとか凄すごく苦手で……」


「おいィィィ!?」


　だったらやめろよ、と俺は突つっ込むが、詩緒里は筋金入りの気き丈じような人物だ。


「で、でも乗らなくちゃっ！　怖こわいけど……死にそうなくらい怖いけど！　こ、ここで負ける訳にはいかないっ。恋愛勝負だもの。惨みじめな弱虫ぶりを見せて嫌きらわれたくないわ。わたしは勇気をアピールして好かれたい！」


　前まえ屈かがみになって今にもスタートしようとする。ここでも勝負が念頭にあるとは見上げた負けず嫌いぶりだ。


「俺はお前をヘタレだなんて思ってない。無理するな。やめとけ！」


　早くこっちに来い詩緒里っ、と俺は手を差し伸のべるが、


「イヤよ、乗るわ！」


　詩緒里は唇を強く嚙み、栗くり色いろの髪かみをビュンビュン振り乱して猛もう然ぜんと拒きよ絶ぜつする。


「乗るわ！　絶対乗るわ！」


「お前の強情さも大たい概がいだな！」


　ショックで心臓麻ま痺ひでも起こしたらどうする。力ちから尽ずくで引き戻そうと俺は詩緒里の腕うでを摑んだが、お気に召めさなかったらしい。彼女は暴れた。俺の手を振り解ほどこうと駄だ々だっ子さながら闇やみ雲くもに腕をぶん回し、その結果として逆に俺が引っ張られ──


「……うわっ？」


「……キャッ！」


「「んあああああああああああああああああああああああああああああああぁ！」」


　二人絡からまり合うような体勢でスタート台から滑すべり出す羽目になる。


「アアアアアアアァーーーーッ!?　怖いっ！　怖いいぃぃ、柊一君！」


「おおお、落ち着け、詩緒里っ！」


　耳元で叫さけばれて俺もパニックだ。俺は彼女に引っ張られた為ためうつ伏ぶせで、つまり頭から直ちよつ滑かつ降こう。しかも水で摩ま擦さつ係数がとんでもない事になっており、慣性に任せてコースの壁かべを滑かつ走そうするという──『ワイルドスピード』の世界だ。


「助けて！　助けてぇぇ！　柊一君っ！」


　詩緒里の叫びに俺は我に返る──この体勢ではスリルは味わえても彼女を守れない。両拳こぶしでコースの底面をぶん殴なぐり、反動と背筋の力で身を起こした。


「詩緒里、俺に摑つかまれ！」


「……ンッ」


　詩緒里は素す直なおに頷き、俺に必死で抱だきついてきた。


「そうだ。しがみついて目を閉じてろ！」


　正面から俺の首に両りよう腕うでを回すと詩緒里は両足でギュッと俺の腰こしを挟はさむ。しっとりした彼女の柔やわ肌はだが俺の全すべてを覆おおうように吸い付いてきた。柔やわらかな二つのふくらみを潰つぶすように押しつけ、形なり振ふり構かまわず抱きついてくるその仕草はあまりに必死だ。よっぽど怖いんだろう──守ってあげたいと強きよう烈れつに思わされ、俺も柔らかな躰からだを強く抱き返す。


　彼女の心臓は爆ばく発はつしそうなくらいドキドキ打っていた。この状じよう況きようは究極の吊つり橋効果と言えなくもない。


「どうだ詩緒里！」


　怖くないだろう、と耳元で囁ささやくと詩緒里がこくこく頷いているのが解わかった。彼女の安心が俺も嬉しい。抱き心ごこ地ちもスピード感も血が滾たぎるような高こう揚ようをくれる。


　そのまま俺達は最後まで滑り切り、ジャンプ台で高々と投げ出されて──


　プールに着水！


「ぷはあぁっ！」


　飛沫しぶきと共に俺と詩緒里は水面から顔を出した。赤面し、大きく肩は上下していたが、何故か気分は爽そう快かいで──そのまま俺達は顔を見合わせて無む邪じや気きに笑ったのだった。





　　　　４




「本当にありがとう……」


　詩緒里は恥はずかしそうに顔を赤らめ、小声で言った。


「柊一君のおかげで助かった。怖くなかったわ」


　あなたってやっぱり優やさしい、と詩緒里は掌てのひらで自分の口を押さえて言う。


「いやその、こっちこそありがとな」


　と、俺もモゴモゴと言う。何に礼を言っているのか自分でも不明だが……詩緒里が微笑ほほえんでくれたからそれで良い。


　俺と詩緒里は２Ｆにいた。ウォータースライダーで水に突とつ撃げきした後、吊り橋効果のドキドキも覚めやらぬ間に彼女に誘さそわれてここに来たのだ。


　曰いわく、二人で話したい──。相談事があるらしい。


　ここはマッサージチェアや自じ販はん機きが備えられた小規模な休きゆう憩けいスペースだ。今日は貸し切りだから他ほかの客の姿は無く、辺りは水を打ったように静まり返っている。俺達は円形の白いテーブルにつき──正面を見ると詩緒里の水着姿がどうしても気になるので微妙に斜ななめを見たりしつつ、先さき程ほどから少しだけぎこちなく喋しやべっているのだった。


　……別に意識している訳ではなく、吊り橋効果の余波というだけである。


「柊一君、少し、その……話を聞いてもらって良いかしら？」上うわ目め遣づかいで言う詩緒里。


「いいよ」


「実は最近ちょっと悩なやんでる事があって……」


　俺は黙だまって詩緒里の悩みとやらに耳を傾かたむけた。


　聞けば──最近妹とうまくいっていないのだという。


「妹……？」俺は思わず目を瞬しばたたき、「そうか。お前、妹がいたんだっけ」


「二つ年下で、今は中学二年生よ」


　詩緒里の妹──確かにこれまで幾いく度どか彼女の打ち明け話に登場した気がする。肝かん心じんなところを聞く前に言葉を濁にごされたから詳くわしい人物像を摑めてはいないが。


「わたしの妹はほんとに凄いのよ」詩緒里は自じ慢まんげに目を細め、「頭が良くて、運動神経抜ばつ群ぐんで、何をやってもセンスが非ひ凡ぼん！　見た目も凄く可愛かわいらしいのだけれど……」


　詩緒里の妹なら多分そうなのだろうな、と思いつつ俺は静せい聴ちようする。


「素行が良くないの」


「え？」


「端たん的てきに言えば、悪い子なのよ……」


　予想外の展開になった。


　詩緒里曰く、妹は性格が良くない──服装は乱れているし、言葉遣いも猪ちよ口こ才ざいだし、何かにつけて人をからかい、有り体に言えばじゃじゃ馬だ。常に自分の我わが儘ままを通し、最近はしばしば無断外がい泊はくしているという。


（中学生なら我が儘なのは当然って気もするが……女子だからなあ）


　真っ黒に日焼けして髪を巻きまくっている濃のう厚こうなビジュアルが頭に浮うかぶ。あのメイクって大変そうだよな、と思ってつい訊きいた。


「ギャル系？」


「え……？　そうね、ギャルと言えばギャルね」


「そうか。俺はギャルに偏へん見けんは持ってないけど、流石さすがに無断外泊はまずい気がする。まだ中学生なんだろ？　親は何も言わないのか？」


「ばれないようにやってるのよ。そこがあの子の凄いところなの」


　詩緒里が言うには妹の要領の良さは生まれつきだ。玄げん関かんに目め眩くらましの靴くつを残し、窓から抜ぬけ出して夜の街に繰くり出す。気づいているのは詩緒里だけ──部屋が隣となり同どう士しだから窓の開く音が聞こえるのだ。そんな事やめなさいと注意しても聞く耳持たずで、この件を両親に相談するべきか、或あるいは妹と話し合うべきか詩緒里は迷っているらしい。


　話は更さらに意外な方向へシフトした。


「わたし、実は昔から妹にコンプレックスがあって……ちょっぴり苦手意識があるの」


「え？」


「だって凄く要領良い子で、わたしとは大おお違ちがいなんだもの……。わたしはホラ、色んな事を努力で成し遂とげていくタイプでしょう？　でも妹は違うの。何でもすぐにこなしちゃう。子供の頃ころから羨うらやましくて、それでいて自慢に思う気持ちもあって、だから昔から色んな事が強く言えないの」


「……飲み込みが早いヤツってたまにいるよな」


　せしる先せん輩ぱい程ではないにしろ、詩緒里の妹はそういうタイプなのだろう。


「柊一君って一人っ子でしょう？　だからいつもマイペースなんだと思うけれど、姉妹って結構微び妙みようなのよね」


「微妙って何が？」


「ン……どう表現すれば良いかしら。多分、男の兄弟ならまた違うんだと思うけれど、女の子って血が繫つながっていても中身は全然別なのよ。全く違う生き物なの。一つ屋根の下で暮らしていても百パーセント価値観の違う存在で、しっかりした自我を持っていて……。とは言え、姉妹ならではの関係も維い持じしなきゃいけないし、親とか親しん戚せきの前でそう振ふる舞まわなきゃいけない事もあるし」


　それは本当に凄く複雑なバランスなの、と詩緒里は言う。


　正直、俺は呆あつ気けに取られていた。


　姉妹って皆みんなそんなに複雑なのか？　恐おそらく水谷家が特別なのだと思うが──


　ともかく、詩緒里は俺には未知の事情を滔とう々とうと語り続け、やがて、


「ふう……」大きく息を吐はいた。


「気が済んだか？」


「ええ」


　深々と頷うなずく詩緒里。その表情は晴れやかだ──さっぱりした口調で言う。


「やっぱり両親に相談する前に、一度妹と話し合う事にするわ。ウン、しっかり腹を割ってお説教しちゃう。その方が姉妹としては健全な姿だものね！」


「そうだな」


　それがいい。詩緒里が強く正しい精神を持っている事を改めて実感した。


「沢たく山さん話を聞いてくれてありがとう、柊一君」


　気持ちが満たされたのか、彼女は柔らかく解けた表情で言う。


「あなたのそういうオトナっぽいところ、素敵だと思う」


「は……？」思わず赤くなる。


　何を言ってるのだか、俺は単に話を聞いていただけだ──と、ストレートに反論しようか、意表を突ついて冗じよう談だんでも披ひ露ろうしようかと迷ったその時だ。


　変な物を見た。


（何だ？）


　廊ろう下かの先に変なヤツがいたのだ。


　顔を横半分だけ覗のぞかせて、こちらを見ていた。


　女だ。色白の顔に切れ長の瞳ひとみ。奇き妙みような黒い服を着ている。銀色に輝かがやく長ちよう髪はつが薄うす暗ぐらい無人の廊下で微かすかに揺ゆれていた。背中を向けている詩緒里は気づいていないが、明らかにこちらを見ている。


（俺を見ている……？）


　背中にザワッと鳥とり肌はだが──


　なんて怯おびえるナイーブな俺ではない。先輩のおかげで色んな事象に耐たい性せいがあるのだ。


（今日は貸し切りのこの施し設せつ、このフロアは基本的に無人。いたとしても３Ｆの工事関係者くらいの筈はずだが、それとは明らかに違う。見た目、年ねん齢れいは俺より少し上だな？　大学生くらい……とすれば苺の姉か？　いや、血の繫がりは窺うかがえない──）


　少しエキセントリックな苺の少しエキセントリックな友達だろうか？　と考えた矢先、俺と目が合った事に気づいたその女はスッと廊下の角に姿を消した。その動きが……


「待て！」


　俺は席を立った。


　──今のは明らかに逃にげた。何か変だと直感が告げていた。


「何？　突とつ然ぜんどうしたのよ柊一君っ？」


「悪いが詩緒里、お前は先に戻もどっててくれ。俺は少し気になる事があるから」


「気になる事？　気になる事って何よっ？」


　という詩緒里の叫さけびはあっという間に背後に遠ざかる。俺は全速力でフロアを走り、先程の女がいた廊下の角を曲がって──


（いない……）


　俺は舌打ちした。





　　　　５




　閉館の時間になり、その日の練習はお開きとなった。


　着き替がえを済ませ、皆が満ち足りた顔で出口に集合。紫むらさきがかったオレンジ色の夕陽が眩まぶしいくらい辺りを照らしている。


「……今日はみんなに感謝」苺がテカテカ笑え顔がおで嬉うれしげに言う。「……おかげでだいぶ水に慣れた。多分わたし、すぐに泳げるようになる」


「にひひ、良かったねー」


　疲つかれ知らずのかへらへがあっけらかんと笑い、そこにみつけちゃんが言葉を添そえる。


「森ガールが海ガールになる日も遠くないかもしれません」


　それはそれで個性的なキャラ付けができそうだ。


「海ガールか」ふと詩緒里が何か思いついたように人差し指を立てて、「実は他にも色んなバリエーションがあるって知ってた？　川ガールとか、島ガールとか、釣つりガールとか」


「かふぇガールとかー？」


「お前、何にでもガール付ければいいと思ってるだろ!?」


　と、俺は突っ込みを入れたが、些いささか切れ味を欠いていた。気になる事があったからだ。


（結局……あの女は何だったんだ？）


　俺と詩緒里を見ていた銀ぎん髪ぱつの女だ。どことなく気になる目をしていたのだが。


　時計の針を少しだけ巻き戻そう。あれから俺は改装工事中の３Ｆに移動してヤツを隈くま無なく捜さがしたのだった──。


　ところが現場の誰だれに訊いてもそんな女は見ていないと言い、ならば３Ｆでなく１Ｆに移動したのかと思いきや、それもまた的外れの類推だったらしく、せしる先輩と詩緒里を含ふくめた全員が目にしていないという意外な結末が待ち受けていた。


　ちなみに俺が１Ｆに戻った時には、詩緒里も仲良く苺の水泳練習に付き合っており、


「さあ、水を友達だと思うのよ苺さんっ。怖こわくないから三秒間頑がん張ばって！」


「一、二……ぶごっ!?」


　ぶほっ、ぶへっ、ぶはっ。


　詩緒里はやる気まんまんだったが、苺は成長していない感丸出しだった。


　休きゆう憩けいのタイミングで俺は苺に例の女について訊いてみた。やはり苺の親族でも知人友人の類でもなかったようで──ならばあれは目の錯さつ覚かくだったのか？


（何の手て掛がかりも無い以上、そういう事にしておくしかない……）


　そう思っておこう。





　さておき。


　帰り際ぎわ、手を振る苺に見送られつつ、何ど処こかに寄り道しようかという話になった。


「はいはいはーい！」


　と、威い勢せい良く挙手したのはかへらへだ。


「だったらカラオケ寄って行こうよー！」


　無む邪じや気きな顔でそう言ったが、それには皆が何かしらイヤな予感を覚えたらしい。微かに汗あせをかき、示し合わせたように首をぶんぶん横に振って、


「……ア、アイス食べて帰るっていうのはどうっ？」と詩緒里。


「……そ、そうですね。あまりお金も持ってきてないですし！」とみつけちゃん。


「ふへー？　せっかく魂たましいのシャウトを聴きかせてあげようと思ったのにー」


　遠えん慮りよさせて頂こう。


　コンビニで棒付きアイスを買い、近くの公園で食べた。暮れなずむ六月の空を見ながら低い鉄棒にもたれかかり、微かな鉄の匂においを嗅かいだりして。


　アイス一本では足りなかったらしく、かへらへは水飲み場でガブガブ水を飲んでいた。


「プハーッ、おいひー！　やっぱこのカルキの味は堪たまんないねー、柊一君！」


「どんな味だよ……。いや、解わかるけど」


「カルキの味は青春の味だよー。美お味いしくなくなくなくなくなーい？」


「うざっ！」


　素すっ頓とん狂きよう少女は俺の反応にニンマリとほくそ笑み、更に元気に舞い上がった。


「うりゃうりゃ柊一君！　かふぇらふぇ水みず鉄でつ砲ぽう攻こう撃げきー！」


「マジで小学生かお前は!?」


　蛇じや口ぐちを手で押さえて更に激しい水流を俺に浴びせてくるかへらへ。このパワーを良い方向に活いかせば将来ロックミュージシャンになるのも夢ではなさそうだ。


　とまあ、そんなこんなで喧やかましく家路を辿たどり──


「それじゃ月曜日にまた学校でね、柊一君」


「今日はとっても楽しかったです」


「ばいびゅー、また来週ーっ！」


　詩緒里、みつけちゃん、かへらへの順番で去っていった。


　そして現在、見慣れた自宅前の道。


　隣となりを歩く黒くろ髪かみ乙女おとめに目をやると、細い肩かたを落として背中も少し丸まっている。


　せしる先輩の口数が少ない事には気づいていた。さっき公園に寄り道した時も妙みように言葉少なだったし、否いな──実は午後からずっとこんな風じゃなかったか？


　思い返せばそうだ。


（メロンソーダを片手に詩緒里と修しゆ羅ら場ばを繰くり広げた後ぐらいからだ）


（それからずっと……）


（俺と詩緒里が２Ｆで話し込んでいた所せ為いか？）


（いや、それは無い）


　そもそも俺は詩緒里の悩なやみ相談に乗っただけだ。困っている人の頼たのみは断れない。


　と、先輩に殊こと更さら言うのも妙な話なのだ。そんな事をわざわざ言い訳みたいに説明するのは変だろう？　何な故ぜなら俺と先輩は単なる幼おさな馴な染じみの腐くされ縁えんで、それ以上でも以下でもない。相思相愛のカップルならいざ知らず、全すべてを報告する必要が何処にある──なんて思いながらも俺は胸の奥がざらつくような落ち着かない気分で歩いているのだった。


　涼風家の前に辿り着くと、先輩は少し無理した感じの微び笑しようを浮うかべた。


「今日は色々と楽しんでくれたようだね、柊一君……」


「せしる先せん輩ぱい？」


「君が楽しんでくれる事がわたしの何よりの喜びなのさ。それではまた明日あした……」


　そう言って静かに家の中へ消えた。俺はその場で暫しばらくボリボリ頭を搔かいていた。


　舌打ち一つ。


　……どうも据すわりが良くない。


（美味しい物でも作って差し入れに行くか）


（そうだな。そのタイミングでさりげなく話そう。別に詩緒里と何かあった訳じゃないって事を……）


　そんな自分でも謎なぞの結論に達してしまう。何故か無む性しように先輩の笑顔が見たかった。


　俺は一人暮らしだから料理はそれなりにできる方だ。せしる先輩がよく食事を作りに来てくれるから、お返しに時々ご馳ち走そうしてあげたりする。涼風家には地下室があり（自じ称しよう『せしるラボ』）、先輩は熱中すると飲食を忘れてそこに籠こもるのだ。


　食事を持っていくと先輩は瞳を糸のように細め、ああ！　ああ！　ほっぺたが落ちそうだぞ！　と嬉き々きとして食べる。好きな食べ物はセロリだ。独特の香かおりが良いらしい。


　部屋に荷物を置いたらスーパーに行ってこよう、と俺は思った。


　献こん立だては何にするか。セロリをツナとマヨネーズで和あえたシンプルなサラダと、あとはタケノコと烏い賊かとセロリを切って中ちゆう華か風ふう炒いためにして……と思いつつ玄げん関かんのドアを開けると、


（開けると？）


　そこで俺は眉まゆを顰ひそめた。──何だこれは。


　鍵かぎがかかっていない。


　そっとドアを開けた。一見、玄関は普ふ段だん通りだ。上がり框かまちも靴くつ箱も変わりはなく……だが何か変だ。廊下の奥から音が聞こえる。


（……こいつはとんだ事になったな）


　俺は静かに息を呑のんだ。どうやら何者かが屋内にいるらしい。


　不法侵しん入にゆう？　泥どろ棒ぼう？　空き巣だろうか？


　俺は息を潜ひそめて廊ろう下かを進んでいく。水の流れる音が聞こえてくる。勘かん弁べんしてくれよ。海外のサスペンス映画ではこういう場合、大たい抵ていバスタブに死体が転がっているのだ。


　バスルームに続くドアの前で立ち止まり耳を澄すませた。不可解な事にそいつは歌をうたっている？　ようだ……。澄み渡わたるように綺き麗れいな──若い女の声だ。


（クソッ、なるようになれ！）


　ドアを開け放ってバスルームに飛び込み、俺は愕がく然ぜんと立ち竦すくむ羽目になった。


　そこには──


　女がいた。


「あら、意外と早かったじゃない」


　お風ふ呂ろ使わせてもらってるわよ、と囁ささやくようにアンニュイな調子で言う。


　意表を突つかれ過ぎて俺の頭は真っ白だ。一体何様のつもりか、女は我が物顔でバスタブに浸つかり、何処から調達したのか、湯船に大量の薔ば薇らの花を浮かべ──


「あなたも一いつ緒しよに入る？　フフフ、いかがかしら」


　気け怠だるげにそんな事を言うのだった。


　決して知り合いではないが、見知らぬ女でもない。それはヤツだ。プールで俺を陰かげから窺うかがっていた例の銀髪の変な女──目の錯覚ではなかったらしい。


「これから暫くお世話にならせて頂くわ。仲良くやりましょう、日ひ野の柊一君」


　妖よう艶えんにウインクし、湯船から膝ひざを伸のばして片かた脚あしを上げてみせる。正直俺は理解不能の魔ま性しようの存在に出くわした気分だ。いつ俺の名前を知った？　どうやって家に侵入した？


　それより何より……こいつは一体何だ？
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　後に俺は度たび々たび思い返す事になる。何故あの時、家に侵入者がいると察した時点で警察に連れん絡らくしなかったのかと──。


　恐おそらく事態を見み極きわめたいという単純な欲よつ求きゆうだった（予告もなく久々の帰宅を果たした両親が風ふ呂ろ場ばで靴を洗っている可能性も無きにしも非あらずだ）が、結果として俺の取った行動は正しかったらしい。


　何の策略も持たずに敵てき陣じんに乗り込んでくる者はいない。その女は途と轍てつもない爆ばく弾だんを隠かくし持っていた。有形にして無形、俺の精神を揺ゆさぶりスポイルする極めつけの──





「ふう、気持ち良かったわぁ」


「……いい気なもんだな」


　一階のリビングで俺とその女は対たい峙じしていた。


　あの後、バスルームから飛び出した俺はお人好しにもこいつが髪かみを乾かわかすまで待ってやったりして──無論、落ち着きを取り戻もどしたかった事もあるが、それにしてもこの女はどういう神経してるんだ？　出方を探さぐろうとする俺を嘲あざ笑わらうかの如ごとき余よ裕ゆう綽しやく々しやくぶり。風呂上がりの上気した頰ほおにかかる髪を細い指に絡からめ、恐ろしく妖艶な目つきで俺を見ている。


「わたしの名前は紫し音ね麻ま」


　と、不意に口を開いた。


「鈴すず木き紫音麻っていうのよ。紫音麻で良いわ」


「紫音麻か……。ふざけた名前だな」


　偽ぎ名めいなのだろうが、しかし今後はそう呼ばせてもらおう。名前が無いと会話が困難だ。


「それで紫音麻。お前は一体何ど処この誰だれだ？　何の目的で、どうやってここに入った？」


「そんな事はどうでもいいじゃない。ねえ、女好きの日ひ野の柊しゆう一いち君」


「はあ？　女好きって……。誰が言ってんだよ、そんな事？」


「やあね。見るからに顔がそうじゃないの。遊んでる風って言うか、悪い男って感じ！」


「この顔は生まれつきだ。遊んでないし、悪くもない！」


　初しよっ端ぱなから妙な認定をされてしまったが……本当に何なんだこいつは？


　紫音麻は十代後半と思おぼしき──俺より少し年上の雰ふん囲い気き──そして途轍もなく妖艶な美少女だった。美女と美少女の中間と言えば良いか、顔自体は上品で高貴さを帯び、しかも見方によっては可愛かわいいとさえ言える造作バランスなのに、とにかくムードが怜れい悧りでアダルティ。うちの学校の三年にもこんな人はいない。甘く危険な……食べると舌が凍とう傷しようになるくらい冷やされたアイスクリームのようだ。


　だがプライドは高そうである。


　アイスはハーゲンダッツ以外食べなぁい、といかにも言いそうな印象が……いや、話が逸それた。


　マッチ棒が載のりそうな長い睫まつ毛げと、それに縁ふち取どられた切れ長の妖あやしい瞳ひとみは人を吸い込むようで、何より印象的なのは腰こしまで垂らされた繊せん細さいな銀ぎん髪ぱつだ。ハーフなのか或あるいはバンド活動等で染めているのか？　服装からはそうも判断できる。


　若じやつ干かんゴス風のシックな服を着ており全身黒で統一。すらりとした美び脚きやくをニーソックスが美しく象かたどり、こういう状じよう況きようで無ければグッときていそうだ。


「何かろくでもない事を企たくらんでいるようだが、やめとけよ」俺は無難に牽けん制せいした。


「フフフ、冷静ね。悪い男ってこれだから良いわぁ。あなたに面おも白しろい物を見せてあげる」


　紫音麻は白い小指を誘ゆう惑わくげに薔薇色の唇くちびるにあてがい、


「あなた、パソコンは持っていて？」


　と、意外な事を言う。


　僅わずかに戸と惑まどったが、そうしない事には話が進まない。俺はリビングテーブルに載せていたノートＰＣを指差し、すると紫音麻は楽しげな手つきで勝手にそれを起動した。


　どこに隠し持っていたのか、紫音麻はＵＳＢメモリをポートに差し込む。


「おい、一体何を」


「ねえ柊一君、これを見て頂けるかしら？」


「人のパソコンを……ったく、何だってんだよ」


　俺はノートＰＣの画面に渋しぶ々しぶ顔を近づけ──そして心底瞠どう目もくした。


「お、おおお、お前これっ!?　何だこりゃあああああ！」


「フフフッ」


　隣となりで楽しげにほくそ笑えむ妖艶な美少女──正直俺は見くびっていた。半はん端ぱではない。こいつは本当に悪あく魔まのような女だ！


　ＰＣの画面では動画が再生されていた。被ひ写しや体たいは今まさに着き替がえ中。無む垢くな表情で服を脱ぬぎ、裸はだかになっていく。撮とられているなんて思いもしない健すこやかな脱ぎぶりだ。アングルも多種多様で複数のカメラを惜おしみなく使用し、あらゆる部分が鮮せん明めい──そして被写体は下着も脱ぎ捨て、いつしか何も身に付けぬ生まれたままの姿に。


「やめろおおおおおおおっ！」


　俺は叫さけんだ。


「お前、この……クソッ！　何て事しやがるんだああっ！」


「良く撮れているでしょう？　とてもセクシーな裸よね。ゾクゾクしちゃう！」


　紫音麻が再生したのは俺の着替えている動画──柊一・ザ・ムービーだった。場所はアクアドリーム瀧たき川がわのロッカールーム。つまりこれは今日盗とう撮さつしたのだ。


（ちくしょう！　こいつはあの施し設せつに最初から紛まぎれ込んでいた訳か！　ロッカールームにカメラを仕し掛かけていた以上そういう事になる！　何らかの方法で閉館中のプールが開放される事を知ったんだ。だとすればこいつはやはり苺いちごの知人か……？　いや、他ほかの者から情報を得た可能性もある。かへらへなんか色んな奴やつ等らにベラベラ喋しやべってそうだからな。実は意外と身近な存在なのかも……？　ともかく、住所が突き止められた理由は単純だ。俺が泳いでいる間にロッカールームの財布を探って学生証を見たんだろう。家のドアが開いていたのも納なつ得とくだ。合い鍵なんて店によっては二十分程度で作れる）


「どう？　如何いかがかしら、柊一君」


「……ふん」


　俺は成る丈たけ冷ややかに言う。


「こんな動画でお前は何がしたいんだ？」


「フフフ、これがあるとね、色んな我わが儘ままを聞いてもらえそうに思うのよね」


　脅きよう迫はくか、と俺は思う。舌打ちを一つして、


「言っておくが、俺はこんな物に屈くつしないからな」


「へえ、クールなのにいざって時は強気なのね。良いわぁ……ゾクゾクしちゃう！」


「するな！」


　立場上、お前はもっとオドオドしていろ。


　と、不意に紫音麻はアンニュイな上うわ目め遣づかいで俺を艶なまめかしく見た。


「何だよ……？」


「あなた、脅迫には屈しないのよね？」


「だからそう言っただろう」


「良いわ。それじゃあ……ネットでこの動画を配信してみようかしら？」


　恐ろしい事を言われた。


「フフフ、あなた使った事ある？　動画共有サービスって便利なのよねぇ」


「お前なあああ……！」




[image: ]


　女には手を上げない主義だが、この時ばかりは頭に血が上った。


　が、どうにか深呼吸して冷静さを取り戻し、


「……ふん、やりたきゃやれよ。何が楽しいのか知らないが、それでお前の気が済むならな。俺は一向に構わない。学校生活は微び妙みようにグレーの色調を帯びそうだけど」


　紫音麻は鼻白んだように眉み間けんに皺しわを寄せ、俺は僅かだが愉ゆ快かいな気分になった。


「どうした紫音麻、それで手て詰づまりか？」


「だと思う？」


「残念ながら」


　俺は首を横に振ふる──この女は強きよう烈れつな性格をしている半面、それなりに頭が回るようだからだ。当人が受け入れればそれで使えなくなる程度の武器しか持たずに敵陣に乗り込んでくるほど天てん真しん爛らん漫まんなタイプではないだろう。多分まだ何かある。


　だが──。


　その予想を裏付ける台詞せりふは俺にとってあまりに衝しよう撃げき的だった。


「実は」劇的効果を目もく論ろんだのか、彼女はそこで悪戯いたずらっぽく溜ためて、「女子のロッカールームにもカメラを仕掛けておいたのよね」


「何いっ……!?」


　劇的どころではない──心臓が冷えた。


「フフフ、そうよ。水みず谷たに詩し緒お里り、涼すず風かぜせしる、瀧川苺、愛あい須す＝カフェ・ラ・テ＝美み香か子こ、浅あさ笠かさみつけ。あの五名のムービーも当然撮っているわ！」


　何て事だ。


「ネットで配信したらどうなるかしらぁ」


　と、紫音麻は悪魔みたいに笑んで言う。


「あの子達とっても可愛らしいから大人気になるでしょうね？　あっという間にコピーされて世界中に広まるわ。そうなったら消せない。あの子達の青春はお終しまいだわ。二度と立ち直れなくなっちゃうんじゃないかしら？」


　フフフフフフ、アハハハハハハ、と乱心したように哄こう笑しようする紫音麻。予想以上の危ないヤツ……。その姿を呆ぼう然ぜんと眺ながめつつ俺の全身は氷像さながら凍こおり付いていた。が、


　次の瞬しゆん間かん灼しやく熱ねつと化し、俺はＵＳＢメモリをＰＣから抜ぬき取ると──メキィッ！　中央から真っ二つに折っていた。


「あら、そんな事をするだなんて……。あなたって意外と乱暴なのね」


「黙だまれ。お前は自分のしてる事が解わかってんのか」


　だが紫音麻は未まだ余よ裕ゆうだ。銀髪に手て櫛ぐしを入れながら妖よう艶えんな笑みを浮うかべ、


「ＵＳＢを壊こわしたところで無む駄だよ。データはコピーを取ってあるわ。それくらいは予想しているでしょう？」


「当然だ。そうでなければこれ程ほど簡単に壊さない」


「お利口さんね」


「お前はお馬ば鹿かさんだ！」


　面白い、と紫音麻は笑んだ。


「実はね、元データにはリモートアクセスできるようにしているの」


「リモート……携けい帯たいか何かから遠えん隔かく操作できるって事か？」


「ご名答。わたしの身に危害が及およんだ場合──もしくはある時刻になってもわたしからのアクセスが無かった場合は動画共有サービスに自動でアップロードされるように設定してあるわ。みんなの恥はずかしムービーが一いつ斉せいに世界中の人々の目に晒さらされてしまうわけ！」


　俺は絶句した。


「だから仲良くしましょう、日野柊一君。フフフ、新しん婚こんさんみたいにね！」


（この女……）


　叩たたきのめしてやりたい！　と強烈に思ったが、今となってはできない。それを実行に移したと同時にリモートで動画がアップされ、その後に待つのは本ほん邦ぽう初の大だい惨さん事じだ。


　勿もち論ろん、俺の動画だけなら実力行使に及んでいただろう。だがせしる先せん輩ぱいや詩緒里の分まであるのなら話は全く違ちがってくる。それは絶対できない。彼女達の身を好こう奇きの目に晒す訳には──これは正義感やモラルの問題ではなく、俺のエゴだ。死んでも他人には見せたくない物が誰だれにでも一つや二つある。


（とは言え、鈴木紫音麻。ここまで入念な自衛策をスタンバイしているとは）


　世の中広い。予想もしなかった。こんなに悪わる巧だくみに長たけた魔ま性しようの女には生まれて初めて遭そう遇ぐうした。ここまでやるからには相当な心づもりがあるのだろう。


「なあ紫音麻、はっきり言え。お前の目的は一体何なんだ……？」


「やだわ。そんな事は訊きくまでもないでしょう？」


「いや、マジで全く想像がつかない」


　掛かけ値ね無しに本音だ。金や物品が欲ほしいなら、こんな回りくどい策を張り巡めぐらせる必要は無い。だったら一体？


「頼たのむ。教えろ」


　紫音麻は上目遣いで俺を見ると氷細工じみた顔に恐おそろしく妖艶な微び笑しようを浮かべ、


「あなたの女になる事よ」


　と、言った。


「……はい？」


　流石さすがの俺も呆あつ気けに取られて暫しばらく口を開けていた。眼がん窩かから目玉も飛び出しそうだ。が、


（や、やれやれ……。こいつ、この状じよう況きよう下かでよくもまあそんなジョークが飛ばせるな。とんでもない強心臓と精神力の持ち主だ。とは言え、冗じよう談だんのセンスはかなり微妙だが）


　ところが紫音麻は前言を打ち消さず、信じられない台詞を続けるのだ。


「わたしはね、あなたの女になりにきたの。フフフ、これは本当。わたし、女好きの悪い男に目が無いの。だから鈴木紫音麻の全すべては今日からあなたの物というわけ。素す晴ばらしいでしょう？」


　わぁお、と天に向かって両手を広げ、紫音麻は演劇のワンシーンみたいに言う。


「わたしは、あなたの事がだぁい好き！」


　妖あやしく笑んで。


「あなたの事が好きで好きで大好きで、居ても立ってもいられないくらい心底愛しているから、こうして押しかけ女によう房ぼうみたいな真ま似ねに及んだわけ……フフフ、フフフフフ、アハハハハハハハッ！　でもそうね。最終的にはやはり結けつ婚こんして頂きたいわ。だって大好きなんですもの！　ヒャハハハハ！　女の理想としてはありとあらゆる意味に於おいてあなたと結ばれたいわ。今すぐでなくても良いけれど、いずれは正式に花はな嫁よめにしてほしいわぁ！」


「はあああああああ……？」


　一体何を言ってるんだこの女は、と俺は愕がく然ぜんとする。見た目で俺を悪い男とか断定した挙げ句これだ。思い込みが激し過ぎる、想像以上にヤバい女なのは確かだが、しかしそれにしたって──。


「紫音麻……。お前は今、俺の事が好きだって言ったんだよな？」


「そうよ。わたし、あなたの事が心底好きなのよ。よろしくて？」


「よろしくて？　じゃねーよ！　盗撮動画で脅迫するなんて、どう考えても好きな相手にする事じゃないだろ！」


　ヤのつく稼か業ぎようの人でもこんな事はそうそうしない。


「俺の事が本当に好きなら今すぐここを出て行け。そして二度と姿を見せるな」


　熱ねつ烈れつなアタックではあるが、道徳観念は完全にゼロ。人としてヤバ過ぎる。


「わたし思うのだけれど、愛の形って人それぞれじゃないかしら？」


「……何？」


「人を愛する気持ちはこの世で一番尊ぶべき事でしょう？　大事なのは気持ちであって手段ではない筈はずよ」


　何という神経だろう！　ここで良い台詞を放ってきた。


「荒すさんだ世の中、空は曇くもりがち、日々の暮らしに疲つかれ果てた現代人。そんな世界を溢あふれんばかりの光で照らし、最高の悦よろこびを迸ほとばしらせるのは乙女おとめの純じゆん粋すいな愛だけよ。愛の光を灯ともすのに躊ちゆう躇ちよが必要？　わたしはあなたの事が純粋に好きなの。だから脅迫もするし、家に不法侵しん入にゆうしたりもするわ。ストーキングだってする。だってそれはあなたの事が好きで好きで堪たまらないからなんですもの。わたし間違った事は何一つ言ってないわよね、柊一君？」


「おう！」


　って、いやいやいやいやいや！　間違った事しか言っていないのだが、しかしここまで来ると何を言っても解ってもらえない気がチラホラ。まさに理解不能の魔性の女だ。


「つまりこういう事よ。わたしは大好きな初はつ恋こい相手のあなたの許もとへ奪うばわれに来てあげたわけ。脅迫用の恥ずかしムービーを用意して」


　凄すさまじい恋れん愛あい観かんである。


「な、なあ紫音麻……」


「何かしら、柊一ダーリン」


「その呼び方やめろ！　いや、頭がおかしくなりそうな長広舌してもらった後で恐きよう縮しゆくなんだが、一つ訊かせろ。俺とお前って何ど処こで会ったんだ？」


　正直俺には覚えがないが、そこまで好きになる以上は面識がある事になる。子供の頃ころに会っていたなんてオチはない。ところが紫音麻は何ともあっさり──


「やあね。そんなの、今日初めて会ったに決まってるじゃない」


「……何だって？」


　衝撃発言の連発だ。


「だったら、いつ俺の事を好きになった？」


「だから今日よ」


　何でもない事のように紫音麻は言う。


「プールの傍そばの道路であなたを見かけて一ひと目め惚ぼれしたの。だって見た目、いかにも女遊びに長けてるんですもの。最高の男性だってすぐ解ったわ。電気が走るみたいにビリビリッて。こういうのって一瞬なのね。つまりどういう意味かと言うと……フフフフ、アハハハハハハハ、結ばれる運命という事なのよ！」


　あなたとどうしても結ばれたいの、と紫音麻は誘ゆう惑わくの蛇へびのように囁ささやき続ける。


　曰いわく──自分は運命の人との出会いに備え、常に盗とう撮さつ用のＣＣＤカメラをバッグに入れて持ち歩いている。無線操作で超ちよう小こ型がたの優すぐれ物だ。そして今日、アクアドリーム瀧川の近くを通りかかった際、待ちに待った運命を感じた。稲いな妻ずまで貫つらぬかれたようなショックを受けたのは自分好みの男を見かけたからだ。それが俺──日野柊一だった。一目で恋こいに落ち、理り屈くつを超ちよう越えつして好きになり、絶対に落としてみせると魂たましいの底から思った。


　そして紫音麻はプールの入口で皆みんなが会話している隙すきに窓から忍しのび込み、ロッカールームにカメラを設置したのだ……。


（ったく、信じられねえ。この女、本気でいかれてる！）


　突つっ込みを入れるのが追いつかない破は綻たん者ぶりだった。


「あなたは女を落とすのが得意らしいけれど、世の中そう思い通りにはいかなくてよ？」


「や、そんな事ねーから！」


　俺は誰も落とした事など無い。


「あなたくらい女殺しオーラを出している男は滅めつ多たにいないわ。フフフ、いいじゃない、素敵よ。でもね……今度はわたしがあなたを完かん膚ぷ無なきまでに落として、女の悪さを教えちゃう！」


「やめろ、人を見た目で決めつけるな！」


　どちらかと言えば俺の容姿は善人寄りだと思っていたが、ともかく──。


　紫音麻の行動原理を煎せんじ詰つめれば、要は『一目惚れ』という事になる。それ自体は解らない感情でもないが、その感情を抱いだいている人は色んな意味で理解不能。……厄やつ介かいだ。


　ふと俺の頭を直感的によぎる言葉がある。


（ヤンデレ）


　そう、寡か聞ぶんにして詳くわしくないが、紫音麻はそれに近い存在なのかもしれない。そういう感じのする女。下手に刺し激げきすると待ち受けるのは未み曾ぞ有うのカタストロフィー。せしる先輩と詩緒里の恥ずかしムービーという刃は物ものより恐ろしい爆ばく弾だんが世界の中心で破は裂れつする。


（クソッ！　俺の事は二の次でいい。彼女達だけは守らないと──）


「……どうすればいい？」気づけば言っていた。


「秘密にして頂ちよう戴だい」


「秘密？　何を──」


「わたしの存在」


　それを誰にも漏もらさないで、と紫音麻は囁くように言う。


「わたしという存在を隠かくし通す事。基本的にはそれだけで良いわ。他ほかには何も要求しないから安心して頂戴。あなたを誘惑するのはわたしが自ら、あの手この手を使ってやってあげるから。フフフ、その方が殿との方がたとしても嬉うれしいでしょう？」


　どこまでも勝手な事を言う紫音麻。──見くびるのもいい加減にしろ。俺はお前みたいな性悪女に惑まどわされるのは絶対御ご免めんだ。


「やれやれ、あまり調子に乗らない方がいいんじゃないのか？」


「あら」


　俺のはったりじみた脅おどしに対し、紫音麻は嬉しげに瞳ひとみを丸くする──おねだりするように可愛かわいらしい上うわ目め遣づかいで俺の言葉の続きを催さい促そくするのだ。


「その気になればお前をやり込める方法なんていくらでも思いつくんだよ。これでも俺は天才の幼おさな馴な染じみだ！　いやまあ、要は凡ぼん人じんって事なんだが、その凡人も追い詰められると窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむ的なアイデアを出す。だから紫音麻、今すぐ頭を垂れて謝罪した方が……」


　と、言い募つのる俺の唇くちびるに紫音麻が手を伸のばし、ひんやりした人差し指で閉ざした。


「ん……っ？」


　唇に少し甘いような──微かすかな紫音麻の味がして、


「ねえ柊一君、あなたっていざとなると勇ましいのね。彼女達の事を必死に守ろうとしちゃって……ますます好きになってきちゃったわ。でもね、もしもわたしの存在を少しでも他人に漏らしたら」


　と、そこで切れ長の双そう眸ぼうが絶対零れい度どの輝かがやきを放ち、俺の肌はだがザワッと粟あわ立だつ。


「その時は覚かく悟ごなさい……？　わたしはどこまでも容よう赦しやなくやる女よ。これまでのわたしの行動を見てればそれは理解して頂けるわよね？　彼女達の破は廉れん恥ちムービーをあらゆる経路で世界中に配信させて頂くわ！」


　先さき程ほどの勢いは何処へ行ったか、頭を垂れる羽目になったのは俺の方だった。





　　　　◆　◇　◆





「──ハッ？」


　机にうつ伏ぶせという無理な体勢で寝ねていたせいで軋きしむ上半身を起こし、時計に目をやれば朝の四時を少し過ぎた辺りだった。


　いつの間にか眠ねむっていたらしい。部屋の灯あかりが点つけっぱなしだったので眩まぶしく、目が痛む。俺は眉み間けんを揉もみ解ほぐし、暫しばらく椅い子すに凭もたれたまま放心していたが、


（って、おいおい……）


　覚かく醒せい後の現実感が帰き還かんしてくるに従い、放心している場合ではないと気づかされた。


　頭を振ふってさっきまでの出来事を思い出す──。


　魔ま性しようのヤンデレ女、紫音麻の誘惑。それが何から始まったかと言えばリビングのＴＶでＤＶＤ鑑かん賞しようをする事だった。彼女は何処かから取り出したディスクを片手に、


「ねえ、柊一君。映画一いつ緒しよに観みない？」


「アニメ映画なら観てやってもいいけど」


「あなたって何気に面おも白しろい人よね」


　微び妙みような褒ほめ方をされた。


「残念だけれどアニメではないわ。フフフ、これは所謂いわゆるアクション映画よ」


　アクション映画は嫌きらいではないが……戸と惑まどう俺を傍はた目めに紫音麻はプレイヤーを操作し、リビングの大画面でＤＶＤの再生が始まる。


　果たしてそれは予想もしない──と言うか、この場合は予想通りと表現するべきか。


『ウフーン、アハーン』


「お前なあああ……！」


　スピーカーから流れ出る大音量のセクシーボイスに俺は慌あわてて音量を絞しぼった。


「ねっ、アクション映画でしょう？」


「うまい事言ったみたいな顔するな！　ウインクするのもよせ！」


　それは成人向けの……アクションはアクションでも性的なアクション映画だった。


「こういうのを見ていると殿方は次し第だいにムラムラくるんですって。フフフ、倦けん怠たい期のカップルなんかがよくやるらしいわぁ」


「何が倦怠期だ。俺達はまだ始まってもいない！」


　名台詞ぜりふみたいになってしまった。……不覚過ぎる。


　仕方無いので言い直した。


「俺は始める気すらない！」


「まあ素敵な宣言！　でも、どうかしら？　こういうのって観ているうちにジワジワ効いてくるらしいわよ？　口当たりの良いワインみたいな物ね。ホラ、あなたも遠えん慮りよせずにご覧になって」


　紫音麻は妖よう艶えんに微笑ほほえみ、リビングのソファーにうつ伏せで寝ね転ころがると、いかにも襲おそってくださいとばかりの無防備な格好で映像に見入る。スカートの中身が見えそうで思わずドキッ──として堪たまるか！　俺は紫音麻を冷たい目で見下ろし、様々な問いを浴びせた。


　年ねん齢れいは？　住所は？　どういう風に育った？　玄げん関かんに靴くつが無いのは何な故ぜだ？


　だがどんな質問にも紫音麻はまともに答えない。妖艶な微笑を浮うかべ、ソファーの上で気持ち良さげに両足をブラブラ交差させるばかりだ。


　ＴＶ画面には男女の裸ら体たい、スピーカーから喘あえぎ声が響ひびき、段々変な気分になってくる。


（少し頭を冷やした方がいいな。このままじゃヤツの言う通りに……）


　咳せき払ばらいする。


「そうやって一人で延々と観ていろ」


　冷ややかな口調──とは言え、中身は捨て台詞以外の何物でもない言葉を残し、俺は階段をのぼって二階へ。自室に引っ込んで鍵かぎをかけた。


　意外にも紫音麻が俺の部屋まで追ってくる事はなく……それはそれで逆に気にならなくもないが……これで少しは落ち着いて考えられる。どうやってあの女を追い出すか。いかなる方法であの女をやり込めるか、と思考を巡めぐらせているうちにうつらうつら、信じられない事に眠ってしまった。この状じよう況きようで居眠りできる己おのれの強心臓に呆あきれるが、昼間プールで随ずい分ぶん泳いだから疲つかれていたのだろう。


　やがて目覚め、眩しさに顔を顰しかめつつ時計に目をやり……。


（紫音麻のヤツ、まだ一階にいるのか？）


　俺はそっと自室のドアを開けて静まり返った朝四時の廊ろう下かに出たのだった。





　結論からすると一階のリビングに紫音麻はいなかった。


　ＴＶも消されていたし、荒あらされた形けい跡せきもない。むしろ綺き麗れいに掃そう除じしてある程で、水を飲んだと思おぼしきグラスも洗い、シンクの水切りラックに逆さにして置かれていた。


　意外と几き帳ちよう面めんなのか、或あるいは紫音麻という女の存在自体が幻げん覚かくだったのでは……なんて思いながらその辺を徘はい徊かいしていると幻覚ではない物証を発見してしまう。


　リビングテーブルに書き置きが残されていた。


『また来るわ』


　──かくして魔性の女こと鈴木紫音麻と俺の秘密の関係が始まったのだった。
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「どうしたのよ柊一君、目の隈くまが凄すごい事になってるけれど」


「や、少し寝ね不ぶ足そくでさ」


「最近いつもそんな風じゃない？」


「そうじゃなーい？　そうじゃなーい？　そうじゃなくなくなくなくなくなくなーい？」


「どっちでも良いから静かにしてくれ……」


　と、かへらへを宥なだめる憔しよう悴すい顔の俺を詩緒里が困ったような顔で慰なぐさめてくれる、そんな平和な朝、一年Ｂ組の教室──


　ありふれたやりとりだが、今の俺の荒すさんだ心は相当和なごまされる。心こころ遣づかいが身に沁しみるのだ。机に両りよう肘ひじを付いて頭を抱かかえている俺を見かねたのか、隣りん席せきの詩緒里が声をかけてきてくれて──そこに素すっ頓とん狂きよう少女かへらへが絡からんできて先程の会話に繫つながるのだった。


　あれから数日が経過した。


　魔性のヤンデレ女、紫音麻は未まだ俺の家に居座っている。


　稀まれにフラッといなくなったり、忘れた頃ころに戻もどってきたりするものの、夜は大体いつもいる。妖艶に目を細めて思わせぶりな事を言い──俺をあの手この手で惑わせるのだ。


　例えばこんな事がある。


「柊一君、このピザ食べる？　チーズが粘ねばっこくて美お味いしいわよ。糸を引いてるぅ」


「勝手に出前を取るな！」クーポンまで使われていた。


　こんな事もある。


「柊一君、洗せん濯たく物もの溜たまってたから洗っておいたわよ。ホーラ、ご覧なさい」


「俺のパンツを洗うな！　て言うか、家の中に干すのはよせ！」生なま乾がわきは嫌いだ。


　こんな事もある。


「柊一君、バナナはお好き？　わたしは大好きよ。こうやって舌でペロペロしちゃうくらいだぁい好き！　たっぷり買って冷蔵庫に入れておいたから」


「好物を押しつけるな！」バナナは常温で保存しろ。


　こんな事もある。


「柊一君のベッドって気持ち良いわね。こうして潜もぐり込んでみるとよく解わかる。ふかふかしててお日様の匂においがするわ。この香かおりを上書きしてあげる。……えい、えいっ！」


「やめろ！　人の布ふ団とんでのたうち回るな！」変な夢を見そうだ。


　そして──。


　昨日はこんな事があった。


「ねえ柊一君、お風ふ呂ろ使わせて頂いて良いかしら」


「風呂？　またかよ」


　バスルームでの初対面は俺に強きよう烈れつな印象を刻み込んだ。無論悪い意味で。


「だってわたし、お風呂が大好きなんですもの。入浴してる時は頭がこれ以上ない程の幸せで満たされちゃう。世界に向けてキスの花束を贈おくりたくなってしまうくらいなの」


「そんなに好きなのか」不覚にも僅わずかに心を動かされ、「……風呂くらい減る物でもないからな。使いたいなら勝手に使えよ」


「フフフ、ありがとう柊一君。でもこれだけは忘れないで頂ちよう戴だい」


「何を？」


「一番好きなのは勿もち論ろんあ、な、た！」


「訊きいてねーんだよ、そんな事は！」


　そして紫音麻は入浴を満まん喫きつし（わざとらしい鼻歌がバスルームの外まで響いてくる）、湯から上がるとボディソープの甘い香りを濃のう厚こうに漂ただよわせながら若じやつ干かんしどけない格好で、自室で机に向かう俺の周りを何をするともなく徘徊するのだ。


「……ったく、明日あしたまでにこれをやらなきゃいけないんだよ。向こうに行ってろ」


　魔性のストーカー女に付きまとわれようが求愛されようが、そんな事とは無関係に宿題は出る。（切ない現実だ）


「いいじゃない。ねえ、こっちを向いて相手をしてよ、柊一君」


「今宿題中だって言ってるだろ」俺は振ふり返らずに言う。


「そう……。だったら今から凄い事しちゃおうかしら？」


「はあ？　何でもいいから邪じや魔ましないでくれ」


「フフフ。それじゃやるわ」


　逆立ち！


　と、そんな紫音麻の声が背後から聞こえた瞬しゆん間かん、微び風ふうが俺の頰ほおを撫なで、後ろの壁かべにトンと何かが当たる音がした。


（予想外過ぎる──）


　俺は振り向こうとする自分を必死に押し留とどめた。


「見て見てっ、うまくできたわ柊一君！　振り返ってご覧なさい」


　紫音麻の声には妙みように力が籠こもり、しかも地面に近い位置から発せられている。本当にやったのだ。壁にトンと当たったのは踵かかとだろう。


「今わたし、逆立ちしているのよ柊一君。これがどういう事か、あなた解る？」


「や、全然解らん」


「つまりね──めくれているの」


　……俺は机の上でギュッと拳こぶしを握にぎり締しめた。


「ねえ、振り返って見てご覧なさいよ、わたしの妖よう美びな逆立ち姿！　これ以上ないくらい露ろ骨こつにめくれて、あなたの大好きな黒い下着が見えてしまっているわよ？」


　ちょっぴりエッチなＴバックショーツよ……と囁ささやくように言う紫音麻。意地でも振り返るものか！　と俺は奥歯を嚙かみ締めて己おのれの気持ちを殺す。見たくないけど見たいけど見たくないけど見たいけど見たくないけど。


　紫音麻の頭に血が上って逆立ちをやめた頃には、俺の唇くちびるには血が滲にじんでいた。


　とまあ。


　こんな風に紫音麻は毎夜、俺の理性をスポイルしにかかるのだった。


　今のところ俺は誘ゆう惑わくに屈くつする事なく、すんでの所で躱かわして凌しのぎ、逆にこちらも彼女に探さぐりを入れたり鎌かまを掛けたりと色々と試こころみてはいるが、未だ正体は摑つかめていない。


（本気で厄やつ介かいだ……。でも今は耐たえるしかない）


（耐え続ければいずれはヤツも隙すきを見せ、ボロを出す。そこに付け入る隙ができる筈はずだ）


　とは言え、紫音麻に現状その兆候は見られず、俺は着実に疲ひ弊へいしていき……という何とも忸じく怩じたる思いなのだが、とりあえず現状はそんな有様なのだった。





「ちょっと、柊一君？　柊一君ってばっ」


　澄すんだ声に我に返る。──屈かがみこんだ詩緒里が俯うつむいた俺を心配げに見上げていた。かへらへはいつの間にか遠くでモンキーダンスをしている。


「悪い。つい自分の世界に入ってたみたいだ」


「本当に大だい丈じよう夫ぶなの？　何だか難しい顔をして考え込んでいたわよ？」


「あー、難しい事と言うか、厄介事と言うか」あまり心配かけたくない。「いや、別に何でもないんだ」


「え？」


「大した事じゃないから気にするなって意味だよ」


「ン、だったら良いのだけれど……」


　まだ少し心配そうな上うわ目め遣づかいを向けてくる完かん璧ぺき系美少女。とても心癒いやされる。


　先日プールでじっくり話し合って以来、詩緒里とはかつて無いくらい良好な関係が続いていた。心が通じ合っているようなこのムード、できればずっと保持したい。


　そうだ。その為ためにも紫音麻の事は絶対に隠かくし通さなくては。『秘密』はどんな事をしても守り通す。彼女を守る為に──


「あの、ところで柊一君」


「どうした？　急に改まって顔して」


　明るい声色を取り繕つくろう俺に詩緒里は突とつ然ぜんツンと尖とがった顎あごを反らした。頰を膨ふくらませ、若干わざとらしくぷりぷりしながら細い腰こしに手をあてがい、


「プ、プールでは色々あなたのお世話になったけれど……誤解しないで頂戴ね!?」


「何が突然どうした!?」


「わ、わたしはまだデレた訳じゃないってコト！　いいこと？　わたしはまだ落ちてなんかないわ。うまく物にしたなんて思わないでよっ!?」


「思ってねーよ、そんな事は！」


　これさえ無ければ詩緒里は心底掛かけ値ね無しに完璧なのだが──詩緒里は度を超こした負けず嫌ぎらい。惚ほれた方が負けで惚れさせた方が勝ちという恋れん愛あい勝負は未いまだ継けい続ぞく中なのだ。


　この話題に今は深入りしたくないので違ちがう話題を探した。


「あー、ところでお前、妹とはちゃんと話せたのか？」


「え？」


「ホラ、こないだ話してただろ？　ギャルの妹が不良じみた事をしてるとかどうとか。一度お説教してみるとか息巻いてたじゃないか」


「あ、ああ。その事ね……」


　些いささか歯切れが悪い。と言う事は、詩緒里は未だ実行に及およんでいないらしい。


　何となくタイミングが合わなくて、と詩緒里は途と切ぎれ途切れに言う。話そうとした時には妹に用事があったり、妹の用事が済んだ時にはわたしに用ができていたり……と。


「へえ。まあそういう事ってあるけどな」


「でもそうよね……。柊一君の言う通りだわ。早くちゃんとしないと。うちの妹ったら最近悪い男に入れ揚あげているみたいで」


「悪い男？」


「夜遊び、少し激しくなっているのよ。最近、窓から抜ぬけ出す回数が増えちゃって」


「おいおい、それは少しまずい気がするぞ」


「そうよね……。ン、解ってるわ。今夜辺りちゃんと話してみる」


　アドバイスありがとう柊一君、と照れ臭くさそうに言う詩緒里。礼を言われる程ほどの事ではないが、多分早めに動いた方が良いだろう。ギャルとは言っても女子中学生。危険に遭そう遇ぐうした時に毅き然ぜんと身を守れるかどうかは怪あやしいところで、とは言え、女子中学生だからこそ悪い男に惹ひかれたりもする訳で……なんて口には出さずに考えていると、廊ろう下かを歩く男子生徒の姿がふと目に入った。


　職員室にでも向かうのか。少し日に焼けた癖くせ毛げで長身の、どことなく遊んでいる雰ふん囲い気きの青年──それは生徒会副会長の藤ふじ枝えだ潤じゆん平ぺいだった。


　藤枝は俺の視線に気づいたらしく、廊下からこちらに顔を向けると徐おもむろに腹部を摩さすってポンッと腹太たい鼓こを打ってみせた。……何を意味する仕草なのかさっぱり解らない。が、


（ああいうヤツなら多分、心配ないんだろうが）


（善人そうで悪そうでもあるが、それでも根は良いヤツって感じがするからな）


　誰だれが言ったか知らないが、藤枝は学園最高のＩＱとＥＱを兼かね備えているという。普ふ段だんはヘタレの快男児こと剛ごう田だ隆りゆう介すけ会長のサポート役に回る事が多いが、実は抜け目のない人物で、学園の揉もめ事はいち早く察知し、波風立てずに収めているのだ。言うなれば狸たぬき。目立たないからこそ実力者。彼と敵対した事はまだないが……生徒会とハーレム団が相あい容いれぬ組織である以上、いずれやり合う時が来るのだろうか？


　去っていく藤枝の背中を見ながら俺は漠ばく然ぜんとそんな事を考えたりした。
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　さて、そのハーレム団である。


　放課後、俺が自らハーレム団の部室に足を向けたのは、教室前の廊下でよく待ち伏ぶせしている先せん輩ぱいが最近姿を見せないからだった。少し……いや、ほんの僅かに気にかかる。


　別に気まずい関係になっているとかそういう訳ではなく、朝は一いつ緒しよに登校しているし、そして何かこう、微び妙みように様子がおかしいようにも感じていたのだが、帰りは家に居座っているであろう、紫音麻の事が気がかりで一人即そつ刻こく帰宅していた。だからハーレム団に顔を出すのは久ひさ方かた振ぶり──否いな、それ程大げさに構える事でもない。


　軽くノックして部室のドアを開けると、


「いらっしゃいませ……あっ！　柊一さん！」


　フリルいっぱいのメイド服に身を包んだみつけちゃんが透とう明めい感かん溢あふれるキラキラ笑え顔がおで俺を出で迎むかえてくれた。


「来てくれたんですね。嬉うれしいです！　今すぐティーを用意致いたしますからっ」


「いつも悪いな、みつけちゃん」


「いえ、そんな！　滅めつ相そうもありませんっ。だってボクが好きでやってる事ですもん。それより今日の紅茶はとっても美お味いしいんですよっ。フォションのダーリン……あっ？」


「ダーリン？」


「ご、ごごご、ごめんなさいっ。言い間違えちゃいました！　正しくはフォションのダージリンティーで……」


　もぉ、ボクのばかっ！　と赤らめた頰を押さえてパタパタその場を走り去るみつけちゃん。何だか知らないが嬉しそうだ。その逆よりずっと良い。微笑ほほえましい様を見送り、俺は今度は室内中央にジト目を向ける。……珍ちん妙みような光景が展開されていたからだ。


「お手、お手っ。ほら、お座りーっ！」


　と、何やら元気良く言い立てているのは素すっ頓とん狂きよう少女かへらへだ。小さな掌てのひらをずいっと差し伸のべ、お手をしなさいとせがんでいる相手は──


「クルックー」


　……鳩はとだった。


　瀧川苺の伝書鳩──無む垢くなる瞳ひとみで床ゆかに佇たたずむそいつに向かい、かへらへは白はく鯨げいに立ち向かうエイハブ船長もかくやの勢いで、きゃうきゃうきゃうエキサイトしているのだった。


　よく見るとかへらへの掌にはピーナッツが載のせられている。釣つろうとしているらしい。


　だが伝書鳩は日ひ頃ごろ良い物を食べ慣れている為かピーナッツに興味がないようだ。或あるいは嘴くちばしのサイズ的に入らないのかもしれないが、微び動どうだにせず、動物特有の平へい坦たんな目でかへらへのハッスルぶりをジーッと見ている。


　……シュールな光景だ。いつからここは動物王国になったのか。


「なあ、何やってんだあいつ？」


　傍そばを通りかかった苺に訊たずねると、彼女は機械のように首を横に振った。


「……解わからない」


「だよな」


　やがて痺しびれを切らしたか、かへらへは意外な行動に出た。俺は思わず「ええっ？」


「ウウウウゥーッ！　ワンワン！」


　何とかへらへはその場で四つん這ばいになり、犬よろしく吠ほえ始めた！


「クルックー」


　鳩はどこまでも冷静に短く鳴いた。


「ワンワン！　ウォンウォンウォン！」


「クルックー」


「ウォンウォン！　ワンワン！　アアアウウウウゥゥゥ……ワオオオオォーン!!」


「クルックー」


　かへらへと鳩は鳴き声の応おう酬しゆうを交かわし、暫しばらくその状態で睨にらみ合っていた──が、


「びあああーん！」降参の声をあげたのは人間の方だった。「鳩ちゃんってば、全然わたしの言う事を聞いてくれないよーっ！」


　残念、わたし、すっごい残念だよーっ、と天を仰あおいで鳴き真ま似ねをするかへらへ。その通り、残念なのは鳩でなくお前なのだ……。


　勝利した伝書鳩はバサバサバサッ！　部室上空を舞まい、飼い主である苺の肩かたに着地した。


「……あの子、見ていて飽あきない」苺がボソッと言う。


「俺もそう思う」


「アオオオオオーン……」


　四つん這いで遠とお吠ぼえをしているかへらへの頭を軽く撫なでてやった。すると泣き真似をやめ、にぱっと笑む。何だよ、かへらへは最初から俺に構って欲しかっただけらしい。


「ふふ、皆みなさん何だか楽しそうですね。それはそうとお茶が入りましたよーっ」


　みつけちゃんが紅茶とケーキをトレイに載せてやってきた。





「旨うまい！」


「良かったです」


「このお茶もいける！」


「ありがとうございます」


「ところでせしる先輩は？　姿が見当たらないんだが……」


　目を瞬しばたたくみつけちゃん。些か強引な切り出し方だったろうか。


　窓まど際ぎわに並べた机という名のダイニングテーブルで俺達は紅茶とケーキを堪たん能のうしていた。だがそこに先輩の姿はなく──彼女が根城を留守にするなんて珍めずらしい。


「……涼風さんは何ど処こかに行ったみたいよ」


　苺がケーキをもむもむ頰ほお張ばりながら言う。膝ひざに乗っかって満足げな伝書鳩もポロポロと頭上から降り注ぐ甘いお零こぼれに与あずかっていた。


「かふぇ、かふぇふぇふぇ！」


　猫ねこ舌じたのかへらへは紅茶が熱かったらしくジタバタ足を振ふって悶もだえていた。彼女に水を入れたコップを伏ふし目がちに差し出しつつ、みつけちゃんが俺の質問に答える。


「涼風さんは校舎裏です。何でも、告白されるらしくて……」


　呼び出されたみたいです、とみつけちゃんは言う。


　ガシャンと大きな音がしたのは俺がカップを置いたからだ。思わずそうしてしまった。


　俺は静かに深呼吸した。


「そう言えば俺、ちょっと用事があったんだ。そろそろ行かないと」


「エッ？　今来たばかりじゃないですか、柊一さん」後きぬ朝ぎぬの別れの如ごとき顔をするみつけちゃん。そこまで切ない顔をしなくても。


「コーヒー旨かったよ、ご馳ち走そう様さま！」


「紅茶です……」


　少し動どう揺ようしていたのかもしれない。俺は席を立つと校舎裏に向かった。





　せしる先輩は時々告白されている。容よう貌ぼうだけは夢のように清純可か憐れんな黒くろ髪かみ乙女おとめだから男子がクラッとくるのは一応解る。……人間肝かん心じんなのはその中身なのだが。


　告白と言えば、最もされていそうなのは完かん璧ぺき系美少女こと水谷詩緒里だが、意外にも彼女は高校に入ってから一度も告白された事が無いらしい。取り巻きが常に監かん視しの目を光らせているし、何より高たか嶺ねの花のイメージがあまりに強過ぎて、皆みんなが最初から諦あきらめてしまうのだ。


　だが、せしる先輩の場合は事情が違ちがう。とにかく性格が物もの凄すごく変わっているからだ。


　先輩はその変人性を俺の前でのみ全解放しているが、別に隠かくしている訳でもなく、学校では控ひかえめにしているというだけ。ぶっ飛んだ中身の持ち主だという事を知る人は知っており──もしかしたら僕の変な一面を好きになってくれるかも？　と一いち縷るの望みを託たくして告白する者がいる。そして物の見事に玉ぎよく砕さいするのだ。


　今回もそんな顚てん末まつを予想しつつ、俺は校舎裏へ走ったのだが──





　校舎裏に辿たどり着くと地面に見た事もない不思議な模様が広がっていた。


（何だこりゃ……？）


　思わずギョッとするが、それよりギョッとしたのは反対方向から男子が幾いく人にんか駆かけてきたからだ。彼らの行く手にいるのはせしる先輩だ。木の棒で地面に何か書き付けている。


（あいつらか。先輩に告白するってのは──）


　頭がカッと熱くなった。何故かそいつらを睨み付けるように見てしまう。


　彼らは全部で三名いた。二人は付き添そいで一人が告白……かと思いきや、そうではない。三名ともラブレターを握にぎり締しめている。


（三人同時に告白だと？）


　心臓が速く打っていた。一応部外者の俺だが、つい気になって声をかける。


「お前ら、どういうつもりだっ？」


「え？　いやその……ちょっと意気投合しちゃいまして」


　彼らはそれぞれＣ組、Ｄ組、Ｅ組──全員違うクラスに属する男子だった。


　曰いわく、Ａ組の黒髪美少女こと涼風せしるの事は前から気になっていたが、微妙に怖こわかったりもする。何をしでかすか解らない変態だという噂うわさがあるからだ。靴くつ箱にラブレターを入れようか、どうしようかと逡しゆん巡じゆんしていた時に三人は出会った。同じように思いを寄せているなら丁度良い。一緒に思いの丈たけを伝えよう！


　という訳で三名結けつ託たくして告白する事にしたらしかった。


「ったく、失礼な奴やつ等らだな……」俺はこめかみを指の腹でグリグリ押し、「そこまでビビるなら最初から告白するなよ！」


「だ、だけど彼女、凄すごく可愛かわいいし」


　それは事実ではあるが、Ｃ組、Ｄ組、Ｅ組君に賛同する理由も無かった。俺はせしる先輩に失礼な真似をされて苛いら立だっている訳では決してない。


「三人で結託して告白する辺り、お前らも充じゆう分ぶん変だから安心しろよ」


「ですよねー」と頷うなずき合う三人。自覚があるようで何よりだ。


　そしてＣ組、Ｄ組、Ｅ組は握り締めた手紙をシュバッと一いつ斉せいに差し出し、


「涼風さん！　これ読んで下さ……」


「君達！」


　不意にせしる先せん輩ぱいが顔を上げて待ったをかけた。手紙──正確には手紙の入った封ふう筒とうだが、三者三様の柄がらのそれを食い入るようにジロジロと眺ながめ、


　凄い事をした。


「ふんふん、イチゴは昨夜食べたばかりだから遠えん慮りよしておく！」とＣ組の男子に、


「クルマよりも電車派なのだ！」とＤ組の男子に、


「モダニズム建築は苦手さ。わたしはフランク・ゲーリーが好きだ！」とＥ組の男子に、


　それぞれ言ったのだ──。


　思わずポカーン。


　先輩は封筒には一いつ切さい手をつけていないし、手紙を読んですらいない。何が何だか理解不能だが、三人の顔色は見る間に青く染まっていく。やがてクルリと踵きびすを返し──俺はその場から走り去ろうとする彼らの一人の腕うでを素早く摑んだ。


「おい、突とつ然ぜんどうしたんだよ？」


「さ、流石さすがは涼風さん。噂通りの……いや、これは噂以上だ！」ガタガタガタガタ。


「ちょっとその手紙見せろ」


　彼らの手紙にはこう書かれていた。





　Ｃ組の男子の手紙──


『好きです涼風さん！　付き合ってください。良かったら今度の週末、二人でイチゴ狩がりに行こう』





　Ｄ組の男子の手紙──


『涼風さん好きだ！　キミの事を思うと胸が苦しくなる。今度の土曜日、僕とドライブに行こう。父がクルマを出してくれる』





　Ｅ組の男子の手紙──


『キミを見る度たびに胸がときめく。日曜に美術館に行かないか？　モダニズム建築展のチケットが二枚あるから、知的な会話を楽しもう』





　……突つっ込みどころは多々あるが、ラブレターだから自重しておくか。何にせよ、天才せしる先輩が自重せずに本気を出せばこの程度の内容は容易に洞どう察さつ可能なのだろう──手紙を渡わたす前に中身を見み抜ぬかれた男子三名は這ほう々ほうの体で逃にげていった。


　基本的に失礼な連中だったから良い薬にはなるだろうが、と思いつつ、彼女が告白を断った事に少しホッとしていたり……みたいな事は断じてない。深く息を吐はいただけだ。


「三人とも随ずい分ぶんびっくりしていた。少々大人げなかっただろうか？」と仏ぶつ頂ちよう面づらで首を傾かしげるせしる先輩に俺はポリッと頰ほおを搔かいて言う。


「……いやまあ、あれはあれで。それより先輩、何かイライラしてるみたいですね？」


「わたしが欲よく情じようしたとでも？」


「それはムラムラ！」


「凄いぞ柊一君。今の突っ込みは速かった！」


　そんな事で褒ほめられても困る。


　とは言え、先輩が少々イラついているのは確かなようだ。


　ここは普ふ段だんの先輩ならふんふん言いながら何な故ぜ手紙の内容が解ったのか得意げに解説している場面──恐おそらく、何気ない仕草や行動から類推したのだとは思うが、種明かしをしないと、洞察された側は心を読まれたようで落ち着かないからだ。


「……わたしは別にイライラしていないよ。少し手こずらされているだけだ」


　せしる先輩は持っていた木の棒を放ほうり捨てると、艶つやめく唇くちびるを僅わずかに尖とがらせて地面を一いち瞥べつした。最初に見た時は模様に見えたが、よく見ると数式だ。


「わたしの開発したｖｄＢ１４２にバグがあるらしくてね。全く、フィーバーフュー博士も厄やつ介かいな事を……」


　顰しかめっ面つらで腕うで組ぐみしながら地面を眺めているせしる先輩。ご機き嫌げん斜ななめと言うか、最近常にこんな調子ではあったのだが──


「その地面に書かれてるのって、何の式です？」俺は訊きいた。


「こないだ糸いと川かわ刑けい事じが事件を持ち込んだだろう？　あれに関する物だよ」


「ああ、何ちゃら博士が脱だつ獄ごくしたっていう……」


「フィーバーフュー博士だ」


　正直、俺は今の今まで誤解していた。せしる先輩の機嫌が今一つなのは、先日プールであまり構ってあげなかった所せ為いかと。逆に詩緒里に少々構い過ぎた所為かと──


　そんな風に思っていたのだが、いや、それもあるのかもしれないが、事態はそこまで単純でもなかったらしい。先輩は例の事件についてもちゃんと取り組んでいたのだ。


　思えば先輩は相談に来た糸川刑事に二週間以内に片が付くと予告していた。言われてみれば期日は刻一刻と迫せまっている。だから最近様子が変だったのか？


「先輩、手こずってるんですね？　俺に何か手伝える事があれば……」


「いや、大だい丈じよう夫ぶだ」


　先輩は首を横に振った。


「君の気持ちはありがたいが、こればかりはどうしても自分で解かなくてはいけない問題でね。科学的事象の解明にはそのスタンスが不可欠なんだよ……ブツブツブツ」


　数式が書かれた地面を睨ねめ付けて独語するせしる先輩。保健室の先生に見られたら病院に連れていかれそうな光景だ。ブツブツブツブツ……。


「時に、柊一君！」


　突とつ然ぜん先輩はバッと凄い勢いで顔を上げた。


「君はその……わたしに隠している事があるんじゃないかね？」


　俺の心臓はドクンと跳はねた。


　流石はせしる先輩の洞察力──幼おさな馴な染じみの俺には働きが鈍にぶくなりがちだが、それでもやはり一いち抹まつの違い和わ感かんを覚えてはいたらしい。


「ありませんよ」俺は優やさしく言う。


「え？」


「何もありません」


「そんな……」


「やれやれ、何もありませんってば」


　と、繰くり返す他ほかに俺に何が言えるだろう？　せしる先輩に噓うそなど吐つきたくないが、ここで秘密を知られる訳には絶対いかないのだ。


　魔ま性しようのヤンデレ女こと紫音麻が所持する動画の事を知れば先輩は激げき怒どするだろう。何故か俺に関する事には過か剰じよう反応しがちなのだ。今回は内容が内容だけにかつてないくらい激げき昂こうし、紫音麻を文字通り破は壊かいするに違いない。そういう時の先輩は決して己おのれを省かえりみる事はなく、自身の恥はずかしムービーが流出したところで一向に頓とん着ちやくせず事に及およぶだろう。


　かくして見せたくない動画は衆目に晒さらされる。


　だから。


　だから秘密は必ず守り通す。たとえそれが一時的に傷つける羽目になったとしても。


「ねえ柊一君、それはわたしにも言えない事なのか？」


　せしる先輩が寂さびしそうな顔で小首を傾げ、俺は思わず唇を嚙かむ。クソッ──先輩が相手だからこそ言えないのだ。切なさ乱れ撃うちだ。


「……そうか。つまり君にも色々あるという事か」


　強きよう硬こうに口を噤つぐむ俺の態度にせしる先輩は項うな垂だれた。胸がギュッと詰つまる思いだ。こんな顔をさせてしまった事が本気で悔くやしい。


　と、その時俺はどんな表情をしていたのだろう──突然せしる先輩は元気良く笑った。


　え？


　そう、突然意味不明の大笑いを始めたのだ。はーっはっはっはっはっ、と。


「うむ、そういう事だって時にはあるだろう！　生物多様性の見地から考えれば全くおかしな事ではない。本当さ！　それで良いんだ柊一君、もっと胸を張りたまえ！　はーっはっはっはっはっ！」


　だからわたしの前でそんな悲しげな顔をしないでくれないか──


　と、眉まゆを寄せて言うせしる先輩。俺と二人の時には見せない、わざとらしい高笑いを披ひ露ろうしながら。傷ついているのに無理に明るく振ふる舞まったりして……そう、変態で変人だが彼女は実は誰だれより優しい。


「せしる先輩……」思わず彼女の腕に触ふれていた。


「気にするな。わたしはこれくらい全然平気なんだぞ、柊一君！」


　何を勘かん違ちがいしたのか先輩は力強く頷き、ぽふんと自分の胸を叩たたいてみせる。


「確かに今、我々の間には若じやつ干かんのわだかまりがあるようだ。でもわたしはこの通り、まだまだ元気いっぱいだ！　戦意は充分。確かに最近色々と立て込んでいて、少々気が焦あせっていたのは事実……。とは言え、君の問題に首を突っ込む前にわたしはわたしの問題を解決しなければならないらしい。うむ、そうとも！　二人の間の障害を取り除くのはそれからでも遅おそくないんだ。やはり物事に全力で取り組むには愛のパワーを集中させるのが一番だからな！」


　次し第だいに変な事を言い始めた。


「愛！　それには立ちはだかる壁かべが付き物だ。しかし壁があればあるだけ燃え上がるのも愛の真理！　これは試練だったのだよ柊一君！　天がこの危機を乗り越こえる事で、より絆きずなを強固にせよと啓けい示じを与あたえているんだ。ウフフッ、わたしと柊一君が無事この危機を乗り越えた時……そう、その時こそ空に赤々と燃える愛の太陽が昇のぼるだろう！」


「……あ、あのー？」


　凄すごく変な話になってきた。やはりこの人だけは先が読めない。


「よーし、頑がん張ばるぞ！」


　終しまいには本当に気力充じゆう実じつの潑はつ剌らつ笑え顔がおで笑い出すせしる先輩。空元気を発揮しているうちに持ち前のバイタリティーが高められたらしい。俺も元気を分けてもらった気分だ。顔が綻ほころんで心の余よ裕ゆうが湧わいてくる。


　そう、俺もそろそろ俺自身の問題を解決しなければ──。





　　　　４




　その日、紫音麻が我が家を訪おとずれたのは夜も大分更ふけてからだった。


「ふう、汗あせかいちゃった。柊一君、お風ふ呂ろ使わせて頂くわ」


「勝手にしろよ」


　が、それもいい加減お終いだ。紫音麻が鼻歌交じりに風呂に浸つかっている間、俺は自室で静かに思考を巡めぐらせていた。


（彼女をやり込める方法は考えてある）


（だが問題が無い訳じゃない。話し合いで解決できれば一番良いんだが）


　これまで俺は紫音麻と幾いく度どとなく対話を試みた。その結果解わかったのは道徳的ブレーキが壊こわれた女だという事と、怜れい悧りな頭脳の持ち主である事。決して話が通じない相手ではないから、説得で大人しく譲じよう歩ほしてくれると有り難いが──しかし根本的動機が惚ほれた腫はれたという理り屈くつを超こえた感情である以上、やはり無理だろうか？


（いや、最後にもう一度……）


　と、そんな事を考えているうちに時計の針は大おお幅はばに進んでいた。例によって紫音麻がそっと俺の部屋に入ってくる。


「ったく、ノックぐらいしろよ」


　正面から向かい合うと、紫音麻は少し驚おどろいたように身を引いた。


「……何よ？」豊かな睫まつ毛げに縁ふち取どられた切れ長の瞳ひとみを大きく瞠みはり、「珍めずらしいわね。いつもはすげなく無視しているのに。今日は一体どういう気まぐれかしら？　あら、もしかしてようやく押し倒たおしてくれる気になったの？」


「それはない」


　最さい後ご通つう牒ちようだ、と俺は言う。


「こっちも漫まん然ぜんと過ごしてた訳じゃないんだよ。お前を仕留める方法は既すでに考えてある。大人しく例の動画の元データを渡せ。悪用しないと約束しなければお前を破は滅めつさせる」


「わたしを……破滅させるですって？」


　紫音麻は吊つり目をわざとらしくぱっちりと瞠った。


「素す敵てき！　流石さすがは悪い男ね。それじゃ早さつ速そくベッドに組み敷しいて頂こうかしら」


「お前は俺の話の何を聞いてたんだ!?」


　否いな、これは意図的なものだ。こちらのペースを乱そうというお得意の会話術──こんな物に引っ掛かかっている場合じゃない。


「いいから大人しく引き下がれよ。あまり酷ひどい事はしたくないんだ」


「何な故ぜ？　したら良いじゃない？」


　わたしは魔性の女なのよ、と紫音麻は妖よう艶えんに双そう眸ぼうを細めて嘯うそぶく。そういう悪い女にはどんなハードなお仕置きをしても許されるのじゃないかしら？　と。


「やりたい放題、好きなようにして良いわ。……女がこうやってお願いしているのよ？」


　紫音麻の口から真っ赤な舌がチロリと覗のぞき、ゾクッと獰どう猛もうな思考がよぎる。本当にそうしてやろうか、その華きや奢しやな身に俺の力を知らしめてやりたい──


「って、そんな挑ちよう発はつに乗るか」


　俺は鼻を鳴らす。


「もう解ってるんだよ紫音麻。お前が思わせぶりな態度をしているのは俺がそうしないという確信があるからだろう？　結果が見え透すいてるのにご苦労様なヤツだ。虚むなしい芝しば居いをするのはもうよせ」


「……どういう事かしら」紫音麻が切れ長の目を細くした。


「そうじゃないと行動の整合性が取れないって事だよ。お前は俺について随ずい分ぶんよく知っているようだからな」


「ええ、ほくろの位置も知っているわ」


「動画で見たからだろ!?　ここは茶々入れる場面じゃないぞ」


　さておき。


　情報源は不明だが、紫音麻は俺について極きわめて詳くわしいからこそ、先せん輩ぱいと詩緒里の恥ずかしムービーで脅きよう迫はくしてきた。何故なら俺は自分の動画だけなら無視しているからだ。


　要はこういう事だ。その脅迫手段を取るのは俺がどういう人間なのか性格的な部分まで知り尽つくしている事を意味し──女に甘いとかお人好しだとか──だから見ず知らずの女を押し倒さないであろう事も紫音麻は最初から知っていたのだ。


「……凄い」


　と、紫音麻は静かに言う。


「よく気づけたじゃない。心理的盲もう点てんに」


「最初は解らなかったけどな。驚きが冷めるに従って解ってきたんだよ」


　俺は続ける。


「言っておくがこの程度は只ただの小手調べだ。俺はもっと核かく心しん的な事実にも気づいてる。それを使えば紫音麻……お前を破滅させるのは簡単だ」


　この発言を本音と取るかブラフと取るか？　紫音麻が一いつ瞬しゆん怯おびえたような上うわ目め遣づかいをしたのが気になった──


「そうは言っても俺だって女相手にきつい事はしたくない。大人しく引き下がれ。お前も心の底ではそれを望んでるんだろ？　やってる事は無茶苦茶だが、何だかんだで一線は越えてこないし……。とは言え、火遊びはここまでだ。大事な人間関係に支障をきたしそうだからな。お前よりもずっと魅み力りよくを感じる相手が俺にはいるんだ」


　そしてこの発言はブラフではない。


「さあどうする。話し合いで終わりにするか。或あるいは破滅させられたいか……」


　と、その時予想もしない事が発生した。ドシャドシャと外から屋根を伝う足音が聞こえてきたのだ。


（えええええ、おいおいおいおい!?）


　何たる事か！　これはせしる先輩がやってくる兆候。家が隣となり同どう士しだから彼女はよくこんな風に屋根伝いに窓から遊びに来るのだが……空気を読んでくれ！　今まさに俺が紫音麻を追い詰めようと頑張っているこんな時に──


　本気で参った。ここで鉢はち合あわせたら先輩は確実に暴走する。


「ああもう、クソッ！　紫音麻、こうなったらお前、そこのクロゼットに入ってろ！」


「エエッ？　どうしてわたしがそんな所に」


「つべこべ言わずに入れ！　出てきたら俺マジ泣きするぞ！」


「……泣くの？」


「比ひ喩ゆだ！」


　それくらい動どう揺ようしているという事である。……半ば本音だが。


　紫音麻をクロゼットに収納して戸を閉めた直後、窓がガラッと勢い良く開かれた。


「やあやあ、柊一君！」


　そして俺の部屋に飛び込んでくる制服姿のせしる先輩。とても元気だ。弾はじけんばかりの生気に満ち溢あふれ、その潑剌ぶりは思わずこちらがジト目になる程ほどである。


「な、何の用ですかせしる先輩っ。俺は今ちょっと忙いそがしいんですがねえ!?」


「忙しい？」


　クロゼットに背中を引っ付けて何を言ってるんだ君は……という目で見られた。


「何はともあれ、こちらの忙しいのは片が付いたぞ！　もう大だい丈じよう夫ぶだ、柊一君っ」


　先輩は眩まばゆいキラキラ笑顔でヒマワリみたいに両手を広げる。


「ｖｄＢ１４２の修正がたった今終わったところなのさ。これでフィーバーフュー博士に大きな顔をさせずに済む。さあさあ、晴れて自由の身になったわたし！　一体何をすれば君を満足させられるのかな？　嫁よめかい？　やはり嫁になれば良いのか？　ウフフッ、君はわたしの正妻なんだから、わたしが嫁になるのは当然だぞ。極上の『俺の嫁』感をたっぷりと味わってくれたまえ！」


　突つっ込みどころ満まん載さいの台詞せりふを言いながら先輩は嬉うれしげにクロゼットに近づいてきた。


（やっべえ、こっちに来るうう！）


　流石の俺も心臓バクバクだ。


「せ、先輩いい！　こっちに来ては駄だ目めだああああ！」


「嫌いやよ嫌よの演技をして盛り上げるつもりかい？　君は解ってるなあ」


「いやいやいやいや！　演技じゃなくて今ほんとダメなんでえええ！」


「ダメよダメよも好きのうちと言うからね」


　言わない！


　と、俺は突っ込む余裕も無い。スキップしながらこちらに向かってくる先輩を前に心臓がもう爆ばく発はつしそうだ。


（クソッ！　口で言ったくらいで止まる人じゃない。……だったら！）


　俺はクロゼットの戸を左足の裏で押さえて猛もう然ぜんと前に飛び出した。大人しくさせようと先輩の手首を摑つかむが、焦っていた所せ為いでバランスを崩くずし──


「うあああっ！」


「キャウウッ？」


　ぼふんっ。


　と、衝しよう撃げきと共に甘い香かおりが花粉のように濃のう厚こうに立ちこめる。


　気づけば……ベッドの上に先輩を押し倒している俺がいた。


　白いシーツの上に乱れた黒くろ髪かみが扇おうぎ状じように広がっている。仰あお向むけで俺を見上げているせしる先輩は瞳をぱっちりと見開き、頰ほおを微かすかに赤く染め、本当にびっくりしているようだ。


「ふぁうっ──」


　不意に切なげな声をあげたのは彼女の太ふと股ももの間に俺の片かた膝ひざが楔くさびみたいに割り入っていたからか。そんなつもりはなかったが、俺が手首を押さえつけている事もあり、身動きが取れないらしい。制服を挑ちよう戦せん的に押し返すふくよかな胸がどうしても気になる。そして、それ以上に彼女自身をプリントした抱だき枕まくらが傍そばに置かれているのが気になる。


　先輩と、先輩抱き枕の夢の共演──。


　危険な構図だ。俺を背徳的な気分にするべく狙ねらってやったのなら天才過ぎるが、流石にそうではなかったようで、


「……そんな、いきなり……」


　心の準備が、と彼女は消え入りそうな声で呟つぶやいている。


「せ、せめてお風呂に──」


　何を言っているんだろう。


　恥はじらい、俺から逃のがれようと細い腰こしを捩よじる先輩を、しかし俺は咄とつ嗟さに押さえ込む。逃にがしたくなかったのは男の本能が刺し激げきされたからか。心臓が激しく打つ。何としてもクロゼットに近づかせてはならない。いや、それは理性であり建前だ。本音は……何だろう。とにかくドキドキしていた。


　どれくらいの間そうしていただろう。


　俺がどうにか呼吸の沈ちん静せい化に成功した頃ころ、前まえ触ぶれもなく彼女は言った。


　ぽつりと。


「柊一君……きみ、苦しそうな顔をしている」


「え？」


　思いも寄らない一言だった。そんなに俺は切せつ羽ぱ詰つまった顔をしていたか？　片方の足の裏でクロゼットを押さえつけるという無理な体勢がそうさせたのかもしれないが。


「わたしで……良いのかね？」


「せしる先輩？」


「だって、何だか辛つらそうな目をしているもの……」


　と、不意に彼女は俺の躰からだの下で考え込むような顔をする。──まずい。ここで本気の洞どう察さつ力を働かされたら！


　そして閃ひらめきは訪れた。


「そうか……そういう事か！　解ったぞ！」


　唐とう突とつに叫さけぶせしる先輩。──万事休す、と俺は思わざるを得なかった。


「ああ、ああ！　何という事だろう！　わたしは遂ついに解ってしまった。君の頭を大いに悩なやませていた問題が遂に解ってしまったんだ、柊一君っ！」


　それは女の問題だ！


　と、言うが早いか先輩は転がるように俺の手から逃れてベッドから脱だつ出しゆつ。嵐あらしの如ごとく窓に駆かけ寄り、屋根を伝って隣りん家かへ去っていった。


　……何で？


　部屋に残された俺はポカンと呆あつ気けに取られ、思考が現実に追いついてこない。女の問題って紫音麻の事か？　だったら何故先輩はいきなり帰ってしまったのだ？


「い、今のあれって……何？」


　恐おそる恐るクロゼットから出てきた紫音麻の問いに、俺は首を横に振ふって答える。想像もつかないと。だがしかし、何か途と轍てつもない事が起こるのは間ま違ちがいない気がする。


　──そしてその予感は当たるのだ。
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　それはこうして始まった。


　翌日の放課後、俺は生徒会室の長テーブルについて落ち着かない時間を過ごしていた。


「ご、ごめんなさいね柊しゆう一いち君。急にこんな所に呼び出しちゃって」


「いや、それは別に構わないけど」


　俺の隣となりに座っているのは詩し緒お里りだ。チラッと横目で見ると頰を赤らめ、モジモジ椅い子すに座り直すような仕草をしている。密室に二人きりというのは気が張るのだ。


　とは言え、そもそも何な故ぜ俺が生徒会室にいるかと言うと経けい緯いはこうで──帰りのＨＲが終わって俺が席を立つと、隣席の詩緒里が呼び止めて耳元で囁ささやいた。


（柊一君、今日ってこれから用事あったりする？）


（用事？　そうだな。あると言えばある）


　今日はハーレム団に顔を出すつもりだった。理由は虫の知らせと言うか、有り体に言えば勘かんだ。せしる先輩を監かん視ししようと思って急いでいたのだが──しかし、俺の返答に詩緒里が残念そうに眉まゆ根ねを寄せるのだ。


「そ、そう！　ふんだ。別に良いわ。わたし、あなた如きに用は無いんだからっ！」


　意地を張っているのが見え見えの態度に少し心が揺ゆらされた。


「……あると言えばあるが、無いと言えば無い」


　と、つい前言を覆くつがえしてしまう。


「良かったあ！　だったら後でこっそり生徒会室に来てくれない？　お忍しのびで」


「生徒会室？　そんな所に俺一人呼びつけてどうすんだよ。吊つるし上げる気か？」


「もぉ、お忍びでって言ったでしょう？　今日は役員の皆みなさんが全員不在なの！」


　二、三年生は放課後に進路ガイダンスが予定されているとの事だった。


「ぜ、絶対来て頂ちよう戴だいよね！」


　そう言い残し、ぷりぷりしながら教室を出て行く完かん璧ぺき系美少女。


　また困り事でもあるのだろうか？　皆みんなの仕事を押しつけられたとか……ありそうな話だ。やれやれ、だったら手伝ってやるか。ハーレム団に向かうのはそれからで良いだろう。


　という訳で生徒会室を訪おとずれた俺だったが──待っていた詩緒里はここに座ってと促うながしたきり、なかなか用を言い出さないのだった。


　ムードも些いささか普ふ通つうではなく、空気が何グラムか浮うき上がっている感じだ。


　と、不意に詩緒里は足元に置いていた紙箱を取り上げて机の上に置いた。ぎこちない手つきで箱を開けると、その中身はクッキーである。


「何だ。どうしたんだそれ？」


「そ、その……昨日の夜にね？　急に焼きたくなっちゃって。突とつ発ぱつ的に……」


「突発的に？」


「そう。突発的に、偶ぐう発はつ的に、焼きたくなったものだから……焼いてみたの、クッキー」


　あなた最近何だか疲つかれた風だったから、と詩緒里は小声でボソボソ言う。栄養をつけさせてあげたくて──と。


　俺はちょっと感激してしまった。確かに紫し音ね麻まの件で疲ひ弊へいはしていたのだ。


「正直ありがたいかも……」


「い、言っておくけれど、これはわたしが食べた余り物なんですからね！」


　詩緒里は顔を赤らめ、人差し指をシュビッと立てる。


「言うなればその、アピールよ！　あくまでも恋れん愛あい勝負の一いつ環かんに過ぎないんだから。こういう料理上手なところを見せておけば将来お嫁さんに……って、何言ってるのよわたし!?　ばか！　もぉ……柊一君のばかっ！　これは餌え付づけ！　栄養満点の餌えさであなたを犬みたいに従順にしてやろうという悪い計画に過ぎないの！」


「そこまで真っ赤になって怒ど鳴ならなくてもいいだろ……。や、解わかったからさ」


　若じやつ干かんの照れ隠かくしと若干の本音が混じっているのだろう、と判断する。彼女は筋金入りの勝負好きだから、何だかんだでこういう時にも恋愛勝負が顔を出すのだ。でも心配する気持ちが皆かい無むという訳ではないだろうし、そこは密ひそかに嬉しく思ったり。


「も、もぉ！　解ったら早く食べなさいよね！」


「解ってるって。只ただのアピールなんだろ。ありがたく頂くよ」


　ぱくっ。俺はクッキーを口に放ほうり込んだ。


「ど、どうかしら？」


「……ふむ……こいつはなかなか……」


　もむもむもむもむ。


（まっずうううううううう！　何だこれ、半はん端ぱなくまずい！　て言うか、辛からい？　そういや詩緒里って料理ダメなんだっけ。だが、どうすれば只のクッキーをこれ程ほどまずく……？　って、うぐっぷ！　やっべ、油断したら吐はいちまう！）


「旨うまいよ」俺は脂あぶら汗あせを垂れ流して言う。


「よ、良かったぁ！」パアアアアアッ。


　詩緒里は嬉うれしげに頰を綻ほころばせ、ぽふんっと柔やわらかく両手を合わせた。


「あなたに元気になってほしくて、クッキー生き地じに栄養のつきそうな物を練り込んでみたの。ホラ、例えばジンジャーって躰を温める作用があるって言うじゃない？　他ほかにもドクダミとか大蒜にんにくとかハバネロとかラー油とかコチュジャンとか肉味み噌そとか……」


　それだ。


　ともあれ、俺は詩緒里の作ったクッキーを獅し子し奮ふん迅じんの勢いで食べた。奮迅あまって粉ふん塵じん爆ばく発はつしてしまいそうだが、手を休めて詩緒里に味見させる訳にもいかず、嫌いやな汗をダラダラ流し……。


　それを見て詩緒里はジンジャーの発はつ汗かん作用が早さつ速そく効いてきたのね！　と飛び切りの笑え顔がおを浮かべていたが、その顔が凍こおり付いたのは俺がクッキーの最後の一片をどうにか口に詰つめ込んだ時だった。


　突とつ然ぜんガラッと生徒会室のドアが開かれ──


「クッ、やはりそういう事だったか……！」


　と、苦々しげな口調で呻うめいたのはせしる先せん輩ぱいだった。


　だが何故ここに？


　先輩は毅き然ぜんとした足取りで室内に歩んでくる。当初は全身を強こわ張ばらせていた詩緒里も我に返り、キッと好戦的な顔をした。早くも両者の間に熾し烈れつな火花が飛び交かいつつある。


　先輩は突然こう言った。


「しおりん君、君に勝負を申し込みたい！」


「望むところよ！」


　詩緒里はいきなり受けて立ち、俺は思わずこけそうになる。


　どうしてだ。こんな不条理展開に何だって付き合う必要がある。──或あるいは詩緒里の闘とう争そう心に拍はく車しやをかけていたのは生徒会室で密かにクッキーを振る舞まっていたという微かすかな後ろめたさだったのかもしれない。


「落ち着け詩緒里。て言うか、せしる先輩も！」


　俺は仲裁に入った。


「そもそも何だって突然勝負？　俺には話がさっぱり見えないんですがね」


　詩緒里もハッとしたらしく、そう言えばそうね、と我に返ったように呟つぶやくと、


「理由を説明しなさいよ、涼すず風かぜさん！」


「ふんふん、昨日の事だよ……。わたしはある結論に達してしまったのだ！」


　先輩はギリッと歯を食い縛しばり、前まえ髪がみを搔かき分けて白い額を押さえた。


「個人的には認め難い事だから手短に語らせて頂く。実は昨夜わたしと柊一君は……愛の営みを交わす寸前までいった！」


「……は？」


　思わずポカンとする俺。今何と？　あまりに予想外で開いた口が塞ふさがらない。


　詩緒里も口元を押さえて愕がく然ぜんとした表情だ。


「あ、愛の営み？　それってもしかして……」


　カアアアアッ。何を想像したのか、見る間に詩緒里の顔が赤く染まっていく。


「ふ、ふふふ、ふざけないで頂戴ーっ！」


　叫んだ。


「あなたと柊一君がそんな事するだなんて、わたしは決して認めなくてよっ！」


「認めようが認めまいが、事実なんだから仕方なかろう。夜よ更ふけに部屋で二人きり。男のフェロモンにわたしは酔よわされ……そしていきなり野や獣じゆうのように襲おそってきた柊一君！」


「何て!?」


　陶とう酔すいげに語るせしる先輩の耳に俺の突つっ込みは届かない。


「彼はむんずとわたしの手首を摑つかみ、雄お々おしくベッドに押し倒たおして……」


「キーッ！　キイイーッ！」


　詩緒里は長い髪を振り乱して喚わめいている。またしても修しゆ羅ら場ば……。今にも先輩に飛び掛かかろうとする詩緒里を俺は背後から必死に押さえた。


「しかし」


　と、先輩は静かに言った。


「ふふ、しかしだ……。愛を交わす寸前まではいったが、どうも柊一君には意中の人がいるようでね。わたしとの行こう為いに及およぶのを躊躇ためらったのだよ。『抵てい抗こう』……。これは女として大変ショックな事だ。わたしが大切にしてきた一番の宝物を捧ささげる寸前で哀かなしげな目をされてしまうのだからね。流石さすがのわたしも大いに逆上したんだ！」


　先輩の演説を聞きながら俺は顔面蒼そう白はくになっていた。


　……誤解も誤解、何という残念な勘かん違ちがいをしているのか。あの常じよう軌きを逸いつした頭脳を持つ天才が何故……。


　俺が絡からんだ途と端たん、彼女の思考はとんでもない方向へ飛ひ躍やくする。


「わたしが思うに、柊一君の想い人はしおりん君だ！　絶対許さないぞっ！」


「エッ……わたし？　そ、そうなの……っ？」


　ドキッとしたように詩緒里が振ふり向き、その表情は蜂はち蜜みつを見つけた仔こ熊ぐまのようにキラキラ華はなやいでいるが、まさかこの状じよう況きようでＹＥＳとは言えまい。俺が首を横に振ると、


「何よ！　違うって言ってるんだけど！」


　逆ギレして先輩に食ってかかった。


「ふざけるんじゃないわよっ。いつもわたしを面おも白しろ半分にからかって……今日という今日は許さないんだから！」


「許さないのはこちらも同じだ。君のような人を泥どろ棒ぼう猫ねこと言うのだよ、猫しおりん！」


「猫はあなたでしょう、涼風さん！　差し詰ずめ路地裏の黒猫というところねっ。わたしが猫なら高級猫のスコティッシュフォールドというところかしら……って、とにかく！　今度こそあなたをぶっ潰つぶしてあげるんだから！」


「やれるものならやってみたまえ、スコティッシュしおりん！」


「でっ？　勝負の方法はっ？」


「うむ、それはだ」


　ルール説明の名を借りた修羅場はこの後暫しばらく続き、俺の冷や汗をごっそりと搾しぼり取った。





　　　　２




　さて、所変わって日付も変わり、ここはアクアドリーム瀧たき川がわ──。




[image: ]


　館内の二十五メートルプールは全部で七コースあるが、使うのは五コースだ。それぞれの出発地点にはスタート台が設置され、今にもそこに飛び乗ろうと水着姿の美少女達が開始の合図を待っている。


　今日はバトルロイヤルの決行日なのだ。


　まずは選手を紹しよう介かいしよう。俺から見て左から順に、


　１・《天才変態》涼風せしる


　２・《楽器の弾ひけないバンドガール》愛あい須す＝カフェ・ラ・テ＝美み香か子こ


　３・《ファンシー男の娘こ》浅あさ笠かさみつけ


　４・《泳ぐ森ガール》瀧川苺いちご


　５・《完全無欠の完かん璧ぺき系美少女》水みず谷たに詩緒里


　以上が、この《ドキ！　変人だらけの水泳バトルロイヤル》の参加メンバーである。


　ちょっと待って、何でわたしが変人なの……？　という詩緒里の突っ込みが聞こえてきそうだが、実はさっきの選手紹介の二つ名は彼女が考案したものだ。とても自己評価が高い詩緒里さん、才人と変人の境目は紙一ひと重えという事でご容よう赦しや願いたい。


　さておき、優勝者に与あたえられる賞品は俺こと日ひ野の柊一の躰からだを弄もてあそぶ権利……らしいのだが、まさか本気じゃあるまいな？　こういうのには慣れている俺だが、皆みんなの態度は本気も本気、白しら刃は取りが可能なくらい真しん剣けんそのもので笑って済まされる雰ふん囲い気きではない。


　プール館内を満たすのは緊きん迫ぱく、緊張、高こう揚よう、興奮、闘とう争そう意い欲よく──。


　かへらへ等などは盛り上がりが高じて「ウォー！」とエアギターを搔き鳴らしている。今からそんな調子では始まったらどうなってしまうんだ。





　こうなった経けい緯いを説明しよう。


　一言でいうと不ふ可か抗こう力りよく。……流石の俺でも止めようがなかった。


　せしる先輩と詩緒里の勝負にどうしてこんな大勢が割り込む羽目になったかと言えば、これはもう単純に鶴つるの一声が原因で──


「……水泳」ボソッ。


　と、苺が申し出たからである。


「……わたしが場所を提供する。条件としてはわたしも参加させる事！」


　生徒会室が騒さわがしいので偶たま々たま通りかかったという苺。唐とう突とつに首を突っ込み、そんな事を提案したのだった。狙ねらいは先輩ＶＳ詩緒里の勝負に乗じ、上達した己おのれの泳ぎを披ひ露ろうしたいという──まあ可愛かわいらしい魂こん胆たんではある。伝でん書しよ鳩ばとも機き嫌げん良さげに鳴いている。


「ふむ、泳ぎか……」


　先輩は細い顎あごを摘つまんで暫く考えていたが、


「けっこう。勝負の方法はそれにしようじゃないか！　文句はないね、しおりん君？」


「わたしは良いけれど……あなたはそれで良いの、涼風さん？」


「ふんふん、問題ない。わたしの勝利は揺ゆるがないぞ！」


　俺は意外に思う。運動全ぜん般ぱんに長じた詩緒里と異なり、先輩はむしろ不得手な程ほどで、そこそこ泳げはするものの、幼少期に溺おぼれかけた事もあるくらいなのだ。まともに勝負すれば結果は見えている──が、これは例によって天才ならではの秘策があるのか？


　そうではなかった。


「いやはや、わたしは肝かん心じんな事に目が行き届いていなかったようだよ。勝負に勝つのは確かに大切だが、それより何より勝負自体が人を喜ばせる──つまりは柊一君の目を楽しませ、男心を刺し激げきするものでなくてはな！　それを忘れては女が泣くというものだ！」


　ズルッ……。


　と、思わずこけそうになるくらい変態的動機だったので、流石の詩緒里もジト目と化し無言で汗をかいていた。気持ちはよく解わかる。


　とは言え、この苺が申し出た水泳勝負にハーレム団の残りメンバーも便乗し、


「柊一さんの目を楽しませられるなら、ボクも出たいですっ！」


「んひひひー！　じゃーわたしも！」


　と、みつけちゃんとかへらへ（絶対何も考えてない）が参加を申し出て、とんとん拍びよう子しに勝負は五人参加のバトルロイヤルに。そして優勝の景品は俺という事に決まってしまったのだった。


　最初こそ二人の諍いさかいを制止しようとしていた俺だが、もうそれどころではなく……こうなったら行く所まで行くしかないだろう。一度ガス抜ぬきしなければ滾たぎった頭は冷えず、説得しても徒労に終わる。水泳なら女の子達が取っ組み合って怪け我がする事もないだろうし。


（……多分）


　という訳で、優勝者の賞品であるところの俺はゴール地点に浮うかぶポリエチレンの浮うき島しまに一人座らされ、ポリッと頰ほおを搔いているのだった。レース開始と同時に美少女達がここに向かい、死しに物もの狂ぐるいで泳いでくるかと思うと複雑な心境だが──今は只ただ全員の無事を祈いのりたい。





　さて、肝心のルール説明──勝負の経緯と違ってこれはシンプルだ。


　アクアドリーム瀧川１Ｆは三つの区域に分けられる。競泳用の二十五メートルプール、スライダープール、リラクゼーションプール……この三エリアが戦場となる。


　選手はまず二十五メートルプールを往復し、次の区域でウォータースライダーに乗り、最後にリラクゼーションプールで浮島に座っている俺にタッチすれば良い。最初に触さわった者が優勝だ。判定するのは俺だから、これ以上解り易やすいルールは無い。


「ふんふん、わたしは必ず勝利するぞ！　そして名実共に柊一君の躰を手に入れる！」


　せしる先せん輩ぱいがスタート地点で怪かい気き炎えんをあげている。


「こういう形式に持ち込んでしまえば流石のしおりん君も文句は言えないだろうからね。一番乗りで柊一君の躰に触り、究極のイチャつきぶりを目の前で見せてやるんだ！」


　その声が聞こえたのか、コースは相当離はなれているのにも拘かかわらず、詩緒里が闘とう争そう心剝むき出しで対たい抗こうする。


「涼風さん、わたしは絶対に負けないからっ！　あなたの前で柊一君に思い切り触ってやるわ！　もしかしたら抱だきついちゃうかもね！」


「だ、抱きつくだと……っ？」先輩が僅わずかに色を失う。「ふ、ふん……っ！　相変わらずしおりん君は甘い事ばかり言う。わたしならそんなチャイルドライクな事はしないね。抱きつくよりむしろ、挟はさみ込むさ！」


「挟み込む？　……太ふと股ももで!?」


「ふんふん。どう思うね、しおりん君？」


「……ムッカーッ。何よ！　わたしは抱きついて、その上で挟み込んじゃうんだから！」


「何だとぅ!?」


　先輩と詩緒里がいつもの修しゆ羅ら場ばを展開している横ではかへらへ、みつけちゃん、苺の三名が頭上を飛び交かう刺激的なワードに触しよく発はつされたように──


「よ、よーし！　だったらわたしは柊一君にブチュッとしちゃおーっと！　客席に飛び込んでファンを揉もみくちゃにするみたいに、ブチュッ、ブチュッ、ブチャ……って、痛っ？」


　嚙かんだ。


「で、ではボクも便乗して一いつ緒しよにコスプレを……っ！」


　それのどこが便乗なのか。


「……じゃあ、わたしは森の山小屋に連れ去る」


　拉ら致ち？


「触る」「抱きつく」「挟み込む」「ブチュッと」「コスプレ」「拉致」


　……一体俺は何をされてしまうのか。皆みなさん大声を張り上げ過ぎて、離れた場所にいる俺にも丸聞こえだ。これを止めるには開始のホイッスルを吹ふくしかない。


「水泳バトルロイヤル……スタートッ！」


「行っくわよーっ！」


　鬨ときの声があがり、物もの凄すごい勢いで女の子達が一いつ斉せいに水に飛び込む。俺の躰を弄ぶ為ためにそんなに必死に……と思わなくもないが、ここに決戦の火ひ蓋ぶたは切って落とされたのだ。





　　　　３




「だばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばだばっ！」


「……って、オイぃぃぃ？」


　シリアス展開かと思いきや、開始早々腰こしが砕くだけるような掛かけ声を館内に響ひびかせたのはかへらへだった。選手全員が青ざめる程の猛もう然ぜんたる勢いで犬いぬ搔かきをしている。


　しゃばしゃばしゃばしゃばしゃばしゃば……！


　流石さすがはミュージシャン志望だけあってエネルギッシュだ。これで楽器が弾ければ言う事無しだが、天は二物を与えず──否いな、そんな人生訓じみた事を言いたいのではない。


　勢いだけだ。かへらへの進んでいる距きよ離りはまるで大した事がない。


「そりゃあ……犬搔きだからな」


　ボソッと独りごちる俺。当然だ。犬搔きは所しよ詮せん犬搔きであり、その泳法が真に優すぐれているならとっくに本業の選手が取り入れている。


　多大なるパワーロスを披ひ瀝れきしている体ていのかへらへ、あっという間にバテバテになった。


「あーぅー……」


　声までダルそうだ。


　後はもう終わりまで適当に流すだけに違ちがいなく、そんな残念少女かへらへの横をせしる先輩とみつけちゃんが素人しろうと風のクロールで緩かん慢まんに追い抜いていく。目指すは先頭を行く水谷詩緒里──


　そう、圧あつ倒とう的てきスピードでトップを行くのはやはり完璧系美少女なのだった。


「わたしは……必ず……勝つわっ！」


　凄すごい。とにかく速い。台詞せりふが途と切ぎれ途切れなのは途中で息いき継つぎしている所せ為いだ。


　詩緒里はかへらへのシャウトに惑まどわされる事なく、凄すさまじいまでのクロールで他選手を突つき放した。既すでにプール端はしに辿たどり着き、ターンして帰ってくるところである。正直一人だけレベルが違っていた。


　さておき、一方では。


　ばっしゃんばっしゃんばっしゃんばっしゃんばっしゃん！


　一心不乱に水を蹴けっている者がいる。ビート板を両手でしっかと摑つかみ、水に顔を付けては上げ、付けては上げて──


　腰こしに特大の浮き輪をして勝負に挑いどんだその人は、《泳ぐ森ガール》こと瀧川苺だった。


　そう、このバトルロイヤルは彼女のアピールの場でもある。泳げるようになったから、そのお披ひ露ろ目めをしたいという苺の鶴の一声で始まったものなのだ。


「言うだけあって、アイツちゃんと泳げて……」


　ばっしゃんばっしゃんばっしゃん！


「……るのか、あれは？」俺はジト目になる。


　苺は駄だ々だっ子さながら無茶苦茶に水を蹴り、あっちへフラフラ、こっちへフラフラ、進路が安定しなかった。沈しずんではいないが、泳げているとはとても言えない。なまじ水に顔を付ける為、ギュッと目を閉じ、本ほん末まつ転てん倒とうな事になっている。


　闇やみ雲くもにバタ足しまくる苺は波に流されるようにコースを外れていき──


「ひゃっ？　苺さん、こっちに来ちゃ駄だ目めですっ」


「ブヘッ！」


　やらかした。


　盛大にコースをはみ出した苺はみつけちゃんと見事に衝しよう突とつした。


「コース外れちゃってますぅ、苺さん！　ちゃんと目を開けてっ？」


「ブヒャッ、ブホッ！」


　縺もつれ合い、殆ほとんど団子状態で藻も搔がいている苺とみつけちゃん。悲喜劇は唐突に訪おとずれた。


「苺さん、そんなにぶつかってきちゃダメ……ああっ？」


　ああああああぁっ──


　哀かなしげに響き渡わたるみつけちゃんの叫さけび声。一体何が起こったか？


　それは水面にプカプカ浮かぶ物体を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。マシュマロみたいな肌はだ色いろの──


（あれは）


　そう。


　乳パッドである。


　苺のビート板がみつけちゃんの水着に接せつ触しよくし、押し出してしまったのだった。


「あああ、何て事でしょう。ボク、もうお嫁よめに行けません……」


「……ブハッ？　ごごご、ごめんなさい、浅笠さん!?」


　ようやく目を開けた苺が悲ひ嘆たんに暮れるみつけちゃんをてんやわんやで慰なぐさめる。二人は泳ぎを中断し──これはもう事実上のリタイヤと言って良いだろう。


　でも心配するなみつけちゃん、と俺は心中でフォローを入れる。乳が貧しいくらいで人は人を嫌きらったりしない。行こうと思えば嫁にも行ける……。


　さておき。


　疲つかれ切ったかへらへはだらしなく舌を出し、ダルンダルンの犬搔きでその場に浮かんでいる。まともに泳いでいる選手は現在二名のみ──


　天才せしると完かん璧ぺきな詩緒里である。


（やっぱこうなったか……二人の直接対決！）


　せしる先輩は運動が得意ではないが、決して苦手でもなく、あくまで普ふ通つう。平均的な女子高生の身しん体たい能力は持ち合わせているから、現在プールの二分の一程度まで進んでおり、あと半分頑がん張ばれば二十五メートルに達するという状じよう況きようだ。


（うーむ、とは言え）


（もう少し速いように思っていたんだが）


（先輩の泳ぎ……何かがおかしいような？）


　違い和わ感かんがあるにはあるが、それが何なのか解らない。気のせいなのか？


　さて、もう一方の水谷詩緒里はというとまさに驚きよう愕がく、既に往復を泳ぎ終えていた。つまり五十メートル完泳。これは先輩と二倍近い身体能力の差がある事を意味し、このまま行けば断トツで彼女の勝利だ。それが嬉うれしいのか辛つらいのか──俺は一体どちらを応おう援えんしているのだろう？　正直自分でも判然とせず……クソッ、行け詩緒里！　先輩負けるなと二人を応援してしまう。


　詩緒里はプールサイドを走り、次の区域ウォータースライダーに向かおうとするが、


（とは言え、心理効果は受けているらしい）


（詩緒里のヤツ、明らかに動どう揺ようしている──）


　俺は気づいた。


　圧倒的に優勢な詩緒里なのに何故かその顔は不安そうで……だが気持ちは解る。せしる先輩がまだ奇き手しゆ奇き策さくを仕掛けてこないから警けい戒かいしているのだろう。それが集中力を鈍にぶらせる。現に詩緒里はウォータースライダーに一いつ生しよう懸けん命めいのぼりつつも、先輩の動向をチラチラ窺うかがっており、そんな事をしなければ更さらに速度が増している筈はずなのだ。


（詩緒里は微び妙みように気が弱いところがあるんだよな……。せしる先輩のメンタルが強過ぎるだけとも言うが）


（それにしても先輩、何を考えてる……？）


　勝負を投げた？　否いな、そんな浅はかな人じゃない。だが現状のペースで泳いでいても追いつく事は不可能だ。何かは解らないが策があるのだろう──


　それが解ったのは詩緒里が高所に怯おびえつつも見事ウォータースライダーを滑すべり終え、俺の待つ最終区域のリラクゼーションプールへ走り出そうとした時だった。


　さて。


　ここでもう一度説明しておきたい。


　アクアドリーム瀧川１Ｆの三つの区域は中央にウォータースライダー、それを挟むような形で二十五メートルプールとリラクゼーションプールが配置されている。だからレースは館内を端はしから端へと進む形で、最終区域のリラクゼーションプールに辿り着くようになっているのだが、そこに付け入る隙すきがあった。


　隙──それは心理が交こう錯さくするポイント。


　詩緒里が最終区域に向かうべく、ウォータースライダーの着水地点から駆かけ出そうとした時……まさにそのタイミングで、ばったりせしる先せん輩ぱいと遭そう遇ぐうしたのだった。というのも先輩は丁度二十五メートルプールの端に辿り着いたところだったからだ。


　スライダーの着水地点と二十五メートルプールの端。この二点の距離はとても近く──


　そこで目が合ってしまった二人。


　声を張り上げなくても会話ができる至し近きん距きよ離りだ。


「……ちょっと。何を考えてるわけ、涼風さん？」


　最初に口を開いたのは詩緒里だった。


「ふんふん、別に何も」


　パシャン──と、せしる先輩は水面から身を乗り出し、プールの端に肘ひじを持たせかけて詩緒里に答える。まだ下半身は水に浸つかっている状態だ。


「……何もって事は無いでしょう。作戦があるなら早く使いなさいよ。もうレースは終わりじゃない。ふんだ。使わないなら今からわたし、ゴールしちゃうわよ？　リラクゼーションプールは狭せまいし、わたしならここから十秒かからないわ。あなたはこれから残り二十五メートルを泳いで、更にウォータースライダーにも乗らなきゃいけないのにね！」


　どこか嗜し虐ぎやく的に笑えむ詩緒里──初めて会った時から修しゆ羅ら場ばってばかりの二人だが、大たい抵ていせしる先輩が実質的には勝っている。今回ようやく初勝利を獲かく得とくできそうで詩緒里は発奮しているらしく、目が異様にキラキラしていた。


「ホラ、さっさとおやりなさいよ、涼風さん！」


「やらないよ」先輩は静かに言う。「確かに最初はやろうと思った。だが……冷静に考えればこれはあまりに強力な策だ。強力過ぎてフェアじゃない」


「フェアじゃないですって？」


　ピクンと詩緒里の片かた眉まゆが持ち上がる。


「……何よ。それは聞き捨てならないわね？　わたしの方こそ、今の台詞を聞いたらフェアな気分でいられないのだけれど」


　詩緒里は尖とがった部分もあるが、基本的には高潔で純じゆん粋すいだ。正々堂々とした行いを重んじる──のだが、そこをピンポイントで刺し激げきされてしまった。


「大体ねえ……」詩緒里は濡ぬれた髪かみに指を絡からめて搔かきあげると、「わたしはこの水泳勝負、あなたが突とつ飛ぴな事を仕掛けてくると思ったからこそ承しよう諾だくしたのよ？　だってそうでしょう。あなたは確かに頭は良いけれど、運動に関してはいたって普通ですもの。まともに泳ぎで勝負したらわたしが勝つに決まってるわ。そんなのはフェアじゃない。いいから遠えん慮りよせずにその作戦、使いなさいよ！」


「しかしだね。恐おそらくこれは君の予想を遥はるかに超こえた……」


「もうっ、あなたもいい加減しつこいわねっ。自うぬ惚ぼれないで頂ちよう戴だい！　わたしの予想は簡単に超えられやしないわ。あなた、一部ではエイリアンブレインなんて呼ばれているのでしょう？　だったらそれらしく、エイリアンじみた何かを使ってみなさいよ！」


「使え……というのかい？」


「ええ、そうよ。使いなさい。使えるものならね！」


「本当に使え……というのかい？」


「わたしの勝ちは決まりだもの。むしろ使わないと許さないわ！」


　これは命令よ！　と高飛車な挑ちよう発はつを繰くり返す詩緒里。完全に勝利を確信している。せしる先輩が水着姿だから機器類は所持していないと思い込んでいるようだ。


「ふんふん、しおりん君。今の言葉、しかと聞いたよ。『エイリアンじみた何かを使ってみなさい』──か。けっこう！　それでは早さつ速そく使ってみせようじゃないか」


　不意に先輩がプールから上がり、エメラルド色の双そう眸ぼうが神秘的な燦きらめきを放った。詩緒里は気け圧おされたように一歩後ずさって、


「も、もう何をしたって遅おそいわ！　わたしは今すぐゴールしちゃうんだから！」


　と、詩緒里は先輩に背中を向けて俺の待つリラクゼーションプールへ走り出す。ゴールするまであと十秒──。


　俺は冷ひや汗あせをかいていた。


（やばいぞ詩緒里。多分先輩は……）


（最初から狙ねらってたんだ。俺の予想が正しければ、この発言を引き出す為ためにわざとスピードを落として泳いでいた──）


　そもそも妙みように遅いクロールだとは思っていた。


　先輩は最初からこの場所このタイミングで詩緒里と話す事を目もく論ろんでいたのだろう。詩緒里が五十メートルを泳ぎ切り、ウォータースライダーを滑り終え、残すは最終区域のみとなった──つまりは勝利を目前にして慢まん心しんした状態のこの時だ。


　先輩は詩緒里をわざと驕おごらせ、それが頂点に達するこの場所で接近戦を挑いどんだ。接近戦とは駆け引き混じりの会話である。


　勝ちを確信して昂たかぶった心理状態の詩緒里は《フェア》という琴きん線せんに触ふれるワードに刺激され、物の見事に必要な台詞せりふを引き出されてしまった。


　即すなわち──『あなたはエイリアンブレインと呼ばれているのでしょう。だったらそれらしくエイリアンじみた何かを使ってみなさい。使わないと許さないわ』！


　それはイコール、これから先輩が使用する《何か》がとんでもない物だという事を意味する。詩緒里が言わされたのはその為の免めん罪ざい符ふだ。やりたい放題やっても文句を言わせないよう、言げん質ちを取ったという──要はこれからどんな超ちようカオス展開が待ち受けていたとしても『君がやれと言ったんだろう』の一言で議論はお終しまいになるという事だ。


（何か……やばい事が始まる！）


　俺はごくんと唾つばを飲んだ。


　せしる先輩は天に向かって右の人差し指を高々と上げた。徐おもむろに言う。


「《振しん動どう》」


　その瞬しゆん間かん、館内の天てん井じようが震ふるえたように見えた。


　──見えた？


　否、それは恐らく目の錯さつ覚かくだったのだろう。だが次に起こったのは錯覚ではない。さながら小隕いん石せきのように何かが天井から落ちてきて──俺の目には天井をすり抜けてきたように見えた──せしる先輩は掲かかげていた掌てのひらでパシッとそれを摑つかんだ。衆目に披ひ露ろうするように手首を軽くスナップさせる。


　黒光りするデバイス。


（……何だあれは……？）


　スマートフォンみたいな携けい帯たい端たん末まつに見えた。


　ニヤッと笑んだせしる先輩の瞳ひとみは片方だけ深しん紅くに染まっている。エイリアン光彩アイリス──最強技術のセキュリティを解くのに必要な生体認証バイオメトリクスだ。それは俺も数える程ほどしか見た事がない、先輩が本気を出す時の証あかし──


　と、ここまでの流れで俺は充じゆう分ぶん度ど肝ぎもを抜かれていたが、事態は更に謎なぞの展開を見せる。俺が思わず目を擦こすったのはこの目で見た物が信じられなかったからだ。


（何だあれ？）


　突とつ然ぜん、誰だれかがいた。


　見た事もない人物が──先輩のすぐ傍そばに変なヤツが立っていた。


　黄土色のローブを纏まとった小さな人だ。子供……だろうか？　ゲームに出てくる魔ま術じゆつ師しみたいな格好で、顔も手も足もローブで隠かくれているから何ど処この誰だか解わからない。双眸は異様な深紅に輝かがやいている。


（……何者だ？　そもそも何処から出てきた？）


　先輩の傍にいきなり出現したように見えたが──


「さて、準備はできているかね？」先輩がそいつに問う。


「問題ありマせん──」


　そいつは不思議なイントネーションで答える。


「例のブツは既すでに仕込んでおきまシたのデ」


「けっこう。では起動しよう」


　後方で何やら途と轍てつもない事が進行していると悟さとった詩緒里は顔面蒼そう白はくだ。眉まゆ根ねを寄せて瞳を見開き、浅めのリラクゼーションプールで本気も本気、死しに物もの狂ぐるいのクロールを披露。ゴールに向かうというより飢うえた獣けものから必死に逃にげているようだ。


「柊一君ーっ……がぽっ？」


　水を飲んだ。詩緒里らしくもない息いき継つぎミス──それくらい動揺しているのだ。優勢の筈なのに逃げ惑まどう子羊にしか見えず、恐きよう怖ふに呑のまれて限界寸前。もう少しで俺の待つ浮うき島しまに辿たどり着くが、そこまで気力が持つのか──？


　持たせる。


「落ち着け、詩緒里っ！」俺は立ち上がって叫さけんだ。「落ち着いて急げ！　精神力を強く持つんだ！　大だい丈じよう夫ぶ、お前ならやれる！」


「がぽっ！　ごぽぽお……柊一君……っ!?」


「ゴールは目前じゃないか。力を振ふり絞しぼれ！」


「……え、ええっ」


「ラストスパートかけろ！」


　詩緒里の双眸にキッと自信の光が戻もどった。水を搔く腕うでに力が籠こもり──


「そ、そうよ！　わたしならやれるわっ。わたしの泳ぎは長年積み重ねてきた努力の賜たま物ものだもの。こんな事で負けたりしない。ええ、わたしやってみせる！　わたし、あなたの為に最後の力を振り絞るわぁぁっ！」


　絶ぜつ叫きようし、凄すさまじいスパートをかける詩緒里。既にフォームは滅め茶ちや苦く茶ちやで、火照りに火照った顔を伝うのは汗か涙なみだかプールの水か。完かん璧ぺき系美少女とは思えない切せつ羽ぱ詰つまった表情だが、逆にそれが心を打つ。


「わたし……わたし、あなたの事がぁーっ……！」





　──事実上の勝負がついたのは詩緒里がそう言いかけた時だった。





「波動マネージャ、起動」


　せしる先せん輩ぱいが手持ちのデバイスをポチッと操作すると詩緒里の泳ぎが止まった。


　え？


（って……何だこりゃああああ？）


　否、正確には止まったのではなく、詩緒里は憤ふん怒ぬの形相で水を搔いているのだが──進めない。何が起こっているのか、いくら頑がん張ばっても一向にその場から動けないのだ。


「何これ、進めないっ？　やだ……何これ!?　何なのこれぇぇーっ!?」


　俺は浮島からジャンプしてプールサイドに渡わたった。


　詩緒里の傍へ近づくと、水面に微び細さいな渦うずが幾いくつも浮うかんで不思議な模様を描えがいている。アメーバ状の蠢うごめきと言うか、全体としてはゾウの鼻みたいな形でウゾウゾと……。


　理解不能の異常な光景だ。


　せしる先輩がローブの男を従えて俺の傍へ近づいてきた。プールサイドに立ち、水に触れないように注意しながら言う。


「どうだね柊一君、これがわたしの開発した波動マネージャ《ｖｄＢ１４２》だ！」


「その完全版」ローブの男が横から言う。


「うむ、そうだった。完全版波動マネージャ《ｖｄＢ１４２》だ！」


　……全く意味不明だが、それが眼前のとんでもない事象をもたらしているらしい。


「何なんですこれ？　て言うか……お前は誰だ？」


　俺に問われたローブの男はこう答えた。


「ワタシの名は纏苅マトリカリア・フィーバーフュー」


「……はいいい。何だって？」


　俺の記き憶おくに間ま違ちがいがなければ……糸いと川かわ刑けい事じが追っている博士じゃなかったか？　異名は確か《エイリアンブレインの弟で子し》。鉄てつ壁ぺきのセキュリティを誇ほこる拘こう置ち所しよから謎の方法で脱だつ獄ごくしたという。


「何でそんなイヤな感じの博士がここに……。て言うか、どうやって来たんだよ？」


「壁かべをすり抜けテ」


「壁を？……今何て言った？」


「トンネルのヨうにくグり抜けテきた」


　俺は無言で首を横に振る。駄だ目めだこの人、頭がいかれているらしい。


「どういう事なんです、せしる先輩？」


「では手短に話そう！」


　先輩は語り始めた。





　──さて、それが始まる前に一言だけ言わせてほしい。


　今から先輩が語るのは理解不能の話だ。科学に興味の無い俺には訳が解らなかったし、興味がある人でもドン引きする、頭のいかれた難解極きわまりない話だ。


　頼たのむから俺と同様、右から左に聞き流してほしい。


　理解する必要は無いから、先輩はそういう人なのだと思ってスルーしてほしい。


　先輩は変態で天才だ。そして生まれつき特とく殊しゆな神経系をしているからこそ、変態で、天才で、変人で……それは切り離はなせないという事だけ解ってやれば彼女も喜ぶと思う。





　　　　◆　◇　◆





　では手短に話そう！　我々は今ここにある現実の他ほかに複数の世界を持っている！


　電界──


　それはわたしの《悪友エイリアンフレンズ》カミルレ博士が管理する仮想世界だ。異星コンピュータ四台の計算力で運営され、実はカミルレ博士自身が元々そこで走らせていた実験用ＡＩだ。彼女はイレギュラーにより自律進化を遂とげた唯ゆい一いつの電性エイリアンブレイン──って、耳を穿ほじくるのはやめたまえ柊一君。これはほんの話の枕まくらなんだぞ？


　……解った。回りくどい話はやめよう。必要な情報だけ説明する。


　我々は体性表象物質パルスランゲージにより、いつでも電界にアクセスできる。そして電界共有の記憶領域《エイリアンサーバ》にわたしはある技術をアップしていた。誰かの研究の役に立てればと思って公開していたのだが──


　それが波動マネージャ《ｖｄＢ１４２》だ。


　この《ｖｄＢ１４２》は物性物理学的手法で振動をコントロールできる。揺ゆれを自在に操作できるのだ。ふっふっふっ。


　さて、振動＝揺れをコントロールできれば何が可能か？


　物の振る舞まいを変える事ができる。


　今のしおりん君の状じよう況きようを見てもらえば解ると思うが、流体内での自由な動きを封ふうじ、対象をキャプチャーする事が可能だ。


『泳ぐ』とは一体何だろう？


　それは基本的には水を揺らす事……。より簡単な言い方をすれば水を押す事だ。


　実際には水は押せば逃げるが、連続的に搔かくように押す事で、常に新しく押す対象の水を確保できる。流体……つまり水というのは連続体であり繫つながっているからだ。


　だが押しても水が戻ってこない場合どうなるか？　当然ながら進まない。今しおりん君の周りの水の性質は《ｖｄＢ１４２》の効果で他の水から切り離されている。だから連続体である水は波を生じさせず、よって彼女は何処にも辿り着く事ができないのだ。


　さて、このテクノロジーは固体にも使用可能でね。影えい響きようの規模も自由にコントロールできる。──どういう事かって？


　例えばここに分厚い鉄の壁があったとしよう。そこに原子レベルで特殊な振しん動どうを与あたえられるとしよう。


　知っての通り地球上の物質は原子の繫がりで構成されている。だからそれを特殊な方法で揺らせば物体の状態ステイトは揺れ動き、存在自体が確定されない曖あい昧まいな物と化す。文字通り存在の根幹を揺るがされる訳だ。


　そうなった物質はタイミング次し第だいではすり抜ぬける事ができるのだよ──そう、トンネルのようにね！


　俄にわかには信じられないかもしれないが……砂とその上を歩く蟻ありをイメージして欲しい。そこに微び弱じやくな振動を加えれば蟻は次第に砂の中へと沈しずんでいき、言葉を換かえればすり抜けている訳だ。その砂の一ひと粒つぶ一粒を原子のメタファーだと捉とらえれば解りやすいだろう？


　ふっふっ、うむ！　つまりはあれだよ柊一君！　先日君を驚おどろかそうと思って披ひ露ろうしたマジック──箱から脱だつ出しゆつするあの手品の為ためにわたしはこの技術を開発したんだ！　思い出してくれたかい？　そう、これがあの時のトリックさ。手て錠じようをかけられ目め隠かくしされていても端たん末まつのスイッチを押す事くらいはできるからね。


　あの日わたしは君が箱の蓋ふたを閉めた時点で《ｖｄＢ１４２》を起動し、箱の底と部室の床ゆかをすり抜けて地下へと移動した。そこには予あらかじめ馴な染じみの宅配業者が待機しており──そしてわたしは段ボールに詰つめ込まれ、君の元へ運ばれたのだ。


　ウフフッ、手品の種明かしをここまで引っ張って悪かったね。もしかして忘れていたかい？　実はわたしも説明するのをすっかり忘れていたのだが……コホン。肝かん心じんなのは君を楽しませたくて計画したという事だよ。つまりは愛の表れさ！


　さておき、そこまでは予定通りだったが、一方で想定しない事象もまた発生した。そこにいる彼──フィーバーフュー博士とのいざこざだ。


　彼は電界の管理者であるカミルレ博士との師し弟てい関係上、エイリアンサーバの事を知っていた。だから獄ごく中ちゆうからわたしの《ｖｄＢ１４２》の内容を閲えつ覧らんできた訳だが……。


　ああ、フィーバーフュー博士は普ふ通つうの人間ではない。カミルレ博士が義体で構築した存在だから、デバイスを用いずサーバにアクセスできるのだよ。


　わたしにとって予想外だったのは彼が《ｖｄＢ１４２》をダウンロードできた事だ。かなり強固なロックをかけておいたのだが……ふんふん、流石さすがはカミルレ博士の弟子と言うべきか、上う手まい具合に外されてしまってね。


　彼は《ｖｄＢ１４２》を使い、拘置所の壁をすり抜けて脱出した。そしてわたしにコンタクトを取ってきたのだ──『このテクノロジーにはバグがある』と。


　最初は信じられなかった。良からぬ思おも惑わくがあるのではないかと疑い……しかし実際に使ってみての感想だというから、やはり気にはなる。わたしは警けい戒かいしながらも彼とコンタクトを重ねた。


　そんな時だよ。糸川刑事に脱獄事件について知らされたのは──


　正直参った。自身のバグの件で彼が脱獄したという事をすっかり失念していたのだ。


　うむ、フィーバーフュー博士の名を聞いた時点で事件の全すべてが解ったのはそういうからくりだよ。正確には解ったのではなく、これが事件なのだと思い出したのだね。


　わたしはフィーバーフュー博士に拘置所に戻るよう説得した。彼は久々に味わう塀へいの外が気に入ったようで渋しぶったが、本気になった我々から逃にげられない事は知っている。こんな条件を持ち出してきた。


　曰いわく、『わたしが《ｖｄＢ１４２》のバグを発見できたら大人しく拘置所に戻る』──


　いやはや、条件というより、もう暫しばらく塀の外を満まん喫きつしたいという苦し紛まぎれの引き延ばし作戦だったのだろうが──しかし、わたしはその条件を呑のんだ。


　元々これはわたしの発明から発生した事。だからそのバグを修正し、犯人が自分から戻るという形で解決できれば一番エレガントだと感じたのだ。糸川刑事を心配させないよう二週間以内に片をつけると言ってしまった事だし……。


　そしてわたしは学校生活の傍かたわら頑張った。思った以上に手こずり、少々イライラもさせられたが、やがてバグを見つけて修正に成功したのだ！


　フィーバーフュー博士はこれから拘置所に戻もどる。今日は手伝いに来てくれただけだ。


　尚なお、バグの内容がありがちな変数初期化ミスだったという事はここだけの秘密にしておいてくれたまえ──





　　　　◆　◇　◆





「……長えよ！」


　俺は全力で突つっ込んだ。


「長い、長い、長過ぎますううううっ！」


　学校生活の裏でそんな意味不明な事が起こっていたとは青せい天てんの霹へき靂れきだが──手短に話そうと前置きして始めたのを俺は忘れていなかったぞ。むしろそれしか覚えていない程ほどだ。青春ラブコメにあるまじき自重しなさっぷりに全力で突っ込みを入れまくりたい！


　ともあれ。


　さっきの話はまるで理解不能だったが、一つだけ確かな事があった。


「要するに……」


　俺はチラッとプールに目をやる。そこには妙みようちくりんな水に囚とらわれて苦しんでいる詩緒里がいた。


「先せん輩ぱいは意図的に詩緒里をこんな目に遭あわせている訳だ」


「むむっ？」


「やり過ぎです！」


　可哀かわい想そうに──詩緒里は一人ルームランナー状態だ。


　顔を真っ赤にして半泣きでジタバタすればする程、その場から一ミリも移動していない滑こつ稽けいさが募つのる。なまじ一いつ生しよう懸けん命めいだから余計に惨みじめさが際きわ立だってしまっていた。


「イヤァァ……もうやだ、この水嫌きらいっ！　出してぇ！　お願い、ここから出してぇ！」


　得意の泳ぎを封じられた完かん璧ぺき系美少女は身も蓋もない怯おびえぶりを晒さらし──クラスメイトの誰だれも彼女のこんな惨めな姿を見た事はないだろう。


「先輩、今すぐ詩緒里を解放してください！」


「それはできない」


「何な故ぜ!?」


「そんな事は自明だろう、柊一君。彼女が自由の身になればゴールはもう目の前だ。勝負はしおりん君の勝ちになってしまう。それは断じてできない！」


「や、そりゃそうですが」俺は思わず鼻白み、「そんな事言ってる場合じゃないでしょう。詩緒里のヤツ、半泣きじゃないですか。可哀想に……早く助けてあげないと」


「駄だ目めだ。助けさせないぞ！」


　せしる先輩は不敵に唇くちびるの端はしを上げた。


「わたしは波動マネージャのスイッチを切るつもりはない。彼女には降参するまで永遠に藻も搔がいてもらう！」


　意外に思う。先輩の中にこんなにも勝利に執しゆう着ちやくする気持ちがあったなんて──


「仕方無かろう柊一君。今回だけはどうしてもこうせざるを得ないのだ！」


　先輩は手段を選ばずという人ではなかった筈はずなのに──


「わたしは何が何でも勝つのだ！」


　傲ごう然ぜんと顎あごを反らして俺と相対する三角ビキニの黒くろ髪かみ美少女。力の漲みなぎったその肢し体たいからは悪役の風格が漂ただよっている。ただの悪役ではない──魔ま王おうのようだ。


「先輩の分からず屋め……。どうしても詩緒里を助けないって言うんですか？」


「そうだ」


「俺がこんなに頼たのんでるのにどうしても？」


「……そうだ。くどいぞ柊一君！」


「だったら仕方無い」


　力ちから尽ずくで止める──そのデバイスを奪だつ取しゆして電源を落とせば済む話だ。


　プールで泣き喚わめく詩緒里を傍はた目めに、俺は怒いかりを抑おさえて先輩に近づいていく。何に対して怒おこっていたのかは自分でも不ふ明めい瞭りようだが、ここは自己分ぶん析せきに適した状況じゃない。


　ローブの男、フィーバーフューが素す早ばやく俺に近づいてきた。


「邪じや魔まはさセんゾ──」


「どけ。お前に用はない」


　一いつ喝かつするとローブの男は動きを止めた。身の程を知っているようで何よりだ。


　俺はせしる先輩に接近していく。一歩ごとに彼女も後ずさり、ジリッジリッ……。


　先輩は眉まゆを吊つり上げ、あからさまに反はん抗こう的な目つきをし、とんでもなく悪ぶった顔だが、しかし追い詰めているのは紛まぎれもなく俺の方だ。


　やがてプール隅すみの壁かべ際ぎわに彼女を追い詰めた──逃げ道はもうない。俺は壁に両手を突いてその中に獲え物ものを封じ込めた。先輩は恐きよう怖ふにかられたように目を見開き、それでも頰ほおを火照らせて、李すもも色の唇は甘やかに濡ぬれている。


「……ふんふん、参ったよ柊一君。わたしともあろう者が圧あつ倒とうされてしまっている」


「圧倒？　何に」


「君の躰からだの魅み力りよくにだ。こんなに気き迫はく充じゆう実じつの逞たくましい裸ら身しんに迫せまられたら女としてはひたすら恐おそれ戦おののき、腰こし砕くだけになるだけだろう！　凄すごい……。怒りで血管がドックンドックン、いや、ピュクンピュクンしている！　正直もう立っているのも覚おぼ束つかない程だ！」


「また変態的な事を……」


　ところがそれは事実のようで。


　壁際に追い詰められた先輩は次第に内うち股またと化し、ヘナヘナと崩くずれ落ちていくのだった。甘い吐と息いきが微かすかにかかるこの距きよ離り、確かにもう少し近づけば肌はだが触ふれ合う──それを想像するだけで変態先輩は天にも昇のぼる心ここ地ちらしい。生白い美び脚きやくはガクガク、どんどん目線は下がっていっているが──


　これはいけないと思ったか、不意に先輩は壁にバシンとお尻しりを押し付けた。せめてもの抵てい抗こうか、豊かなヒップで摩ま擦さつを高めて持ちこたえつつ、それでもズルッズルッと少しずつ頽くずおれていくせしる先輩。その度たびにふくよかな胸が陶とう器きみたいに光って俺の欲よく望ぼうを刺し激げきする。頭が沸ふつ騰とうし、今すぐ優やさしく抱だき締しめてしまいたい。


「先輩、大人しくそのデバイスを渡わたすんだ」


「い、嫌いやだ……っ！」


　上うわ目め遣づかいで首を横に振ふる。驚おどろきの反骨精神だ。この期ごに及およんでもまだ抵抗するらしい。


「君が……その手で奪うばい取れば良いだろう……？」


　大きく肩かたを上下させて頑がん張ばり続けるせしる先輩だが、もう躰に力が入らない。奪おうと思えばいつでもデバイスは奪える。俺は彼女の瞳ひとみの奥を覗のぞき込み──双そう眸ぼうは既すでに穏おだやかなエメラルド色だった。涙なみだで少し潤うるんでいる。


（……クソッ）


　仕方無い。


　そして俺は静かに壁から両手を離はなしたのだった。


「柊一君？」


　不意に解放された先輩はキョトンとした声で言う。


「きみ、突とつ然ぜんどうしたというのだ？」


「……無理に奪い取っても仕方無いですからね。そんなのは俺の主義じゃない。自力でどこまで上手くいくかは知りませんが、やるだけやってみますよ」


　俺は詩緒里の許もとへと走った。水中で未いまだ惨めにあがいている彼女を救うべくプールに飛び込む。ばしゃん──という音は聞こえなかった。


「……な、何だこりゃっ？」


　詩緒里周辺の水は異様な感覚だった。夢の中にでもいるような──空中に放ほうり出されて永遠に落下している感じだ。進もうとしても進まない。進めば戻り、戻れば進み、これは詩緒里でなくても怖おじ気けづくだろう。


　俺は全力で水を搔かいた。


「待ってろ詩緒里！」


「ああぁ……あぁー……柊一君……柊一君ーっ！」


「今助けてやるから！」


　力を振り絞しぼる。俺は波動マネージャの影えい響きよう下にある水をぶち破るように搔き、蹴け散ちらして、懸けん命めいに詩緒里へ手を伸のばし、


　そして──


　とうとう彼女の許へ辿たどり着いたのだ。


「ああぁ……っ！　た、助かったぁっ……！」


　大おお粒つぶの涙をポロポロ溢こぼして詩緒里が抱だきついてくる。濡れた躰はとても冷えていた。リラクゼーションプールの只ただ中なかで、水に浸つかったまま俺の首に両りよう腕うでを回してしがみつく。


（ふうっ……。何とかなったか）


　俺のクロールが波動マネージャの力を上回った──


　という結論なら凄いが、流石さすがにそれはない。既にプールの水は元の状態に戻っているから、搔けば搔いた分だけ前に進むのは当然なのだ。


　せしる先輩がどこかの時点で波動マネージャを切ったのだろう。


（……まあ、こうなると信じてはいたが）


　俺は横目で館内の様子を窺うかがう。せしる先輩とフィーバーフューの姿はどこにもなかった。また電波じみたトンデモ技術……壁をすり抜ぬけて去ったのか。後続のかへらへ、みつけ、苺の三名は未だ二十五メートルを喧やかましく泳いでいる。


　ともあれ、ここに勝負は決した。


「よく頑張ったな、詩緒里」


　コクコクと頷うなずく彼女の華きや奢しやな背中を俺は優しく撫なでた。若干遠えん慮りよがちに……。


　本当はもっと堂々と撫でれば良いのだろうが、とは言え、いくらマイペースな俺でも動どう揺ようする事くらいある。刺激的過ぎるのだ。ビキニ姿の詩緒里が首に両腕を回してギュッと抱きついている。つまり俺の上半身には彼女の柔やわらかな胸が押しつけられ、しかもそれは自ら押し潰つぶさんばかりの勢いで──


　凄い感かん触しよくとしか言い様がない。裸はだかで抱き合っているようで心臓が動どう悸きする。それが詩緒里の鼓こ動どうなのか自分の鼓動なのか解わからない程だ。


　だから今はありきたりな台詞せりふしか出てこないが──


「お前の勝ちだ、詩緒里！　立派だったぞ。完璧系の異名はやっぱ伊だ達てじゃないな！」


「……ンッ」


　詩緒里は俺にキュッとしがみつき、はい、と子供のように素直に頷いた。


「ありがとう……。本当にありがとう、柊一君……」


「よせよ、俺は何もしてないだろ」あやすように背中を叩たたき、「て言うかお前、せっかく勝ったんだ。ここは礼を言うより、勝ち鬨どきの声をあげるところじゃないのか？」


「そ、そうね」


　一度この状態になると詩緒里は実に素直な反応をする。感情の迸ほとばしりに任せて、


「嬉うれしい……嬉しい！　凄く嬉しい！　わたし今、とっても嬉しい！」


　と幾いく度ども連呼し、そして俺の首筋にキスをするのだった。


　ちゅっ。


　──濡れた唇で肌が吸われる……。


　解っている。これは勝利の高こう揚ようが詩緒里を衝しよう動どう的にさせているだけ、と理解はできているのだが、何故か俺の頭はカアッと熱くなり──四月から数えてこれで二度目だ──とドキドキしながら考えてみたりする。





　ともあれ。


　水泳バトルロイヤルは完かん璧ぺき系美少女、水谷詩緒里が文句無しの勝利を収めたのだった。




　エピローグ ｍｚｔｃｍｎ







　美少女達の熾し烈れつな争いが詩し緒お里りの勝利という結果に終わったその日の夜七時──夕食時の我が家に紫し音ね麻まがやってきて、銀ぎん髪ぱつを妖よう艶えんに搔き上げながらこう言った。


「柊しゆう一いち君、何だか一仕事終えたようなスッキリした顔ね。今日はどんな女を落としてきたのかしら？」


「はあ……？　人の家に上がり込むなり何を言ってるんだお前は」


「またまた。天然ジゴロの悪い男のくせに」


　気け怠だるげにヒラヒラ手を振って紫音麻はバスルームへ向かう。湯ゆ浴あみでさっぱりしてから俺を冷やかす気らしい。


「……なあ紫音麻、こんな悪ふざけはもうやめろ。改めて最さい後ご通つう牒ちようだ。こないだも言ったが、俺はお前を好んで酷ひどい目に遭あわせたい訳じゃない」


　紫音麻は意味ありげに笑えんで振り返った。


「ブラフでしょう、それ？　わたし、あれから冷静に考えてみたのだけれど……明らかにはったりよね？　思わせぶりな事を言ってプレッシャーをかけただけ。だってわたしは何一つ身元を特定されるような手て掛がかりは残していないんですもの」


　それは確かに。


　俺なりに様々な手法を駆く使ししたが、紫音麻の正体も動画アップの準備をしているらしきアカウントも発見できていなかった。つまり依い然ぜんとして彼女の正体は謎なぞのまま。それは認めざるを得ない事実ではある……。


「その話はお風ふ呂ろからあがったらゆっくりしましょう。夜は長いわ、柊一君」


「どうなっても知らないぞ」


　俺は紫音麻に背を向けると玄げん関かんを出てせしる先せん輩ぱいの家へと向かった。





　──その数分後、バスルームから紫音麻の常じよう軌きを逸いつした物もの凄すごい悲鳴があがる。





　ところで俺が今、隣りん家かの涼すず風かぜ家に向かっているのは別に用という程ほどの用があるからではなく、夕食を作りに行く為ためだ。手て提さげのビニール袋ぶくろに入っているのはセロリと鶏とり肉にくと塩しお胡こ椒しようとオリーブオイルと──うむ、サラダと簡単な炒いため物を作ろうと思っている。


　勿もち論ろんこの行こう為いに深い意味はない。深い意味はないのだが……そういう真ま似ねをしたくなる時が誰だれにでもあり、俺にとっては偶たま々たま今日だったというだけの話だ。


　時計の針を少し戻もどそう。


　二時間ばかり前の事である。


　例の水泳バトルロイヤルの終結後、俺は詩緒里達と共に帰らず、アクアドリーム瀧たき川がわの周りを一人でうろついていた。


　西の空には夕焼け雲。そこかしこに椰や子しの木が聳そびえる国道沿いを右に左に目を配りそぞろ歩いていると、不意に携けい帯たいに着信があって──


「もしもしっ！」俺は電話に出た。


「もしもし、こちら糸いと川かわ斑まだらだが。柊一君かい？」


「……ええ、まあ……」


「何だっ？　僕だと知った途と端たん、声に張りが無くなったな？」


　その理由を説明する気にはなれなかったので歩きながら手短に用件を聞く──彼曰いわく、たった今フィーバーフュー博士が拘こう置ち所しよに戻ってきたとの事だった。


「全く、信じられんよ！　脱だつ出しゆつした時と同様、いつの間にか房ぼう内ないにいたんだ。今取調中だが、脱だつ獄ごくの理由は『バグ報告をしに行った』と供述している。全くもって意味不明だ。脱出方法についても、振しん動どうで壁かべをどうとか妙みような事を言っていて──」


　そうそう、さっきまでプールで一いつ緒しよだったんですよ。ヤツには壁抜ぬけが可能で……なんて事は流石に言えない。黙だまって彼の話を拝はい聴ちようする。


「いや、天才少女の携帯の電源が切れているらしくてね。連れん絡らくがつかないんだよ。落ち着いたら改めて連絡するが、取り急ぎ君の方から伝えておいてくれると嬉しい」


「伝えておきます」


　電話を切った。──捜さがしている人物が今まさに見つかったからだ。


「何だかんだで事件は一件落着したようですよ、せしる先輩」


　先輩は曲がり角に作られた狭せまい公園のベンチに座って項うな垂だれていた。俺がかけた声に静かに顔を上げ、夜の滝たきのように流れる黒くろ髪かみを哀かなしげに搔き分けて言う。


「君か……」


「捜しましたよ。こんな所で何やってんですか、全く」


　俺はベンチに近づくと先輩の隣となりに腰こしを下ろした。二人並んで地面を見つめ、何とも言えない無言の時間を過ごし──


　やがて彼女は溜たまった水すい滴てきが重力に負けて落下するようにポツリと言った。


「ショックを受けている……」


　か細い声だった。


「自分のしでかした事で、自分がこんなにも心揺ゆさぶられるとは思わなかった……。本当を言えばここまで歩いてくるのもやっとだったんだ。躰からだに力が入らない。現状を分ぶん析せきするとこういう事になる。わたしはわたしの行った事が理由で多大なショックを受け、再び立ち上がれるかどうかも怪あやしい──」


　随ずい分ぶんとヘコんでいるらしい。俺は小さく溜め息を吐つき、


「だったら何な故ぜあんな事をしたんです？　詩緒里にあんな容よう赦しやの無い真似を……」


「わたしはただ、君の悩なやみを解消してあげたかっただけなんだ」


「悩み？」


「だって君は最近とても悩んでいたようだったぞ？　表情にもそれが出ていた」


（……あ！）


　何となく解わかった気がする。


「成程……ったく、成程ね。今回のトラブル、先輩の根本動機はそれだったんだ。水泳バトルで優勝する事でも詩緒里に勝つ事でもなかったんですね。先輩は単に俺の悩み事を解決したかったんだ」


　君は今いま更さら何を言っているのだね、と言いたげに先輩は目を瞬しばたたいた。


「ふっ、そうだよ。あの日──屋根を伝って君の部屋を訪おとずれたあの日の夜、ベッドに押し倒たおされてわたしは察したんだ。女の直感というやつだろうね。君の悩み事の内容がわたしには手に取るように解ってしまった。それはだ……『初めての相手はわたしよりも水谷詩緒里が良い！』……君はそんな風に考えていただろう？」


　俺は半ば白目を剝むいていた。


　……そんな空気だったとはいざ知らず。


「男にとっても女にとっても初めてというのは特別な意味を持つ……。言うなればご馳ち走そうだからね。彼女は高校に入ってから出会った人物だから、君にとっては物もの珍めずらしいご馳走に感じられるのだろう。その気持ちはわたしにも解るんだ。たとえ最終的には食べ慣れたパンや白米が一番だという事実に気づくとしても、キャビアやトリュフといった珍ちん味みに心こころ惹ひかれてしまうのは多感な十代の男としては当然の事に思う。こないだのプールでもわたしを放置して随分彼女といちゃついていたようだったし。だから……だからわたしは……泣く泣く……最初にお相手する権利を……詩緒里君に譲ゆずる事にした……」


　その件で君が悩んでいるなら解消してあげたいと思ったんだっ！


　と、せしる先輩は涙なみだ声ごえで言った。


「だからわたしは詩緒里君の価値を高めてあげる事にした……。柊一君の初めてを貰もらうのだから、それに見合う存在ではなくては。最高の女の栄えい誉よを与あたえる──それにはわたしを勝負で打ち負かすのが妥だ当とうだろう。これでも天才と呼ばれた女だ。そのわたしに勝てば、詩緒里君は女の中の女という地位を得て、更さらにその勝負中にわたしがわざと極ごく悪あくに振ふる舞まえば、こちらの価値も……地に落ちる。そうすれば……詩緒里君を初めての相手に選ぶ事について、君の中から一いつ切さいの迷いが消える筈はずだ。そう思って……っ！」


　先輩は魂たましいを吐き出すように蹲うずくまる。


（う、ううううむ）


　良いシーンなのかそうでないのか反応に困る。ここまで途と轍てつもない勘かん違ちがいをされると汗あせが止まらないと言うか。世界最さい高こう峰ほうの頭脳を持つ天才せしる──俺が絡からんだ途端、彼女は凄すさまじいばかりの変態的誤解ぶりを発揮する。


　とは言え。


　目の前で涙なみだ目めになっている彼女を笑ったりできない──


　どんな突とつ飛ぴな事であれ、彼女は俺の為を思って真しん剣けんにそれをした。わざと自分を悪そうに見せていたのだ。らしくもない悪役を演じていたのは自分を犠ぎ牲せいにしてでも、俺の望みを叶かなえたいと考えたからで。


　その想おもいは尊いし、今は目の前の存在が不思議と愛いとおしい。遺い憾かんながら認めざるを得ない。こんなに優やさしくていじらしい女の子は地上に涼風せしる只ただ一人だと。


「わたしの愛は無限の泉だ。愛とは惜おしみなく与える事であり、見返りを求めないからこそ愛なのだ。だがしかし……これ程ショックを受けるという事は……わたしの愛は無限ではなかったのか？　ひょっとしたらわたしがそう思い込んでいただけなのだろうか？」


　想定外だ、と言って両手で頭を抱かかえるせしる先輩。……何故か堪たまらない気持ちになり、気づけば俺は後ろから彼女に覆おおい被かぶさっていた。


「無限です！」


　肩かたの上から両手を回して先輩を抱だき締しめる。


　勘違い、と俺は耳元で囁ささやいた。


「あのですね、せしる先輩……。俺の悩み事は全然、全く、百パーセント違う事ですよ。誤解にも程があります。何が初めての相手は……ですか。そんな飛ひ躍やくした変態妄もう想そう、いくら俺でも突つっ込み切れませんよ。今後はもう少し自重してください」


　先輩は澄すんだ瞳ひとみをパチクリ。やがて色白の頰ほおが次し第だいに紅潮していく。


「勘違い……？　君の悩みというのは、その、わたしが今言った事とは違うのかね？」


「まるっきり」


「詩緒里君と初エッチがしたいと……」


「思ってませんよ！」


　今はまだ誰とも──とまでは言わず、俺はグシャグシャ頭を搔かきながら、


「悩み事っていうのもそんな大した物じゃありません。家に湧わいた悪い虫をどう追い払はらうか考えていただけで。その方法も既すでに思いつきましたしね。万事解決です」


「……何という事だ……」


　濃のう厚こうな沈ちん黙もくが周囲をママレードのように甘苦く満たした。


　やがて──


「ばんざああーい！」


「うおっ？」突とつ然ぜんどうした!?


　せしる先輩は咲さき誇ほこる薔ば薇らのように最高の笑え顔がおでピョンピョン跳とび跳はねた。


「やったあ！　やったぞっ！　わたしは選ばれなかった訳じゃなかったっ。柊一君は全く違う事で悩んでいたんだ！　全くもうっ！　取り越こし苦ぐ労ろうとはまさにこの事だよ！　ウフフッ、ウフフフフッ！　嬉うれしいなっ。柊一君！　わたしは今とても嬉しいんだぞっ！」


　嬉しい、嬉しいぞっ、と舞まい上がるせしる先輩。


　良かったですね、という台詞せりふ以外、俺に何が言えただろう。


　倒とう錯さく的な勘違いの果てに恐おそるべき大騒そう動どうを引き起こし──ここは良識ある人なら彼女を正座させて説教するところなのかもしれないが。


　どうしてだろう。今の俺はそんな事をしたくないのだ。むしろ喜びに舞い上がる彼女の笑顔をずっと見ていたい。それが自分でも不思議なのだ。


　心が温かい幸せで満たされていく──


「さあ先せん輩ぱい、そろそろ帰りましょうよ。もう日が暮れます」


「うむ！」


「あー……今日は一緒に夕食でも食べますか。冷蔵庫に材料が余ってるもんで」


「ふふ、どうやらわたしは宇宙一の幸せ者らしい」


　不意にせしる先輩は仔こ猫ねこよろしく擦すり寄ってくると俺に腕うでを絡めた。隙すきを突くとは全く図々しい！　と普ふ段だんなら思うのだろうが、その時は不思議とそうは思わず、むしろ彼女の柔やわらかい胸が腕にぷよぷよ当たるのでどぎまぎしていたり──胸が豊かだからと言って振り払う訳にもいかないだろう。優しくしてあげたい。


　夕ゆう陽ひに照らされ、甘い香かおりに包まれて、らしくもなく俺達は腕を組んで帰るのだった。


「あ、そうだ。ところでせしる先輩、さっきの……波動マネージャでしたっけ？　あれって俺にも使えたりします？」


「ふんふん、勿もち論ろん。セキュリティを外せば誰にでも使用可能だ。壁かべ抜ぬけしたいのかい？」


「や、壁抜けは別に。でもそうか……俺にも使えるのか」


「ウフフッ、君がわたしの技術に興味を持つなんて珍めずらしいね。ちょっぴり嬉しいものがある。君の携帯にアプリを送信しようか？　薄うすい壁しか抜けられない簡易バージョンだが」


「だから壁はいいですって！　て言うか、そんなに容量小さくできるのか……。だったら送ってもらえます？」


「ぽちっ」


　俺の携けい帯たいはせしる先輩からのメールを受信して──





　　　　◆　◇　◆





　そして現在夜八時──。


　今は涼風家で遅おそめの夕食をたっぷり食べた後である。大好きなセロリをお腹いっぱい食べてホクホク顔のせしる先輩が玄げん関かんまで見送りに来てくれた。


「柊一君、今日の手料理は凄すごく美お味いしかったぞっ。また一段と料理の腕をあげたな！」


「あ、そうすか？」


「ウフフッ。愛が籠こもっているのを感じたよ。きっと下ごしらえをする段階で君の掌てのひらから分ぶん泌ぴつされる汗や脂あぶらといった男の成分が味を高めるのに一役買っているのだろう」


「……またそんな自重しない変態発言を」


　寝ね言ごとは寝て言ってくださいよ、と手を振ってその場を後にした。泊とまっていけば良いのに、と先輩は名残なごり惜しそうにしていたが、今日はまだやるべき事が残っている。


　家に帰るとバスルームから異様な声が響ひびいていた。俺はドア越ごしに話しかける。


「おい紫音麻、大だい丈じよう夫ぶか？」


「アヒャ……アヒャヒャヒャ……イヒヒ……アァ……大丈夫なわけ……ない、でしょ……ヒャヒャヒャ……アァァヒヒヒィィ……」


　相当おかしな事になっていた。いつもの妖よう艶えんな調子は見る影かげも無い。


「降参するか？」


「する！」言下に答える紫音麻。余よ裕ゆうゼロ状態だ。「アヒャヒャ……するから……イヒヒヒヒヒ……お願い助けて……ウヒャヒャヒャ……アヒヒヒ……降参するからぁぁ！」


　俺は携帯を操作して波動マネージャの影えい響きようを弱めた。





　波動マネージャの使い方は簡単だった。豆まめ粒つぶくらいの小さなセンサーを設置するだけで周りの振しん動どうをコントロールできる。


　俺はバスタブ内にそれを貼はり付けて紫音麻が入浴したのを見計らいアプリを起動したのだった。彼女をキャプチャーして刺し激げきを加える──高周波で水の分子を振動させ《くすぐり効果》をもたらした。


　尤もつとも、波動マネージャを入手する前はブラフで大人しく引き下がらせるつもりだった。


　それが駄だ目めなら最終手段として、紫音麻の入浴中にバスルームへ飛び込み、強引に締め上げる──動画の在あり処かを吐はくように要求する予定だった。


　そう、風ふ呂ろに入っている時なら携帯を持っていないから動画アップの心配はない。でも耐たい水すい性の携帯を持ち込んでいたらどうする？


　そんな懸け念ねんも無いでは無かったが、ここは腹の探さぐり合いだ。


　紫音麻は俺の情報にやたら詳くわしい。俺が好きでもない女の裸はだかを覗のぞき見なんかしないと確信していたからこそ度たび々たび入浴し、それ故ゆえにバスルームに携帯を持ち込む筈ない。彼女にとってそこは俺が手を出さない心理的安全圏けんだからだ。


　だから俺は逆を突いた。仕し掛かけるなら紫音麻が油断する風呂しかないと考え──結果として彼女はバスタブに貼ったセンサーに気づかず、一時間近いくすぐり効果に降参したのだった。





　そして今。


　白旗を上げた紫音麻に対し、俺はバスルームのドア越しに重要な質問をしている。


　即すなわち、紫音麻の切り札──女の子達の恥はずかしムービーはどこに置いてあるのかという件だが、ここで俺は再び驚おどろかされる羽目になった。


「彼女達の動画なんか無いわ……」


「え？」


「そんな物は最初から無かったのよ。あなたがまんまと騙だまされただけ」


　……やられた。


「あなたは自分の恥ずかしムービーを見て動どう揺ようしたでしょう？　衝しよう撃げき的だったわよね？　あれを見せられたら誰だれでもそうだとは思うけれど──そこに付け込む隙が出来たわけ」


「……つまり俺は今までずっと存在しない物に脅おどされていたのか」


　俺は額に手を当てて呻うめいた。


「逆に言うとお前が凄いって事だけどな。こんな事は普ふ通つうできない。切り札を、より強い切り札があると誤解させる為ための小道具に使うなんて」


　とは言え、もうそんな事はいい。


　俺は紫音麻を解放した。俺の恥ずかしムービーは男なら我が慢まんできる程度の代しろ物ものだ。


「ふうん、わたしに何もしないんだ……」着き替がえをしながら紫音麻は言った。「あなたは頭が回る人だから、牽けん制せい用にわたしの恥はずかしい写真でも撮とると思ってた」


「撮るか、そんなもん」


　いくら頭が回ってもそんな事をする時点で人として駄目だろう。紫音麻は恥ずかしげに赤面した。


　着替え終わった紫音麻を玄関まで見送った。靴くつは脱だつ衣い所の籠かごの隅すみに隠かくしていたらしい。


「さっさと帰れ。もう来るなよ」


　紫音麻はクスッと微笑ほほえんだ。少し険が取れた感じの笑顔は……正直綺き麗れいだった。


「なあ紫音麻……最後に一つだけ訊きかせてくれ。お前の本当の目的は何だったんだ？」


　頭の変なヤンデレ女でない事は既に解っていた。しかし、だったら何な故ぜ？


「フフフ、それは秘密だけれど」


　まっ、おいおい解るかもね、と謎なぞめいた事を言い、紫音麻は玄関のドアノブに手をかけるとクルリと俺に顔を向けた。ちょっと幼い感じの可愛かわいらしい目配せをして、


「代わりに別な秘密を教えてあげるわ。わたしの本当の名前──」


「はあ？　今いま更さらそんなもん……。言っておくが、偽ぎ名めいを使ってるのは予測済みだぞ」


「失礼ね、偽名じゃないわ。苗みよう字じ以外は本物よ。鈴すず木き紫音麻の鈴木っていうのは母方の旧きゆう姓せいなのだけれど……本当の苗字は水みず谷たにっていうの」


　さらりと何でもない事のように──爆ばく弾だん発言をした。





「わたしの本名は水谷紫音麻。水谷詩緒里の妹よ」





　俺は度ど肝ぎもを抜かれた。


「姉さんから話を聞いてるうちに興味が出てきちゃったのよね。どんな人なのかなって」


　馬ば鹿かな──噓うそだ──詩緒里の妹だと？


「確かに顔は悪くないけれど、微び妙みようにチャラそうにも見えるしぃ。ひょっとしたら女好きの悪い男かも？　だったら誘ゆう惑わくして化けの皮を剝はいでやろうかなって」


　成なる程ほど、詩緒里の妹なら俺の情報に詳しいのは当然だ。


　って、違ちがう、そうじゃない……妙みような噓を吐つくな！　と一いつ喝かつしたいのに口がぱくぱく、驚きで言葉が出てこないのは心のどこかで真実だと解っていたからだ。そんな俺を一いち瞥べつして彼女は悪戯いたずらっぽくチロッと舌を出す。


「わたしの演技なかなかだったでしょう？　メイクでうまく誤ご魔ま化かされたってのもあるかもね。でもわたし、まだれっきとした中学二年生なのよ。騙されたわね、お兄さん！」


　ちなみに特技は窓から建物に出入りする事よ、と紫音麻は小こ悪あく魔ま風に笑んで言う。夜に家から抜け出すのもプールに忍しのび込むのも大得意なの、と。


　そして紫音麻は唐とう突とつに人差し指を俺の後方に向けて、


「あー！　あんな所にＵＦＯが！」


「今度は何だ!?」


　否いな、屋内でそんな事ある筈はずないのだが、とにかく動揺させられていた。不覚にも振ふり向いてしまい、その瞬しゆん間かん、首筋に濡ぬれた何かが吸い付いてくる──チュウウウッ。


「うあっ？　紫音麻、お前っ……」


　噓吐きのおてんば娘むすめを慌あわてて振り払はらったがもう遅い。してやったりと紫音麻は抜ばつ群ぐんの笑顔を見せた。


「キスマーク付けちゃった！」


「お前なあ……！」


「わたし、あなたの事を本気で好きになっちゃったかも！」


　捕つかまえようとしたが一瞬遅おそかった。紫音麻は素す早ばやくドアを閉めて外に出る。


「ねえ柊一君！　これからわたし達、面おも白しろい関係になれそうね！」


　その言葉の真意は何だったのか、ともかく足の速さは姉以上だ。俺が外に出た時には既すでに追いつけない距きよ離りまで遠ざかっており──そのまま紫音麻は振り返らずに夜道を駆かけていく。輝かがやく月の下、銀色の鬣たてがみを靡なびかせるユニコーンのようだ。


（完かん璧ぺき系──）


　ふと、その言葉が頭に浮うかぶ。


　姉が完璧系美少女なら、妹は差し詰ずめ完璧系悪女というところか。水谷家の家庭の事情に俄が然ぜん興味が湧わいてくる。明日あしたの学校で詩緒里にどう訊こう。俺の事を妹に何て言ってたんだろう？


　夜空には月が静せい謐ひつな光を湛たたえており、俺は両手でそっと首に触ふれる。


　プールで詩緒里にキスされた左の首筋と、紫音麻にキスされた右の首筋……。


　今日はベッドに入ってもなかなか眠ねむれそうにない。眠ったら眠ったで何か眩げん惑わく的な夢を見てしまいそうな──そんな一夜になりそうだ。
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　あとがき







　こんにちは、山やま田だ有ゆうです。


『変態先輩と俺と彼女』の二巻いかがでしたでしょうか。


　今回は自分の中で初めて書くタイプのキャラ……森ガール的な人と、ヤンデレ的な人に挑ちよう戦せんしてみました。性格を若干トリッキーに捻ひねってあるので厳密には違ちがうのですが、根は良い子な感じになったと思うので、作者的には気に入っています。皆みな様さまも好きになってくれたら幸いです。





　さて、この二巻を読んでくださった読者様は一巻も読んでくださったという事だと思いますので、まずはお礼を言わせてください。


　ありがとうございますっ。


　おかげ様で一巻は好評だったようで、重版もかけて頂きましたし、ネットアンケートの感想も好意的なものばかりだったので、幸せ気分の山田です。


　特に嬉うれしい驚おどろきだったのはキャラクターについて。


　語り部の柊しゆう一いちが何な故ぜか妙みように人気で、富士見のＨＰのアンケート結果では他のヒロイン達を差し置き、全キャラ中、二位という好成績をゲットしておりました。


　正直びっくりです。


　一人称のラブコメで、異能等を持たない普ふ通つうの主人公が格好良いと言われるのは割と珍めずらしいケースだと思います。性格に魅み力りよくがあったのかな。書いた側も計算外でした。


　何にしても嬉しい事です。温かい感想をくれた皆様、ありがとうございました。





　ここで一巻執しつ筆ぴつ時の裏話。


　実は色々大変でした。


　というのも、一巻は昨年の二月～三月に書いていたのですが、三月十一日に例の地じ震しんがありましたよね。


　私は少し前まで京都にいて、今は東京に住んでいるのですが、生まれたのは東北です。両親や親しん戚せきも東北在住なので……つまりそういう訳です。


　変態先せん輩ぱいシリーズは『読んで楽しい』を自分内コンセプトにしていたので、心配で楽しい事が思いつかなかったりもして、一時参りました。


　家族からメールが届く度にハラハラです。


『こちらは停電で町中が真っ暗。情報源はラジオ』


『暖だん房ぼうが使えないのでコートを着て寝ています』


『食べ物が売ってない。ガソリンもないので、どこへ行くのも歩き』


　などなど。


　そんな連絡が行き来する中、明るい気分を搔かき集めてガリガリ書いた面もあり、だから『楽しい』という感想を頂けたのはいつもよりずっと嬉しい事です。


　今後も楽しく、面おも白しろく、そして変態な話になるように頑張りますので、お付き合い頂ければ幸いです。





　以下より謝辞になります。


　一いつ緒しよに作品作りをしてくださる担当様、感謝しております。細かい部分まで読み込んでくれたり、有益なアイデアをくれたりと、いつも大変助かっています。今後も宜よろしくお願いします。


　素敵なイラストを描いてくださった犬洞いぬがほらあん様、どのキャラも目が綺き麗れいでいきいきしていて可愛かわいいです。お忙いそがしい中、一生懸けん命めい沢山のイラストを描いて頂き、感謝の念に堪たえません。ありがとうございます。


　デザインを担当してくださったムシカゴグラフィクスの百足むかで屋やユウコ様、楽しげな雰ふん囲い気きを出して頂き、嬉しいです。この話にぴったりのデザインをありがとうございます。


　そしてこれを読んでくださっている皆様、感謝致します。心優しい読者様に恵まれて私は幸せ者です。この本が発売されるのは二月らしいので、風か邪ぜ等ひかないよう、体にはくれぐれもお気を付けください。


　それではまたお会いしましょう。







山田　有





変へん態たい先せん輩ぱいと俺おれと彼かの女じよ２





山やま田だ　有ゆう
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